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ま え が き

当財 団では,昭 和43年 以来,6年 にわた り,情 報処理 育成事業の一環 と し

て,初 級,中 級,上 級 の 「情報処理 技術者育成指針」(た だ し
,上 級のみ標

題 は 「情報処理 技術者研修 ガイ ドブ ック」 とな ってい る)を 作成 してきた。

この うち上級情報処理 技術者育成のための指針 については
,情 報処理 技術の

著 しい進展 によ り,全 般 的な見直 しが必要 となって きた。

このため,昭 和51年 度か ら3カ 年計画で,こ れまでに作成 した初級,中 級,

両指針 との関連 を考慮 し,同 時 に,現 在お よび今後数年 間に想定 され る環境

にも調和で きるよ うに との考え方に もとついて
,新 しく 「上級情報処理技術

者育成指針」(以 下 「本育成指針」 とする)の 開発 を進 めてきたが,こ れが

完成 のはこび とな った 。

本育成指針は,個 々の企業内や,一 般 の企業人向 け教育機関などにおいて
,

さまざまな形 で行われてい る上級情報処理技術者の教育 に対 して
,標 準的 な

カ リキュラム を示 し,情 報処理技術者 の養成 を効果 的に推進するこ とを
,そ

のね らい としてい る。

本育成指針 の内容 は,「 総論」お よび,分 野別 に編集 され た各論
,す なわ

ち 「組織 システムの分析 」,「システム開発運用の背 景」
,「 コンピュータお よ

び情報処理技術」,「情報 システムの開発」の,合 計5分 冊か ら構成 され てい

る。この利用 に当っては,ま ず総論 を参照 し,必 要に応 じて各論の関連部分

を参照 され るよ う希望 したい。

なお,こ の事業実施 にご尽力いただいた関係各位 に心 か ら感謝 の意 を表わ

す とともに,こ の指針 が各 方面で利用 され,情 報処理技術者育成の一助 とな

ることを念願す る次第 で ある。

昭和54年3月

財 団法人 日本情報処理 開発協会

情報処理研修センター

所 長 吉 野 元 之 助
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一
序

現代 の重要な課題 の中に,資 源の有効利用,省 エネルギー,自 然環境の維持 などが含 まれて

いる。これ らの課題 は,全 世界的 なものであるが,特 に天然 資源 に限 りが あり,一 方,大 きな

人 口をか かえているわ が国においては,こ れ に対処す ることが大切である。

問題解決の有力 な方法の一つ として,高 い付加 価値 を持 つ産業への転換 が考 えられ,こ れを

実現す るた めの有力 な手段 として,広 い意味の情報処理技術 の重要性が増大 してきている。 こ

のた め,従 来の処理 システムの充実 と並んで,産 業構 造の転換や都市問題 などの解決 に役立っ

よ うな新 しい分野 における対策 が必要である。

また,企 業 の組織 が巨大化 ・複雑化 した結果,こ れ を支 えるための情報処理 システムも,巨

大化 ・複雑化 した様 相を帯びることにな り,激 変す る社会 ・経済 ・国際的 な環境の 中で,多 種

多様 な問題 を解決 して行 くこ とが要請され る。さらに,ゆ るや かな経済成 長の下での人件費の

上昇 に よって,情 報 システムの有用性や経済性な どに関 して,今 まで以上の徹底 した考慮や対

策 が 不可欠の もの となってい る。

このため,情 報処理技術の さまざまな局面 において,新 た なあるいは従前 か らの課題 を,解

決 して行かね ばならないのであるが,情 報処理技術者の教育 において も,こ の ような状況を も

考慮 しつつ,立 案 ・実施 ・評価 されて ゆくべ きであろ う。

わが国 の,主 として官 公庁や企業 などにおける,上 級の情 報処理技術者を育成す るための標

準的 なカ リキュ ラムとして,(財)日 本情報処理 開発セ ンターによって,「 上級情報 処理技術

者育成 ガイ ドブ ック」(全10冊,以 下,「 旧指針」と略称す る)が 作成 されたの は,昭 和43年

お よび44年 の両年度 にかけてであった。従 って,旧 指針の完成後すでに7年 近 くが経過 した こ

とになるが,こ の間における情報処理分野の発展変化は著 しく,ま た実務面 での上級技術者に

対す る要望は,ま すます増大す る傾向にある。

このよ うな事情を考慮 し,旧 指針 の全面的改訂を行 うこととな った。この改訂 作業は,昭 和

51年(調 査),52年,53年(改 訂 の実施)の3年 間にまたが って行われた。

この改訂 には,旧 指針 が完成 して以来,(財)情 報処理研修 セ ンター(現 在 ,(財)日 本情

報処理 開発協会)に おける企業 向け情報処理教 育の6年 間の実施経験 が,反 映 されている。ま

た,そ の他教育問題に関 して当財団お よびその前身 において行われた ,種 々の実態調査 の結果

な ども勘案 されている。

この育成指針 に示 されたカ リキュラムによって,教 育 を受 ける ことが想定 され る者(イ ンプ



ット)と,そ の教育 を受 けた者(ア ウトプ ット)に ついては,そ れぞれ次のような水 準を考 えている。

(1)イ ンプ ッ ト

改訂 され た 「上級情報技術者育成指針 」(以 下 「新指 針」 と略称す る)で は,情 報処理 技

術者試験の 「特種」または 「第1種 」合格者 と同等程度 の知織 ・技術 を備 え,相 当程度の実

務経験 を持つ者。個々の分野 についての知織 ・技術の水 準においては,「 中級情報処理技術

者育成指針 」に示 されている程度 と考 える。

(2)ア ウ トプッ ト

「新指針」では,将 来企業内 にお いて,シ ステム ・エンジニアやプ ログラマーな どのグル

ープ ・リーダーとして ,あ るいは情報処理部門の管理者のアシスタン トと して,さ らには管

理者 として も活躍で きる者。特に新指針 では,企 業 の情報システム実現に主導的な役割 を果

し得る人物 を目標 としたい。

新 指 針 の基本 的 な 内容は,1972年 に発表 された米国計算機学会(ACM)の,"Curriculum

RecommendationsforGraduateProfessionalProgramsinInformationSystems"(Co㎜.ofACM,

Vo1.15,pp.363・398)を,い ろいろ な面 で参考 にし,作 成 した ものである。これは,こ のカ リ

キ ュ ラムが前 述 の よ うな指針改訂のね らいや対象者 の位置づけに対 して,多 くの点で利用 し

や す い 内容 を持 って いるか らである。米国計算機 学会(ACM)に 対 して,謝 辞 を ささげ る。

なお,本 書は,下 記 の方 々の執筆 または協力 と,本 育成指針作成 小委員会 の監修を得 て,作

成 された ものであ る。(敬 称略,50音 順)

査

員
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(〃)

指 針 の 構 成

本育成指針は,次 の5冊 分から構成 されている

第1分 冊

第2分 冊

第3分 冊

第4分 冊

第5分 冊

総 論

各 論

〃

〃

〃

第1部

第2部

第3部

第4部

「本育成指針利用の手 引」

「組織 システムの分析」

「システム開発運用の背景 」

「コン ピュータおよび情報処理 技術 」

「情報シ ステムの開発」
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1.情 報処理技術の育成

1.1情 報 処理技術者 を取巻 く環境

情報処理技術者 が仕 事を行 う組織 や情報シ ステムの特徴 としては,

① 組織の巨大化 ・複雑化

② 開発 コス トの増大

③ 情報システムの定着化

とい ったこ とが挙げ られ るだ ろ う。

〈組織の巨大化 ・複雑化 〉

情報処理 システ ムが組み込 まれる組 織は,そ の規模 において巨大化 の傾向 をた どっている。

そ してその中で,多 様 な問題 が発生 し,多 様 な問題解 決のための用具が利用 され ている。 シス

テムは,多 種多様 な構 成要素 か ら組 み立て られ,こ の運用 における価値判断のための基準 も多

岐 にわた っている。

従 って,情 報 システムの開発 ・作成 ・・運用にあた っては,複 雑な組織や,複 雑 な問題群が前

提 となることは普通 である。現在では,中 規模 以下の企業体や組織体 においても,多 様 な活動

を集約的 に把 握 した り,多 岐 にわたる問題 についての価値判断基準 を,関 係者全員が同意で き

るよ うな形で提示す るのは,容 易なこ とではない。単一 の,独 立 した情報 システムは,あ ま り

大 きな比重を 占めない。現在では,情 報処理技術者 自体 です ら,開 発 ・作成 ・運用の対象 とな

る情報 システムを,目 的 ・資源 ・方法 などの観点か ら総合的 に把握する ことは ,次 第 に困難 と

なって来てい る。

〈開発 コス トの増大 〉

このような情報 システムの大規模化や複 雑化 に伴 なって,シ ステムの開発 ・作成 ・運用な ど

のための資金や人員 もまた,増 加 の一途 をたどってい る。資金や人員の不足のために ,シ ステ

ム開発 を見送 らねばな らぬ状態 に追い込 まれ,こ のために機会損失が生 じている事例 も少な く

は ない。激変す る環境 の中で,早 急 な問題解決 が要 求されているにもかかわ らず,シ ステム の

開発期間が長期 化す ることもある。こ うした事情のために,シ ステムの開発 ・作成 ・運用 など

にお いて,省 力化や効率化 がます ます強 く望 まれるようになって来ている。

〈情 報システムの定着化 〉

多 くの企業やその他の組織体において,コ ン ピュー タを含 む情報 システ ムは,す でに定着 し

たか,あ るいは定着 しつっあると言 えるだろ う。これらの企業 などにおいては ,コ ンピュータ

を含 む情報シ ステムの存在が,業 務運 営に当っての前提条件 となってい る。このよ うな場合 に
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おいては,組 織 の運用そ のものが,技 術的 な要素 によって左右 され るところが大 きい。つま り,

情報処理技術 の水 準によって,組 織の運用 効率 が影響 を受 けるのである。

また,現 存す るシステムの維持 ・改善や,新 システムの導入に要す る費用 も問題になってい

る。全 く新規 に,コ ンピュー タによる情報 システムを導入 するという機会 が,相 対的に減 少して

いる。その ため,現 行 システム と新規 システムとの間の両立性 や,現 行システムか ら新規 シス

テムへ移行 のための切換費用な どが,重 要 な問題 となってい る。

組織の巨大化 ・複雑化,開 発 コス トの増大,情 報シ ステムの定着化の ような条件の下にお い

ては,情 報処理技 術者 によるサー ビスは,ま ず 質の向上が要請 されるであろ う。例えば,情 報

シ ステムの開発 に対 する適切 な投資計画の作成,組 織 内における信頼性 の高 い技術の採 用,シ

ステム運用における効率の向上な どを挙げ ることがで きよ う。

このよ うなサー ビスがで きるた めには,情 報処理技術者は,学 究的ではない として も,理 論

的 なフ レー ムワー クを形成 し,将 来の職務 を計画 できるよ うな知的訓練 を受け,企 業 内の トッ

プマネジメン トをは じめとする各マネ ジメ ン ト層 の ニーズを理解 し,諸 種 の進言を行 い,実 施

に際 しては監督や 交渉 などの役割 を果せることが必要 である 。つま り,プ ロフェッシ ョナ リズ

ムへの志向,計 画能力 の充実な どが要請 されよう。

次に,組 織内にお ける情報 システムの位置づ けについて考察す る。情報システムが,組 織の

中で果 している役割 を大別する と,

・作業情報 システム

・管理情報 システム

・計画情報 システム

などになるだろ う。

作業情報システムは,工 場での製造現場,倉 庫などで行われているように,活 動やその記録

を時 々刻 々と把握 した り,こ れに指示 を与 えるような情報 システムである。

管理情報 システムは,ラ イン管理者のために,日 や週 などの時 間単位 で情報 を集約 して,管

理 のために役立つ 形にす る。さま ざまな種類 の管理 レポー トは,こ のシステムによ って作成 さ

れ る。

計画情報 システムは,月 や年 にわたる過去か ら未 来へかけての動向を示 し,マ ネ ジメン トの

意思決定のための参考情報 を提供す る。

これ らの情報シ ステム が,組 織 の内部 において適切か ど うか,効 率は どうなるかな どを判断

するための評価基準は,幾 つかの立場 か ら,さ ま ざまな角度か ら設定 され得 る。

まず情報処理部門 など,情 報 システムの設 計 ・作成 ・運用 などに従事す る部門においては,

・経済性
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・信 頼性

・技術的 な可能性

などを挙げる ことができる。従来,と もすれば技術的 な可能性 が,意 識的または暗黙の うちに,

高 い優 先度 を与 えられ る例 が少 なくなか った。しか し例えば,シ ステム運用の段 階における ,

ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア シ ステムの維持や操作にお ける効率や技術の水準 が
,情 報シス

テム全体の経済性 や信 頼性 に大 きな影響 を与えることが知 られてお り,シ ステム的 な評価 基準

の設定が重要 になっている。

情 報システムの適切性 を判定す るための評価基準は,情 報 システムの利用者の立場か らも設

定 され なければな らない。言 い換えれば,情 報 システム との間で,直 接的 あるいは間接的 な形

で,か かわ り合 いを持つ 「顧客」のニーズが ,ど の程度 まで充足 され てい るかである。

まず,情 報 システムは,実 現性 を持た なければな らない。っ ま り,利 用者 の行動や意思決定

に,意 図 したよ うな形で寄与する ものでなければならない。例 えば,機 械側 の都合 だけ に合わ

せるのではな く,人 間 と機械 の協力 関係(man・machinesynefgism)が 実 現 されね ばな らない
。

また ・この ように実 現 された機 能は ,安 定 した形で維持 され なければ ならない。組織 も情報

システム も・大規模化 ・複雑 化 してい るか ら,組 織の活動 が情報 システ ムに依存する度合 いが

高 まってい る。このため,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアなどの変更 によ って
,サ ー ビスの提 供

が低下 あるい は中断 すれば ,組 織は少なか らざる損害 を被 るこ とになる。

さらに,シ ステム変更の可能性 についての評価 もまた重要 である。 コンピュータに よる情報

シ ステムは,ま だまだ発展途上 の分野 であ り,既 存の システムよ りも優れた新システムが
,次

々 と実現 している。デー タベ ース化や ,コ ンピュータ ・ネ ッ トワークの技術 などは,現 時点 に

お けるその種 の例である と言え よう。しか し,現 存 システムか ら新 システムへの移行 は ,経 済

的 ・技術的 な見地 か らは,必 ず しも容易ではない。現存のシステムが大規模 であ り,新 システ

ムへ の移行が十分に考慮 されてい ないよ うな場合 には
,特 にそ うである。現行のシステムの 多

くは,高 度経済成長期 に,比 較的短期 の技術的 可能性 を前提 に作成 された ものであることも
,

一 因 として挙げ られ よう
。

計画情報 システムにおいては,特 に情報についてのシステム的な考え方 が,不 可決 と言 える

だろ う。なぜならば,未 来 における情報システムの必 要性 を適切な形 で判断するためには
,組

織 自体 についての経済環境,社 会環境,技 術環境などを総合的 に予測 しなければならない 。こ

の ことは決 して容易 ではな く,い わ ゆるシ ステムズ ・アプ ローチな どを援用 しなければ ,到 底

解決できそ うにない。

以上の記述では,「 情報システム」 とい う場合,コ ンピュー タ ・シス テムの利用が一応前提

となっていた ・しか し,ど んな情報 システムにおいて も,人 手 による作業 が含 まれる し,ま た,
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電話 ・ファクシ ミリ ・複写機 なども,

とが必要であろう。

広い意味での周辺機器として,適 切な位置づけをするこ

1.2情 報 システムの ライ フサイ クル

ここでは,上 級情報処理技術者 が果すべ き役割を明 らか にしてゆ くための手段 として,情 報

システムのライフサイクル を,次 のよ うな 四つ の段階 に分けてお くこ とにす る。

・ 分 析

・ 設 計

・ 実 施

・ 運 用

これ らの段階は,さ らに細か なものに分割す ることができる。その反面,分 析,設 計,実 施

の段階 を合わせて,「 システムの開発」 と呼ぶ こともある。 また,分 析 と設 計の段階 を合 わせ

て,「 システムの分析 と設計」 と呼ぶ こともある。 さらに,シ ステム実施 の段階のことを,「シ

ステムの作成 」と呼ぶこ ともある。

システムの分析 と設計 の段階は,上 級情報処理技術者 が,主 導的な活 動を果すべき分野の一

つである。この段階 は,純 粋 に開発的 あるい は計画 的な性格 を持 つ。従 って,こ の段階 におけ

る仕事の内容が,作 成 された情報 システムの質 を,決 定的に左右す ることになる。

システム分析 の段階 では,情 報 システムがその機能 を果す であろう環境が,ど のよ うな もの

であるかを見定 め,情 報の ニーズが何であるかを決定す る。これ によ って新システムの目的 が

明確化 され る。次に,こ れ らの 目的 を達成す るために,新 システムが持つべ き機能や情報 の流

れが決定 される。このため に,情 報処理 技術者は,組 織 の機 能や問題 点を理解 できるような能

力 を,身 につけているこ とが前提 となる。

情報処理技術者は,こ の段階 におい て,問 題志 向型のアプローチを採 るべきであ り,コ ンピ

ュータ ・システムの利用 を,明 白な,あ るいは暗黙 の前提 とす べきでは ない。また,情 報処理技

術者は,妥 当な結論 に達するた めに,情 報 システムの顧客 となるであろう利用部門 の管理者や

担 当者 と協力 し合い,意 思 の疎 通 を図 らね ばならない。情報 システムの性格 によっては,意

思を疎通すべき相手 は,ト ップ ・マネジメン トとなることもある。

システム分析 が不十分 なままに終った り,あ るいは形式的または類型的 な方法に流れて しま

ったた めに,作 成 されたシステムに重大 な欠陥が生 じた例は少な くない。こ うした事態 を避け

るには,単 なる心掛けや注意 だけでは不十分で,プ ロフェ ッシ ョナルな技 量が必要であろ う。

特 に,情 報処理技術者について言 えば,組 織 の構造や機能 などを理解 でき,情 報 システムを持 っ

た組織の行動 を予測 できることが大切である。そ して,こ のよ うな要件 を備えた情報処 理技術
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者 の数 は,現 時点にお いては,き わめて限られていると考えられる。

システム設計の段 階では,シ ステム分析の段階で定義 された情報の必要条件 を前提 と し
,こ

れ を満たすための代替案 を立案 し,具 体的な実施計画や仕様の形に展開す る
。この段階では,

コ ンピュータ ・システムについて ,手 法の評価や選択な どのための知識 が必要 である。

システム設計を・さ らに細かいス テ ップに分けることがある
。この分け方には幾つかの種類

があるが,代 表的 な もの には,外 部仕様 と内部仕様の決定 とに分けた り,論 理設計 と機器設計

とに分ける,な どといったや り方 がある。大 まかに言 うと,外 部仕様 と論理設計 ,内 部仕様 と

機器設計 とが,そ れぞれ対応 してい る。

外部仕様の決定においては,業 務 内容 を十分に理解 している管理者や担 当者の参加 が必要で

ある 。ここでは,組 織 の側の立場 か ら,シ ステムの特性を決めてゆくこ とになる。そのために,

利 用部門 におけるシステムの実現性や安 定性 などが,シ ステムを評価 するための主要 な基準に

なる。

一方
,内 部仕様は,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア ・システムの経済性や 信頼性 を決定づける。

そ のため,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア ・システムについての知識や,情 報処理の手法に関す

る知識などが要 求され ることになる。

システムの実施段階 には,プ ログラムの作成,業 務 の移行,要 員の訓練 な どが含 まれる。シ

ステムの実施は協同作業 であ り,開 発 グループ,運 用 グループなどによって分担 され る各種作

業 のマネジメン トが必要 である。

システム運用の段階 では,実 施 された シス テムを定例的に作動 させる。ここでは,シ ステム

の維持可能性や,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア ・システムの効率が,中 心的 な評 価基準 になる。

情報 システムのライフサイクルを構成 する諸段階において,情 報処理技術者は,シ ステ ム的

な考 え方や,シ ステムズ ・アプ ローチを身につ けているこ とが大切である。言い換 えると,次

のよ うなことが理解 でき,ま た実行 できることが大切である。

① 対象 となる業務 を,社 会 ・経済 ・組織体などの環境(外 部 システム)の 中で,ダ イナ ミ

ックに捕 らえる。

② 統一体 を識別す ることによって,問 題の位置づけ を明 らかにす る。

③ 目的論的 に考え行動す る。

④ 上記 の ようなフ レームワークの中で,構 成要素の相互関係 をみ る。

⑤ 構成 要素の相互関係は情報 である。

⑥ 人間が 自由に作 り変 え,操 作 し,設 計 しようとする現代合理 主義的 な立場。

⑦ 従 って,予 測 ・計画 ・意思決定 などの機能 が重視 されること。

けれ ども,わ が国の企業 や諸組織においては,こ のような物の考え方や発 想 が理解 された り
,
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その損失 が評価 されている とは言いに くい のが現状であ る。従 って,生 活意識は言 うに及ばず,

職 業意識 において も,シ ステム的であるとは言いに くい。こうした環境 の中で,情 報システム

を開発 した り,運 用 した りしてゆ く上で,次 の ような領域 での継続的な努力 が必 要であろう,

① 組織 を社 会的,経 済的 な環境 の中で把握するよ うに努力する こと。

このこ とは,シ ス テム分析において重 要である。情報 ニー ズの評価 ・判断において,継 続

的 なニーズと一持 的に発生 した ニーズ,建 前 としての ニーズと本音 のニーズな どを,識 別で

きるような目を養 ってゆ くことが必要であろ う。

② 組織を人間の集団 として も捕 らえる こと。

フォーマルな組織構造 を理解 した り,記 述 した りす るだけでな く,時 には非合理的 な側面

さえ併せ持 つ,イ ンフォーマルな人間集 団 という角度 か らも,組 織 の行動原理 がながめ られ

ること。このこ とは,シ ステム分析の段階 で,情 報 ニーズを把握 した り,シ ステム設計 にお

いて,実 現性や信頼性 を具現 した りするのに役立つ で あろ う。

③ 組織内 での意思決定の機構 に注意すること。

社会一般,あ るいは組織における意思決定 の機構 について述 べる と,わ が国 でのそれは,

一つ の特色を持 っている 。りん議 制度 は,そ の一 例である。年功序列 に もとつ く組 織構成 も,

意思決定の方法 に一つ の特徴 を与えて いる。この よ うな,社 会集団 としての意思決定機構 を

無視 して,情 報 システムを分析 した り設計 した りす るのは,適 切で はないであろ う。

④ 計画 の発想や技術 を強化 して ゆくこと。

大規模 で複雑 な情報 システムの開発 に当たっては,「 計画で きないこ とは,実 現 で きな四

とい うぐらいにまで,計 画の重 要性 が強調され るべ きであろ う。計画,言 い換 えれば,未 来

の行動 に関する事前評価が不十分 なために,作 成 された システムに欠陥が生 じた例は,少 な

くない。 また この ような欠陥は,そ れ を除去するのに,長 い期 間や多額 の再 開発資金 を要す

ることが珍 しくない。大量生産 と大量消費 とを基調 とする急速な成長期 には,実 施の側面に

重点が置 かれて来 た。 このために,組 織内にお ける計画 の思想や技術の蓄積 は,必 ずし も十

分 とは言い難 いの が現状であろ う。

⑤ 技術的見地 のバ ランスを取 るこ と。

情 報シ ステムの開発 と運用は,し ば しば,製 造業 にお ける製 品開発や,生 産管理 に類似 し

た形で説明 されて来た。シ ステムの分析 と設計は,市 場調査か ら製 品設計に至る過程に相当

し,シ ステ ムの実施 は,製 造設 計または製造技術の計画 に当 り,シ ステムの運用は・工場 に

おける製造 一 加工 のようなものである,と い うぐあいである。

製造業 の中で発達 して来た生産管理 や品質管理の考え方や技法は,情 報 システムのライフ

サイ クルにおいて も,か な り広 く応用 され,定 着化 して きてい る。情 報シ ステムは,製 造 技
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術や生産管理の技術か ら,多 くの ものを吸収 して来た。類比 は有効であったと言 えるだろ う。

しか しな がら,こ の類比はかな りの程度 まで,ハ ー ドウェア的 ,言 い換えると技術的な見地

に立 った類比 と,言 えるの ではないだろ うか。

例えば,わ が国 の代 表的工業であるとされている,家 庭 用電気製品,自 動車 ,鉄 鋼,繊 維,

造 船 な どの工業 について言えば,高 度の資本集約的 な設備を用いてはいる。しかし,同 時 に

技 術の集約度,言 い換 える と情報化 の度 合いにおいては,中 程度 と言 うところであ り,高 付

加 価値産業 に含 めるこ とはできない。事実,こ のよ うな産業 の国際的競争な どの場において,

賃金水準や労働者 の勤勉 さなどが,し ば しば問題 とされ ている。

この ような観 点か らすれ ば,情 報 システムの開発や運用の業務そ の ものは,さ らに労働集

約的 であるのが現状 と言 えよう。そのため,い わ ゆる知的労働者 の動機 づけ,養 成 ・訓練,

処 遇,組 織化,賃 金水準な どの問題 を取扱 う能力が,重 要 な役割 を果 してい る。このよ うな,

人 もしくは人の組織 についての問題解決能力 の重要 さは,コ ンピュータの利用が産業の分野

に とどま らず,行 政,医 療,教 育,環 境,社 会 などの分野 に拡大 してゆ くのに従い
,ま すま

す比重 を高 めるこ とになるだろう。情報処理技術者 が,人 間や人間の組織 の行動 を,ど こま

で理解や予見す ることができ,問 題 に対 して解決策 を提 唱す る方法 を見付け られる かが課題

となるだろう。

1.3上 級 情報処理技術者の職務

こ こでは,組 織 において,上 級情報処理技術者が果す役割 を,シ ステム分析 ,設 計,実 施,

運 用 などの段階 と関連 づけて考える。今 の ところ,職 能や職位 について,一 般的な標準は まだ

確立 されていない。また,わ が国の多 くの企業 においては,職 能 と職位 との間で,明 確 な対応

づけが行われていないのが現状である。従 って,こ こでは上級情報処理技術者 に,ど のような

サ ー ビスが要求 され るか を,役 割や機能 を中心 に検討 してみ よ う。

わが国では,情 報 システムの分析 と設計 に携 わる情報処理 技術者のことを
,シ ステムズ ・エ

ンジニア(SE)と 呼 ぶ場合 が多いよ うである。 しか し,職 務 内容や役割 などを見ると,こ の

呼 び方は あいまい であ り,適 切 ではないように考 えられ る。

第1の 理 由は,今 までのシステム開発 にお いては,プ ログラ ミングや業務 の切換 えな ど,実

施や作成の段階へ相対的に大 きな比重がかか り,情 報 システムの分析や設計 の段階 については ,

そ の意義や機能 についての共通的な認識 が定着 してい ないこ とにあろ う。このた めに,シ ステ

ム分析や設計 が,プ ログラ ミングの準備段階 ない しは前工程 としてのみ把握 されやすい。そし

て,シ ステム分析や設計 は,過 小な位置 づけがなされた り,シ ステム開発の過程の中での分析

や設計 の役割 は十分に理解 され ないまま,さ まざまな技法 を機械的に使 った り,技 法や発想法
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を使 うこと自体 が目的 となった りしたのである。システムズ ・アプ ローチが定着 しない ままで・

「システム」 とい う言葉が,仕 事にかぶせられて しまったのではない だろ うか。

さらに,シ ステム分析 とシステム設計 とは,相 互に密接 な関連性を持 って進 める べき もの で

あるが,同 時 に,両 者の間には,質 的 な差があることにも注意すべ きである。特 に,大 規模 な

システムにおいては,組 織志 向型 もしくは人間志 向型 のアプローチによって,問 題 をシ ステム

的に取扱えるよ うな,情 報 アナ リス トが必要 である。これに対 して,シ ステム設計 は,技 法中

心型または コンピュータ志向型の立場 から,仕 事を進 めることになる。上級情報処理技術者 に

は,シ ステム分析 における情報アナ リス トや,シ ステ ム設 計におけ るシステム設計者の リー ダ

ーや ,管 理者 としての役割が求め られ る。

システ ム開発における,プ ロジェク ト・リーダーの役割 を果すためには,情 報アナ リス トと

しての物 の見方 と,シ ステム設計者 として の技術的 見識の両方が,要 求 され るであろ う。

情報処理部 門における規模 の拡大や,技 術の進歩 に伴 って,コ ンピュー タ ・システムの評 価,

選択,新 機種 の導 入,シ ステムの切換 えに関す る計画,な どといった業務が現われて来た。こ

の分野で,コ ンピュータ ・システムの分析 を行 うためには,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアの構

成 を評価 し,選 択 した り,シ ステム運用 をはか るための,技 術的 な能力 が必要となるのは当然

である。さ らに,運 用に当っての要 員の組 織化や確保,処 遇な どの面にお ける問題解 決が必要

となることもある。

情報処理部 門での管理者,ま たは管理者の アシスタン トとしての業務の うち,上 級情報処理

技術者が担 うべきものは,幾 つかある。シ ステム開発,シ ステム改善などを 目的 とするプロジ
、

エク ト管理な どがそ うである。

1.4情 報 処理技術者育成 のシステム

上級情報処理技術者の育成のための教育 システムは,考 え方にお いて も,方 法 について も,

不十分な面 を残 しているのが現状であると考え られ る。

(1)目 標

まず,組 織 において,教 育や育成 の 目標 が設 定 されていなか った り,設 定 されてはい ても,

あい まいであった り抽象的に過 ぎることが多い。 この理 由の一つは,組 織 の中で,上 級情報

処理 技術者 の果すべき役割が明確 にされ ていず,プ ロフェ ッショナルなサー ビスに対す る,

「需要」 が把握 されてい ない ことにあ ろう。

このことは,育 成に 当って,体 系立 った方針 を建てた り,計 画 を作成す るこ とを困難にす

る。また,個 人的 なレベルで言えば,情 報処理 技術者 が,自 分の能力向上 を考 えてゆ く上で,

目ざすべ き方向が よくわからない とい うこ とにもなろう。
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しば しば,建 前的 あるいは仮想的 な目標が示 されてい るこ ともあるが,こ れだけで は,長

期的 あるいは継続的 な教育 活動に対する指針 として は不十分 であろ う。組織的な レベルでは、

方針のあいまいさや,一 貫性 のなさとして現われ る。また,個 人 ・個人の レベルにおいては
,

「動機 づけ」の困難 さの一因 となり,教 育 はその出発 点におい てハ ンディキャップを負 うこと

になる。

妥 当な教育 目標 を設定す るには,情 報処 理技術者 の育成 とい う観 点だけでなく,組 織人 と

しての,全 体的な育成構想 の中にお ける位置づけも重要であろう
。例えば,終 身雇用の体制

の中で,専 門化 ・細分化 された技術 を中心 に訓練 された人 々 を
,急 速 に変化する環境の中で,

どのよ うに処遇す るか などである。

また,組 織 その ものについての未来像の設定や ,そ の観点か らの長期的かつ総合的 な計画

や見通 しな どとの関連性 についても注意すべきであろ う。そのためにも,組 織 にお ける諸活

動の全体的 な姿 を,動 的な形で理解 した上で,情 報 サー ビス面でのニーズを設定すべきだ と

い うこ とに なろう。これ には,少 な くとも,プ ロフェ ッシ ョナルな知的サー ビスが要 求され

よう。この分野 も,上 級の情報処理技術者の行動が ,求 め られる領域 であると言えよ う。 さ

らに,こ のような知的 サー ビスを利用できない組織体では ,問 題 の設定 と,こ れ についての

対策 との間で,あ る種 の悪循環が生 じやすいこ とも指摘 できるだろ う。

(2)計 画

こ こでは計画 を,「 す でに設定 され た目標を分析 し,学 習者 が行 動する領域 を定め,こ の

領域 にお いてどのよ うな行動を とるべきかを明 らか にする」こ ととして考える。重要 なのは ,

「何 がで きるか」,「どのよ うに行動できるか」とい うことであ り,「 何 を知 っているか」は

副次的 であるとする。

組織体 が,情 報処理技術者に対 して,ど のような行動のあ り方,行 動の様式 を期待するの

か を意思決定 することは,必 ずしも容易 では ないだろう。まず,多 くの組織体 においては,

上 級情報処理技術者による,知 的 サー ビスを享受 した経験が 限られ てい る。そのた めに,何

を,ど の程度 まで期 待できるのか,あ るいは期待すべ きか について,判 断材料の不足を感 じ

る場合があろ う。

社会的お よび技術的な変化が,急 速 に起 っているこの分野 においては,経 験 だけに依存 し

ていたのでは,意 思決定や対策 が手遅れにな りがち とい う事情 もある
。結果 として,職 務 を

分析 し,標 準的 な職務内容 を具体的 なかたちで文書化 し,こ れ をマネージメン トの ツール と

して活用す るような段 階にまでは,到 達 していない組織体 の多いのが現状であろ う
。

また,組 織体 にお ける教育は,採 用,配 置,昇 進,人 事評価 などの,人 事管理 システムの一

環 としても,補 らえられるべきである。人事管理 システムは,情 報処理技術者の育成 について

一11一



の外部環境であ り、ま た制約条件の一つで もある と考え られ る。人事 システムにお いて も,

長期的,総 合的な観点か ら,さ まざまな変化 に適応 できるよ うな弾力性 が必要 とされている。

わが国 の雇用形態にあっては,終 身雇用が基調 であるために,職 務か ら見た人事構成 と,年

功序列 の昇進体系か ら見た人事構成 とは,一 致 しないのが普通である。従 って,組 織 の目標

と,情 報処理技術者の自己啓発意欲 とを,統 合 し調整できるような人事シ ステムが,要 請 さ

れ ることにもなろう。

さらに,育 成 とい う課 題は,多 くの場合,初 級 → 中級 → 上級 とい った方 向のよ うに,よ

り高度 な段階への能力開発 として捕 えられ,人 事シ ステムにおいて も,昇 進体 系な どとの関

連性 に 目が向 きがちである。しか し同時 に,い わ ゆる上級の職位に就いてはいて も,十 分な

訓練 を受けていない情報処理技術者 もある。また,技 術や環 境の変化 につれて,能 力の更新

が必要 になる場合 もある。この ような人材の再生産に も目を向け,い わゆる人材の使い捨 て

が防止で きることも望ま しい。

(3)組 織 化

この段階では,教 育のための戦略や戦術を展開する。定められた領域 において,期 待 され

る行 動ができるように,有 効 で能率の高 い教育の方法や資源 などを案出 し,実 施 のための計

画 を作成す る。 目的や 目標 はすでに設定 されているとすれ ば,教 育内容 と方法,教 育⑳ため

の予算や時間,教 育機関 の評価 と選択,教 育のための組織 の編成,実 施 日程の作成 などが中

心 となるだろ う。

〈目 的 性 〉

組織体 の中で期待 され る行動形式 が,公 式的 な形で定義 できることは,教 育の 目的設定 にお

い て重要 である ことを,す でに述べておいた 。もう一つ重要 な側面は,組 織体や個人の レベル

にお ける動機づけである。教育の意義 を考 えてゆくの に,組 織体や個 人が,ど れだけの主体性

な り,目 的意識 な りを持 つか とい うことである。

例えば,「 業績が好調で あるときには,教 育 予算が多 く,教 育活動が盛 んであるが,ひ とた

び業績 が不振 になって くると,た ちまち教育 予算 が削減 されて しまう」 とか,「 時 間が割けれ

ば,ま た人手に余裕があれば,教 育 を行 う」とい った事例 は,し ば しば見受 け られ る。 こうし

た 事態は,組 織体 が,人 材育成の重 要性 を唱 えなが らも,実 際 には人材育成 のための教育活動

の価値 を,さ ほど高 く評 価 してい ない とか,そ のこ とに自信がない ことの現れ と言えよ う。

また,教 育 を受ける各個人が,ど の程度 まで教育や 自己啓発 の必 要性を認識 しているか も問

題 であろ う。各個人は,さ ほ ど強 い問題 意識や能力開発 の意欲 を持 っているわけではな く,そ

の代 りに,組 織体 によ って これが与 えられる ことを,ば く然 と待 っていた り・上司か らの指示

などによって,外 から押 しつ けられ るよ うな状況 も見られる。この ように,問 題意識の持 ち方
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や,能 力開発の方向づけなどにおいて,組 織体のお仕着せに全面的に依存 していたの では,各

個人が,教 育 の場において,組 織体 に振 り回 されるこ とにな りかねない。これでは,一 時的 な

流行 を追 った り,形 式 的 ・儀式的 に教育 を受けることになって,真 の学習の効果 は期 待で きな

いだろ う。

終身雇用 の体系 においては,各 個人の問題意識や価値観 な どが,と もすれば集団の 中に埋没

しがちである。また,年 功 による昇 進体系 が,能 力向上の意欲 を減殺する場合 もある。さらに,

組 織の大規模化 ・複雑化や技術の急 速な進歩などが,能 力向上の効果 についての 自信 を失わせ

る ようなこ ともあ りうる。この よ うな組織風土においては,い わゆる教育活動 は,儀 式的 な知

識 や知的 アクセ サリーの提供 しかで きな くなる。各個人が,自 主性や 自律 性 を確認 ・再確認 し

て ゆくための方策が大切である。

〈職場 とOJT>

組 織体 の中で働 く,個 人 の思考や行動の様式 に,大 きな影響 を与 えるのは職場 である。人は,

「仕事 を通 じ」,「経験 によ って」学ぶ ところが大 きい。職場 で,苦 労 してあるいは,知 らず知

らずの うちに身 につけた事柄 は,公 式的 な教育 で学習 したこ とよりも,深 く印象付 け られ るこ

とが 多い。職場 におけ る,管 理者 や先任者 の思考 ・行動様 式,価 値観は大 きな感化 力 を持つ 。

人間観,社 会的関心,知 的好奇心,教 育観 などにつ いても,同 様 なことが言 える。 この意味 で,

職 場 においては,意 識的 あるいは無意識的 に,広 義のOJT(OntheJobTraining)が 続 け られ

ている と見るこ ともできよ う。

教育 訓練 の方法 としてのOJTは,作 業的 な要素を含む職務 などの,技 法 を学習する ときに

有効であることが多い。 しか し,こ の場合にも,適 切な訓練計画や指導者 が欠けている と,好

ま しくない習癖が固着す るこ ともある。 また,経 験 だけでなく,理 論 を学 ぶ ことによって初 め

て理解 が深 まった り,学 習が強化 され る分野がある。情報処理技術の進歩 は,こ の ような分野

を相対的に広 くしている。組織体 において,ま だ経験 したことのない ような問題の扱え るこ と

が,大 切 にな って きている。

技術者教育 においては,特 に,仕 事 と教育 とを別個 の切 り離 され たもの として,取 組 むのは

無意 味である。従 って,職 場 自体 を,仕 事の場 として見るだけでな く,教 育環 境や教育 システ

ム として も把握 し,こ れ を評価 してゆ く必要があろ う。仕事の場 としての評価 と,教 育の場 と

しての評価に,質 的 な差 異が大 きいのは問題であろう。

〈教育内容 と方法 〉

中級や上級 の情報処理 技術者 が,学 習す べきとされ る事柄は,範 囲においては広 がる一方で

あ り,同 時 に専 門化 ・細分化 の度合い を増 している。各種の教育機関 にお けるカ リキュラムや

コースの内容 を見ても,多 様化,細 分化,専 門化 の傾向が著 しい。 また,す でに習得 された技



術や知識が,時 代遅れの もの にな ってお り,再 教育や継続教育 の必要性が出て来ている。この

ような傾向は,今 後 も続 くものと予想 され る。情報処理技術の進歩,情 報処理 技術が適 用 され

る分野の拡大,よ り高度 な利 用へ の要請 な どが,そ の背後 にある。

このた めに,提 供 され る情報量は,多 くの組 織体や個 人が,従 来の方法 で消化 できる限度 を,

す でに上回ってい るのが現状では ないだろ うか。技術の進歩 によって生 じた問題解決 の可能性

と,こ れを組織体の 中で実現す る能力 との間の格差が,次 第に大 きくな ってゆ くお それ もある。

情報処理技術の水準 を維持 した り,そ の向上 をはか るために,教 育についての時間や 予算の,

絶 対量 を増加 させるこ とが必要 になろ う。 このような増加が,少 くとも一時的 に,組 織体や個

人が負担 し得 る限度 を,超 えるこ ともあ りうる。組織体に よっては,情 報処 理技術者の教育 を

投資と して,公 式的 な形 で扱 うべ き段階に来てお り,教 育 内容や方法の選択 に当 って,体 系立

った情報収集,評 価,立 案 などが必要 とな っている。

中級情報処理技術者 の場合 もそ うであるが,特 に上級情 報処理技術者の教育 においては,広

範 囲でかつ集 中的な企画 立案 と,数 多 くの教育資源 とが要 求される。従 って,こ れを特定の組

織 体だけで,独 自に実施 するのは相 当に困難であるし,投 資効 果面 から見て も得策 ではないの

で,組 織体外部 の教育機 関の,積 極的 で有効 な利用をはか るべきであ る。例 えば,企 業 人や組

織人教育 のた めの専門機 関(公 共的な もの,コ ンピュータ ・メーカーによる ものなどが ある),

大 学,各 種の団体 などが提 供するカ リキュラム,コ ース,講 習 などについて,そ の内容や特色

を体系的 に調査,検 討,評 価 してゆ く必要 があ り,そ のための参考情報や ア ドバイスの入手 も

大切であ る。

〈カ リキュラム 〉

カリキュラムは,教 育活動 を組織化す るための計画方法の一つであ り,今 日の教育 の多 くが

これを基礎に している。大 まか にい うと,カ リキュラムは次の手順 で編成 される。

環境や制約条件 などを見極 めた後 で,

① 教育の 目標 を設定 す る。

② 設定 された 目標の達成に必要な,主 題や内容 を選定す る。

③ 選ばれた主題や内容 を教育す るための,コ ースや単元 を設計す る。

④ コースの配列 ・順序 を編成す る。

⑤ 時 間を配当する。

以上の手順 を構成す る各段階は,相 互作用的 に扱 うべきであ る。編成の過程 をシステム分析

と設計の一つ に見るこ ともできる。採 るべきアプ ローチを,相 互作用的 ・相互影響的 な計画 に

求 めることもできよう。

実際 に,そ のように行 動す るのは容易 ではない。例えば,予 算,教 育担 当者,教 育設備,ノ
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ウ ・ハ ウな どの,教 育 資源における制約 の厳 しいことが,主 要 な条件であるように見える状況

がある。このよ うな場合 に,制 約条件を 「与えられた 」もの として受容すると,そ のことがカリ

キュラムの性 格を規定 してしまうこともある。カ リキュラム編成 の手順が,実 質的 には狭い枠 の

中に,一 見新奇 で有用なテーマや コース を押 しこめる作業 になることもあ る。限 られた貧 弱な

教育 資源 を,き らびやかな技法や 主題 で装 った,カ リキュラムが作 られ るおそれ もある。

どのシステ ムも環境の中で機 能を発揮す るのであるが,同 時 にシステムの環境 に対す る働 き

か けにも目を向けるべきであろ う。また,直 ちに制約条件 から出発するので なく,な るべ く制

約条件 を取去 った状況 一 例 えば,技 術的可能性が唯一の制約条件 であるよ うな環境 一 を,

ひ とまず想定 して望ま しい状 況についてのイ メージを明確に してお く。そ して,そ の後 でいわ

ゆる現実の制約条 件な どを加 味 し,も う一度考え直 してみる,な どの工 夫 も考え られ よう。

だれがカ リキュラム を編成 するか,あ るいは編成 に当 って主体性 を持 つべきかである が,少

なくとも上級情報処理 技術者 の教育においては,研 修者 自身が,教 育担当者 などの援助 を受 け

なが ら,自 分 のための カリキュラムを設計 できるよ うな状態 を,望 ましい姿の一つ としてお き

た い。

〈資 源 〉

教育の実施 一 研修 ・指導 のための資源,例 えば,講 師陣,教 育方法 などの情報,教 室,図

書室,コ ン ピュー タ ・サー ビス設備,教 務 など運営 に携わる担 当者,な どについての組織化 も

必要 である。教育 におけるシス テム化やマネジメン トは,考 え方 において もツールにおいて も,

ま だまだ未熟 である。他の分野に比べて,努 力の蓄積 が不十分な面がある。このため,シ ステ

ム的 とは とて も言 えないよ うなや り方で,シ ステム的 な考え方や技法 が教え られてい るような

例は,珍 らしくないだ ろう。

講師陣,設 備,教 務担当な どは,あ る一群の 目標 を達成するための,シ ステム構成要素 とし

て把握す るこ とができるのであるが,現 実 には縦割 り的 な思考や行動の型式 が支配的 であるこ

とが多い。各種の教育機能の連携 の とり方,教 育活動 の調整のや り方,マ ネジメン トにおける

情報 システムのあ り方な どにおける,考 え方や方策 の開発 が重 要である。場合 によっては,講

師陣や教務担 当者 などに対 しての,教 育 ・訓練 ・説 得が不可決 になろ う。また,各 種の教育機

関の間にお ける,教 材,教 育方法、教育のためのパ ッケージなどに関する,情 報の流通 を強化

す ることも有用であろ う。

(4)評 価 と統制

この段階 では,組 織化 と実施 によって,目 標 がどの程度 まで達成 できたかを測定 ・評価 し,

目標 が達成 されていないのであれば,組 織化 と実施 につい て再設計をする 。この局面 での関

心 は,評 価 の方法 についての技術的 な側面に向きがちであるが,同 時 に次のよ うな 「考え方」
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についての配慮 も要求 される。

まず,評 価 と統制は,目 標の設定→ 組織化 → 実施 → …… などのプロセスの一環 であ る。

従 って,目 標が設定 されていなければ,測 定は原理的 に不可能である。また,目 標 が どの程

度 にまで具体的に示 されているか によって,測 定 の詳 細度 が左右 され る。

例 えば,目 標が抽象的 であ り,こ れが具体的な測定尺度 へ論理的な形で展 開されてい るの

ので もなければ,い くら詳細 な測定を した として も,こ れを統制の手段 として活用するのは

困難 である。目標設定 におけるあいまいさや 不十 分さが,測 定 にお ける技術的 な困難 さにす

り替えられ てい る例が少 なくないrま た,目 標 との間での,論 理 的なかかわ り合いを持たな

い測定項 目は,そ れ 自体 としては,有 用 であ り得 ない。

次 に統 制についてであるが,「 計画 と実績 とを比較 して,両 者 の間に有意 な差異 があれば,・

これ を計画 にフィー ドバ ックし……」 と考 えるときに,「 計画」の持つ意味合いを吟味する

必要がある。もし,こ の 「計画」の中 に,目 標 も含 まれて いるのであれば,フ ィー ドバ ック

は不可能である。 目標の設定 を変更す ることは,シ ステムそ のものを根 本的 に見直す ことで

ある。

いわゆるフ ィー ドバ ックは,組 織化や実施 に対 してだけ有効である。さらに,教 育 におけ

るフ ィー ドバ ックは,年 を単位 とするよ うな,比 較的ゆるやかなプロセスである。そ して ま

た,こ れ には限界がある。計画の不十分 さを,統 制 によって どの程度 まで補 うことができる

か を,よ く見定 めてお くことが大切である。

1.5教 育 の 必要 性

1.3に お いて,上 級情報処理技術者 が果す べき役割 の例 を挙げた 。このような役割の必要性

をお よそ認 めた としても,実 際にそれがや り通せる人は多 くないだろう。さらに,上 級情報処

理技術者が,情 報処理部門管理者の供給源 の一つで あることを考 え合 わせると,こ の分野での

教育機能の強化 が更に望まれる。

しか し,現 実には,育 成 に当 っての考え方や方法につ いて不十分な点が 目立つのである。こ

うした 不十分 さと関連性 が高い と考 えられる事柄 を挙げ る と,次 のよ うであ る。

〈環 境〉

上級情報処理技術者は,人 類がこれまでに体験 した ことのない新 しい社会環境 の中の,新 し

い 分野 の中で問題 を解決 す ることが要求 され る。脱工業化社会,情 報化社会,… …な どの言葉

で特徴づ けられる新 しい社会環境の 中では,従 来 とは違 う物の見方が なされ始め,価 値感がゆ

れ動 いてい る。多 くの専 門分野で確立 されて来た権威 は,相 対的 に低下 しつっある。

しかもこの変化の速度 は増加 してお り,動 的 な環境の中で,動 的 な形で問題 を捕 らえ,動 的
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な形 でこれ を解 決 し続 けることが迫 られ てい る。一方において,こ うした ことについての経験

は乏 しく,経 験に基いて教育 で きる事柄は余 り多 くない。

また,日 本国内の組織体 に限定 して考えた場合,財 貨 ・人 ・情報 の国際的な交流の量 は著 し

く増加 してい る。経済 の重要な部 分 は,す でに国際的 なフレームワークの 中に組込まれてい る

が,反 面,発 想 ・思考 の様式,行 動の形式な どの側面では,国 際的 な交流や 相互理解 の度合い

は限 られている。

歴史的 ・地理的背 景を考 え合 わせ る と,日 本 の社会環 境の中にお ける発想 ・思考 ・行動 の様

式には,日 本 固有 とでも呼ぶべき要素が含 まれていると指摘 されてい る。また,こ の差異は,

単 なる程度 ではなく,質 的 な違い もある。これ らの要素 があるために,国 際的な交流や理解 に

は,多 大の努力や時 間を要 し,し か も効果は思いのほか少 さい。

特に,シ ステム,マ ネジ メン ト,イ ンフォー メーシ ョン,オ ー ガニゼーシ ョンなどに関連の

深い分野では,日 本で独 自に問題 を発 見 し解決策 を開発 した例が少な く,多 くの考え方や技法

を,海 外か ら 「移入」 してい る。しか しながら,「 システム的 な考え方を とり入れ る」,「国際

的な感覚を身 につける」 などのことが,も ともと実現可能 なのか どうか さえ,確 かめられ てい

ない。また,も し可能である として も,そ のためにはどれだけの時 間や努力 が必要 なのか も,

よ くは分か らない。 「システム的な考え方 を採 り入れる」,「国際的な感覚 を身 につ ける」 とい

う発想 自体が,日 本独特の ものだと も言 えよう。

〈教育 の方向づけ〉

上級情報処理 技術者 の育成 という観点からすると,多 くの大学や企業 における教育 は,水 準

もさることながら,努 力の方 向 自体 に問題 を含んでいると考え られる 。例えば,相 互 に関連性

のある領域 を切 り離 してしまい,そ れぞれを独立 した形 で,い わゆる 「専門的に」取扱 うこと

などであ る。

オペ レーシ ョンズ ・リサーチにおいて,定 式化されたモデルやデータを与えた上で,解 を求

める方法を教え ることは多い 。しか し,ど のよ うな環境の下で,ど こに目をつけ,ど の ような

情報を提供すべ きか,言 い換 えると,解 が求められたとして,そ れ が どのように役立て られ る

か を教 えるこ とは少ない。解 を求める ことが目的であるかのよ うに教 えても,現 実 にはそのよ

うな状況は余 り多 くない。

情報処理 の教育 においては,情 報 だけを切 り離 して扱 うか ら,情 報 システムが,組 織体 の中

でどのように機能 を発 揮す るのかは教え られない。情報は,常 により早 く,よ り正確 に処理 す

ることが,共 通 の 目的 であるかのように扱われている。

一方 ,経 営学 な どでは,情 報 が極 めて抽象的 な形 で取上げ られ ているだけ,と い う例 も珍 し

くはない。結果的 には,シ ステム仕 様を どのよ うに練 り上げて行けば よいかは,ど こでも教え
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られないままである。システ ム仕様書を まとめられ る,情 報処理技術者が育 ち にくい理 由の一

つがここにある。

多 くの教育機 関では,教 えやす さや教育についての見か けの効 率が,教 育の 目的 よ り優 先し

て しまっている。比較的 に独習 が容易 であ った り,分 か らない ときに外部機関 などへ相談すれ

ば足 りるような事柄 につい て,集 合教育 がなされている。そ してその反面,経 験 か らは学び が

たい事柄,試 行錯誤 による損失が大 きい分野 などについては,「 本人の心 がけ次第」などといっ

て,特 に教育 しないよ うな例 も珍 しくはない。学習者が,こ のような教育のあ り方に慣 らされ

て しまい,知 的な好奇心や探 究心 を鈍 らされて しまったよ うなことがあれ ば,事 態 はさらに面

倒である。

従 って,上 級情報処理技術者 の教育 においては,時 代,国 際的 な環境,従 来流の教育の欠陥

など,さ ま ざまな要 因によ ってもたら された問題点 を,体 系立 った努力 によ って解 決す ること

を,基 本的な目標の一つ とすべ きである。そ して,シ ステム,マ ネジメン ト,イ ンフォーメー

シ ョン,オ ー ガニゼーシ ョンの側面 についての,包 括的な考え方や 技法 を提供 できる必要 があ

る。

この ような意味で,上 級情報処理技術者 の教育 には,初 級や中級におけ る教育 と,ほ ぼ同質

な分野の延長線上 に位置 づけ られ る要素 と,考 え方や扱い方において異質であるよ うな要素 と

を,合 せ持 つ ことになる。集 中的な教育 が大切なのは,後 者 の要素 についてであるが,こ れ を

実施するには,中 級情報処理 技術者 に要求 され る程度 の,知 識や能力が前提 となる。
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2.上 級情報処理技術者育成指針

2.1上 級 育成指針 とその背景

情 報処理技術者育成指針 が最初 に作成 されたのは,通 商産業省 が昭和43年 度及 び昭和44年

度 の事業 として,日 本情報 処理開発セ ンタに委託 して と りまとめた 「上級情報処理技術研修 が

イ ドブ ック」(以 下,旧 上級育成指針 とい う)で あった。その後昭和45年 度 に 「初級情報 処理

技術者育成指針」(以 下,初 級育成指針 とい う),昭 和48年 度 に 「中級情 報処理技術者育成指

針」(以 下,中 級育成指針 とい う)が 作成 され,旧 上級 育成指針 が世に出 て以来 すでに10年 の

歳月 を閲 した ことになる。その間 コンピュー タ技術の進歩発展はめざましいものが あ り,情 報

処理 システムの一般社会 に対する普及も,10年 前 の状況 とは隔世の感 がある。旧上級育成指針

の内容 も改訂すべ き点,追 加すべき点が累積す るにいたった。

中級育成指針 の作成 の過程で も,す でにこのことに関す る議論 が提起 されたが,上 級育成指

針 と しては,旧 上級 育成指針 の部 分的改修 をお こな うよりも,そ の後の大 きく変化 した情報処

理システムの普及状況 を十分考 慮 して,旧 上級指針 の枠 にとらわれることな く,社 会的需 要に

適合 した指針 を新たに検討すべ きであるとの結論 に達 し,中 級育成指針 は,そ のよ うな上級育

成指針 の将来計画 も念頭 にお きっっ作成 されたものであった。

今,こ こに作成 した 「上級情 報処理技術者育成指針」(以 下,上 級育成指針 とい う)は,上

記のよ うな背景 の下で成案に至った ものである。 したが って,上 級育成指針 は,初 級育成指針,

中級育成指 針 と連続性 をもち,一 貫性の ある ガイ ダンス としての位置づけがされている。以 下

にその関連 の概略 を述べる。

そ の前 に一 言,旧 上級育成指針 との関係,あ るいはその意図にっいてもふれてお くこ とは,

この上級育成指針 の性格 を知 る上で,助 けになる と考 える。

(1)旧 上級育成指針 の経緯

旧上級育成指針 を作成 した時期 は,前 に も述 べた通 り10年 前 であり,,コ ン ピュータに よる

情 報処理 システムが,一 般企業 の中に急激 に浸透 しは じめた,い わばフロンティアの時代 であ

った。 このため,情 報処理技術者 の不足が最 も痛切 に感 ぜ られていた時期 で もあった。新 し

いシステムの構築 には,コ ンピュータの側 からの専門技術者の知識 と,経 営管理 の側か らの

業務 知識 の両者の協力が必要 になるが,こ のような開拓期 には,こ の二つの分野 のグル ープ

の協同作業 によって開発 をおこな うよりも,一 人 の人間が,コ ンピ ュー タの専門知 識に も,

経 営管理 の実務知識 にも精通 し,万 能型 の能力 をもって,シ ステム開発 を強引 に牽引 してゆ

くのが効果的 であ ると考 えられていた。旧上級育成指針の作成 の背景 には,こ の ような切迫
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した情報処理技術者 の不足 とい う焦燥感 が存在 していたため,指 針 の内容 も,コ ンピュータ

の専門知識か ら,企 業経営 のための調査 ・予測 ・計画 までの管理 の全般 にっ いて,何 もか も

知 っていなければ ならない とい う考 え方が基調 にな り,網 羅的 な ガイ ドブ ックになった。 こ

の ため,各 セ クターの間では,相 互の関連 づけが少な く,標 準的 カ リキュラム としての基本

枠組 に欠けるところが あった。この ことは情報処理 システムの普及 の初期 と してはやむをえ

ない事情 と考 えられ る。

旧上級 育成指針 の作成後数年に して,諸 大学 の中に情報工学 ・情報科学 ・計算機学等の情

報 関連の学科が重 点的 に設置 され るよ うにな り,情 報処理技術者不足 の半面 は急速 に解 消 さ

れ る趨勢 が作 られた。(文 献 〔8〕)

大学 における情報関連 の学科 の設置 と,そ のためのカ リキ ュラムの検討によ って,旧 上級

育成指針 の もっていた役割は,か な りの部 分がそ こに吸収 され ることにな ったが,反 面 企

業 にお ける情報処理 システムの普及の進展は,さ らにこのような大学 における情報 関連 の学科

の新設 をもって して も充足す ることのできない面 を浮き彫 りにす るよ うになった。

(2)本 上級育成指針の必要性

大学教育 の目標 と分担 は,企 業における需要 を全面的 に満足 させて,不 足 する要員 を供給

す るだ けの ものではない。 さらに実務 に即 した要求 をみたす には,大 学 の教育 として も限界

が ある。情報関連学科の設置 によって解決 され る面 は,現 在 の企業や社会 が必要 としている

上級情報処理技術者 の育成に対 して,ご くわずかの部分に当た る.こ の ことは大学 における

情報関連学科 の教育項 目に偏 りがある とい う意味ではない。

現実問題 として,情 報 システムの社会的ひ ろが りの実状 と対比 してみ ると,そ のために必

要 な情報処理技術者の教育 の体系が整備 されていない ことは明瞭である.ど の部分が欠落 し

ていて,そ の欠落 をどの程度お ぎな うべきかを考 えるための ガイ ドラインが,こ の上級育成

指針 である。現在,こ の欠落部分 をわずかに埋 める役割 をはた しているものは,コ ンピュー

タメーカが開催する研修 会や,そ の他 の団体 の行 うア ドホ ックな講習会な どであ る。その教

習内容 は実務的ではあ るが,そ の時々の 目的 に対 しては短絡的 であ りす ぎ,又,そ の期 間 も

短 かすぎてテーマが散発的 である。 したが って,教 育 上の主張 に一貫性 のある筋書 を立てる

ことは不可能 であって,全 体 としての体系 をな した構成 をとることはできない.

しか しなが ら企業内での情報処理 技術者 の教育で,体 系的 な教育が実行 されているかとい

うと,こ れはさらに不満足な状況 である。建 てまえとしてOJTで 教 育機能 は達成 している

といって も,多 くは手なれた業務 手順 の反復 にす ぎず,育 成指針 らしい骨格 は存在 していな

いのが実状である。企業活動 の中の一歯車 として,役 割 のル ーチ ン化 が固定 している部 門に

とっては,OJTで 新 人 を育成 し,要 員の新陳代謝 にそ なえれば よいが,情 報関連 の部門 は
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新 しい機能 を今後次 々 とつけ加 えっっある部 門であ って,伝 統 の中に固定化 している他部門

と同列 の要員教育 だけで事足れ りとするわ けにはゆかない。む しろ教育す る立場 にある管理

者 自身 の育成 が,今 や重要な課題にな りっっあ る。明確 な教育方針 と,全 体にわた って有機

的 な構成 をもつ上級 育成指針 が必要 になって来 た。

(3)上 級 育成指針 の着 眼点

上級育成指針 が,現 在 ガイ ドライ ンとして欠落 している着眼点 として特に重点的に採 りあ

げ た ものは,次 のよ うな教育項 目である。

① スペシャ リス トとしての コンピュー タ技術者 よ りも,ジ ェネ ラリス トとしてのシステム

分析者 の育成 が緊急課題 である。

② コンピュー タ関係の知識 と,マ ネジメン ト関係の教養 とのバ ランス感覚 の養成が必要で

ある。

③ 情報処理それ 自身につ いての知識だけではな く,コ ンピュータを何 に使 うのがよいのか,

どのよ うにシス テムを構築すべきかとい う,方 針設定 の能力のある上級情報処理技術者 の

育成が必要であ る。

④ 情報処理 システムの開発 には,経 営管理層 のシス テム分析 ・設計への関与 の度合 がます

ます多 くなる。 もはや コンピュータ専 門家 にまかせておけばよいという,「対岸 の火事」的

教 育計画 ではす まされな くなりつっあ る。上級情 報処理技術者 へのキャ リアパ スは コンピ

ュータ専門家 か らのみではない。新 しい上級 情報 処理技術者の育成 ルー トも考 えなければ

な らない。

2.2上 級育成指針の対象者

上級情報処理技術者 として想定される教育の対象者には,次 の三つのグループが考えられる。

① 初級情報処理技術 と中級情報処理技術を履習 して来た実務経験者。

② 大学において情報関連学科 を学習 した後 企業における実務に数年間従事 し,情 報処理

技術者 を志 している者。この中はさらに次のような細分化が存在する。

a)情 報科学,情 報工学,制 御工学などのコンピュータに近い技術を学習 し,企 業におけ

る実務経験として,情 報システムの設計や実施運用などを担当している場合。

b)社 会科学 ・行動科学 ・経営科学 ・管理工学などの情報関連の学科を学習 し,企 業にお

ける経験 として,企 画部門 ・生産管理部門などの業務に従事 した場合

c)数 理統計 ・経営数学 ・経営経済などの情報関連の学科 を学習 し,企 業において,OR,

IE等 のスタッフ部門の経験 を経た場合。

③ 経営管理の中間管理層であり,且 つ情報処理システムの開発責任者,管 理責任者の職務
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をすでに遂行 しっっ ある者 。

この三つの グループの うちで,① の場合 は,旧 上級育成指針が とりあっか った位置づ けに対

応 している。旧上級育成指針は内容的 には10年 の時間差のために,不 足す るところも多いが,

この ような位置づけ としては,現 在で も妥 当 してい る。 このキャ リアパ スについて,初 級 ・中

級 ・上級 の情報処理技術者 の コース としての一貫性 や,履 習体系 の組立 て方にっいては,中 級

育成指針 の総論2章 に詳 しく述 べてあ る。

② の場合 は,大 学にお ける情報関連諸学 科における学習 内容との連系 を,緊 密 にとる必要があ

るが,こ の点に対す る検討は,今 回の上級 育成指針 の作成過程で,か な りの程度 の配慮 を した.

ご く大まかな見方 をすれば,こ の上級育成指針で とりあっか う学習内容 は,大 学 における情 報

関連 の諸学科 の延長線 上にある,修 士課程 での学習 レベルにほぼ該当する もの であることが望ま

しい。情報処理技術 が もっインタディシプリナリな性格か ら,固 有技術 としての内容 の深 さを追

求す る面 は少 ないが,各 学科 での限定 された学習範囲 の幅 をひろげ るとい う意味 で,修 士 レベ

ルでの取組 み方が要求 され る。 しか しなが ら上級情報処理技術者 の延長線 上では,博 士課程 の

コースは考 えられ ない。 この場合はそれぞれの専門学科での固有 な問題 の研 究 とい う線 が強 ま

るであろ う。

現実問題 としての指針 に対す る要望 とい う面か らみると,③ の場合 に対する上級 育成指針 で

の位置づ けに対する,関 心 が高まっている。上級情 報処理技術者 を,コ ンピュー タの専門家 でな

ければな らない とする狭 い考 え方は成立 しな くな りっっある。 しかしなが ら,情 報処理 システ

ムに対 する表面的 な理解 では,問 題 の本質 を見失 な う。

現在 の情報処理 システムは技術的 にも高度 にな り,内 容的 にも広範 囲に複雑にな っている。

中途 半端 な講習 を聞いただけの知識では舵 と りが不可能で ある.指 針 の必要性 は③の場合 に対

して特 に重 要である。

①,②,③ の3者 に対 して共通 に必要 な学 習項 目は,シ ステムの開発 に関す る具体的 な方法

の学習 である。その学習に入 る前の予備的な知識 や経験 については,そ れ ぞれ の場 合の経歴 に

よ って,そ の範 囲や程度 に差異ができる。上級育成指針 にまとめて ある学習項 目は,最 小限必

要 な標準的 な事項 とみなす ことがで きる。

例 えば,① の グループの場合は,コ ン ピュータの知識は深 いが,経 営管理 の経験 は浅 いであ

ろ う。一方,③ のグループの場合 は,こ の逆 の形 になる。②の グル ープでは,① と③の中間に

位置す ることになる。

上級 情報処理技術者 の経歴 については,ど のキ ャリアパスが最 も望 ま しいか とい う判定は 下

せない。む しろ異なる分野か らの出身者 が混 じりあっていることの方が望 ま しい姿 である。上級

情 報処理技術者 にとって,理 想的な資質 は,幅 広 い状 況判断の能力 であ る。
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以 上の三 つの グループか らの上級情報処理技術者へ の経路 を模式図 に示す と次の ようになる。

中級情報処理技術者の レベル

初級情報処理技術者のレベル

初級育成指針に

よる初級教育

500時 間

実務経験

1～2年

+(大 学教養課程修了程度の学力)

中級育成指針に

よる中級教育

1000時 間

大学における情報関連学科履習

実務経験

2～3年

企業での実務経験

2～3年

企業での経営管理者 としての経験

上
級
育
成
指
針
に
よ
る
上
級
教
育

情 報処理部門担当

図2.1上 級 情報処理技術者への経路

上級育成指針 の対 象 者 につ いて 補足 的 事 項 をつけ加 えると,米 国では,経 営技術 が一つの

職能 として社会的に認 め られているため,経 営管理 を専門的 に学習す るビジネ スス クールな ど

が,大 学 での修士課程 レベ ルの位置 づけで存 在 している。この場合,こ こに採 りあげた上級育

成指針 で設定 した学習 項目は,経 営管理 のための技術の中で も,き わめて重要な知識 にな りつ

っあ り,修 士課程 の カ リキュラムとして独 立性 を主張 す るこ ととなる。これ に対 比 して考 え る

と,我 が国 での経営管理層の形成は,そ の多 くが年功序列 の下で,中 間管理 層が年期 をす ませ

て ジェネラ リス トに変身 してゆ くとい う過程 をたどっている。このような状 況では健 全な上級

情報処理技術 者の育成 はきわめて困難 である。

かつ また,大 学 での情報関連の修士課程 は,夫 々の専門分野 での技術内容 のより詳細 な追求

とい う道筋 が主流 である。

した がって,企 業 内部 と大学での専門学 科のいつれ にも,こ の上級育成指針で採 りあげてい

るカ リキュラム を実施 するための場 は,今 の ところ存在 していない。

健全 な情報 処理 システムの開発 のた めには,カ リキュラムの整備 とともに,教 育 を実施す る

た めの環境づ くりが必 要である。
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現実的 な状況判断か らす ると,上 級育成指針 に基 づいて実行 され る教育 の被教育対象者 は,

ま ず企業 内におけるシステム開発の リーダ格 のマネージ ャー である。 さらに将来 は,米 国の例

な どにならって,大 学での修士課程のカ リキュラムの一部 に,本 指針で採 りあげた よ うな編成

が次第 に加味 され るようになるであ ろう。その場合,修 士課程の学習内容は専門技術指向 と,

実 務準備指向の二極への分化がおこ なわれることになるであろ う。

2.3上 級 情報処理技術者 に期待 され る資質

上級情報 処理技術者 とは,情 報処理 システムの開発 に対する総括的指示 をお こない うる者で

ある。現実的役割 としては,例 えば情報処理(開 発)部 門 のマネ ージャーである。中級育成指

針 によれば,そ の業務分担は,

・システムの分析,調 査,計 画,開 発

・手法 の評価 ,選 択

・新機種 の導入,シ ステムの改善

な どとな っている。先に も述べたよ うに,中 級育成指針 では,旧 上級 育成指針 を想定 して業務

分担 が示 してあるので,そ の守備範囲 はややせま く設定 してあるが,要 す るに,シ ステム開発

に対す る多数 のユ ーザか ら,時 としては企業組織そ のものから出 され る多 くの要求項 目を調整

して完結 した姿 にまとめあげ る役割 をはたす立場 にあるものが上級情報処理技術者 である。

初級,中 級,上 級 の区分 をさらにわか りやすいイメージで表現す ると,初 級情報処理技術者

は,通 常 プログラマ と呼ばれる レベルの者 であ り,中 級技術者 は,シ ステム 設 計 者(systems

designer)で あ り,上 級技術者 は情 報分析者(informationanalyst)で あ る。但 し,こ の対応づけは,

や や機械的に偏す る面 があって,妥 当でない。 プログラマ,シ ステム設計者,情 報分析者 とい

う区分は職能 区分 であって,初 級,中 級,上 級 とい う技術能力 レベルづけとは別次元の問題 で

はあ るが,業 務分担 としては機能的 に対応す るところが多 くな るので,こ のよ うな把握 の仕方

を比 喩的 に示 したまでである。

上級情報処理技術者 は,シ ステム分析 にっ いてある程度 の専門知識 は必要 になるが,プ ログ

ラム 言語や,コ ンピュータの技術的専 門知識 はあま り要求 されない。すなわち,中 級情報処理

技術者 の行 うシステム設計 について総合的判断 を下すこ とができ,シ ステムの開発や運用 に際

して,そ の管理 ・統率 を的確 におこなえ るこ とが,上 級情報処理技術者 に課せ られ た期待 であ

る。

上級情報処理技術者 の実務 上の役割 は,情 報処理 システムの開発 と実施 につ いての統括的責

任者 であることが多 い。この仕事 を行 うには次の よ うな資質が必要 になる。
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・各分野の専門技術者 との接渉能力

・システム内容の表現能力

・機に応 じて,適 切な決定 を行 う判断能力

上級情報処理技術者 に期待 されているものは,専 門領域 の個別知識 ではな くて,専 門分野 の

技術 問題の中核部分 を迅速 に理解 することがで きる能力 である。これは個 々の専門技術者 との

接渉能力 とい うこ ともできる。理解 する能力 は,次 の二 つの面で必要になる。

(1)シ ス テム適用側 のユーザか らの要望 を正確 に把握 するため。

② システムの設計者 の意図 を正確 に認識す るため。

即 ち,外 側 に対す る交渉能 力 と,内 側に対す る説得能 力 で もある。 この二面 を兼ねそなえる

ことは,シ ステム開発 に際 して,自 分 が掌握す る情報 システム部門 の外部 か らも内部か らも信

頼 をうるために先づ必要な資質 である。

このような接渉能力 は,天 賦 の資質ではない。接渉能力 とい うと 「口車 にのせ る」 とか 「口

八丁手八丁」とい うたぐいの,口 先だけの能力 を連想す るが,真 の接渉能力 は,相 手 の主張 を正

しく理解 するこ とに よって得 られ る。 これ は学習することによって,得 られる 自信 に裏 づけ され

た ものが最 も強 い。

接渉能力 を身につけるには,柔 軟 な ものの考え方 をす ること,好 奇心 を もっこ とな どが条件

として必要 になるが,絶 えざる学習がその土壌 として重要である。人の説明 を十分に聞 くこと,

その説明の本質 を理解 す る努力 をす ることがまず必要である。人の話 を聞 かず に,先 ず 自分 の

話 をす るこ とが接渉 ではない。夫々の専門領 域の話 を理解 す るためには,自 分 自身の専門知識

の深 さを深 めてお くこ とが,他 の分野 の技術 に対す る理解 力を高 めるために も,最 短の方 法で

ある。

情 報システムの分析 ・設計 には情報 処理 技術者 だけでは,可 能な範 囲は狭 陰 にな る。通信技

術者,シ ステムエ学者,OR技 術者,経 理専門家 などとの協同作業 を行 うこ と,そ れ らの助力

を得ることな どが絶 えず必要になる。さらにユーザ と呼ばれる分野 には,あ らゆる種類 の専門

家が存在す る。通常の認識 では専門家 と呼ばれない一般 ユーザ の中に も,生 活感覚 や実務経験

に基 づ く潜在的専門家 は多い。 これ らの人 々と接 して,そ れ らの人 々の意見 をま とめて一個の

システムイ メージを形成 して行 く過程 には,活 発な理解九 接渉力 が先ず必 要で ある。

上級情報処理技術者 は,シ ス テムの開発推進 の責任者である。企業組織 の内部や社会環境 の

中に,新 しいシステムを導入 して行 く上で,ま ずや らな ければな らない こ とは,そ の導入 しよ

うとしているシス テムの内容 を,関 係する人々に正確 に伝達す るこ とで ある。人 間は,な れ親

しんだ条 件か らの変化 をあまり望まない,保 守的 な性情 をもって いる。人工的な性格 をもつ 「シ
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ステム」は,多 くの場合,十 分な内容 の説明 をしなければ,本 能的に人々か ら拒絶 され ること

が多い。システ ムが もともと拒絶 されるべ き弊害 をもっているのであれば,そ れ はそれで当然

の ことではあるが,シ ステム開発の責任者 が,説 明説得 の労 をお しんだため,シ ステムの内容

が誤解 されて,感 情的反発 によって,有 益なシステムが実行 に移 せ なか った場 合 は,担 当の

上級情報処理技術者 の責任 は重 い。中級情報処理技術者以 下の グループが,長 い時間 と費用 を

かけて きず きあげた成果 を,正 しく世 の中に実現 させ ることがで きるか否 かは,上 級情報 処理

技術者の表現能力 に依存 している ところが多い.表 現 し説 明する相 手は,経 営 トップの場合 も

あるし,一 般 ユーザの場合 もあ る。多 くは情報処理 の技術分野 には無関心 な生活者 である。説

明は,専 門技術用語 に飾 られた 「煙 にま く」表現 であってはならない。生活者の判断能力 に訴

える本質的部分の正確な表現 が もっとも説得力 をもっ 。

難 しいこと,混 みいったことを,や さ しい言葉 で,わ か りやす く説明 できる者 は,そ の説明

すべ きことを真に よく理解 している者 であ る。表現力 を獲 得する基礎 は絶 えざる学 習によって

得 られた本質的理解 である。

上級情報処理技術者 に必要 な資質 には,今 までに述べ た 「聞 く能力」と 「話 す能力」のほかに,

システム開発 の 「実行力」がある。 システム開発 の統括的責任者 としての実行力 は,個 々の専

門技術 よりも,む しろシス テム開発の節 々にお ける開発 方向,方 針 の設定な どに対す る判 定能

力 であ り,異 常時 における迅速 な処置 であ ることが多 い。 システム開発 の過程 での判断は,広

い範 囲 の条件 の分析 とそ の正確 な評価に立脚 した総合的決断 でなければならない.無 定見な蛮

勇的決断や,自 己の主張 にのみ執着す る横 車は実行力 ではない。しかも 「石橋 をたたいても渡 ら

ない」のでは,情 報 シス テムの開発 とい う新 しい分野 では何 もできない。実行力 とは,冷 静な

理性 的判断 と,自 分 の持 つ知識 と経験 に裏づ けされ た自信 である。第三の資質(実 行力)の 獲

得 にも,や は り同様 の絶 えまのない学 習が必要にな る。

上級育成指針は,以 上の資質 を獲得す るために必要 な基礎知識 と関連知識 とが,何 であ るか

を述べているにす ぎない。上級情報処理 技術者 には,初 級や,中 級に くらべて,よ り高 い分析

力 と創造 力 とが要求 され るが,こ れ らは知識ではなく,そ れ ぞれの学習者 が努 力する ことによ

ってのみ得 られ る無形 の能力であ る。

2.4上 級 育成指針の 目標

米国 にお けるマネ ジメン ト・スクールでは,現 在,生 産 ・経理 ・マーケティング ・組織 な ど

に関す る基礎 項 目とともに,情 報 システム がこれらと対等 に並 ぶ教育 テーマ として採 りあげ られ

ている。 「情報 システムに関す る基礎知識 を もった管理者」の必 要性 が・認識 されているからで

ある。この種 の事情 は我 が国で も同様 である。米国におけるよ うな実利指向 の教育 目標 を表 に
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かかげない国民性 のため,こ の種の需要 は目にみえる形 とはなっていないが,潜 在的 な要請 で

あるこ とは確実である。企業 ばか りでな く,公 共組織における情報システムも,年 々複 雑にな

りっっある。現在,社 会のあ らゆる分野 でもっともその不足 が感ぜ られてい るのは,上 級情報

処理技術者 である。その理 由は,情 報処理 システムにっいて,

a)長 期 的運転実施 に入 った ものが多 い。

b)多 様 な入出力 の形態 をとるよ うになった。

c)シ ス テムの精密化 にっれて,仕 事 が細 分化 された。

d)デ ータを ファイル上に保存 し,多 角的に使 うよ うになった。

e)'ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアの特殊仕様 による作成 も多い。

f)シ ス テムの効果の検討 がなされ,し ば しばシステム変更が くり返 され る。

などの状況が定常的 になったためであ る。初期 の情報 システムは,プ ログラムが一時的 であ り,

限 定 された範囲での利用 であ ったが,最 近 の上記のよ うな状況 は,情 報処理 システムが,企 業

活動全体 に関与 するようになったこ とを示 してい る。

この ような状況で注 目すべ き現象 は,生 産 システム と情報システムの類似性 である。生産 シ

ステムと情 報 システムの類似 点に着 目 して,情 報処理 システムの開発 と実施 の全体像 を,体 系

化 した もの として把握 しようとする概念 が,「 システム ・ライ フサイクル」の考 え方 である。こ

の考え方は1968年 頃 以降,米 国のTeichroewやGlansら や,米 国のBritishComputerSociety

WorkingPartyな ど多 くの人々に よって唱 えられた ものである。情報システムの全体像 の把握 は,

上級情報処理 技術者に とって基 本的 な要件である。上級育成指針では,ま つ第一 の育成 目標に,

シス テムの全体像の大局的把握 をかかげている。

方法論 と してのモデル化の重 要性 は,情 報関連 のすべての分野に共通す る傾 向である。上級

育成指針 の各セ クターの中で も,モ デル化 の重要性 が強調 されている。方法論 に対す る探究 は,

第二 の育成 目標 である。

中級情報処理技術者 の活躍分野 と対比 して,上 級技術者の役割 を考 えてみ ると,前 者がhow

に対 する責任 を負 うのにくらべて,後 者 はwhatの 問題 を考えることに重点 を置 くことになる。

上級育成指針では,企 業内の問題や社会の問題 に対 する広 い視野 を得 ることに教育 の重点 を置

く.こ の場合,い たずらに問題 の網 羅的列挙 では,か えって混乱 をまね くことになる。上級育

成指針 では,広 い視野 を うるためには,問 題 に対する構造的把握 が重要 であることを強調 し,

そ のための訓練 をすることを目標 としている。

情報 システム部門は,そ の職能 として,企 業 内に安定的な地歩 を確立 しているとは,か ならず

しも言えない.ま た情報処理技術者 自身 も明確 な仕 事Oobtitles)を 持 って いるとはいえない。

しか も,情 報 システムをと りま く状 況は刻 々に変化 している。 このよ うなきび しい環境の下で
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は,上 級情報処理 技術者 は,自 分自身の仕事に対 して自信 を もっ ことが強 く望 まれ る。中級技

術者,初 級技術者 に とって,た よれ る リーダとしての信頼 も身につけなければな らない。技術

的知識 だけではな く,未 完成な組織の中での管理者 としての特 別な能力……例 えば,新 しい仕

事を進 める上での信念,後 進教育 に対 する熱意,未 知の分野 を探究 する積極性,す でに固定化

している組織 との協調 をはかる柔軟性 一…などの養成 も考慮 しなければ ならない。 この点は初

級 中級の育成指針 とは質的 に差異があ る。

上級育成 指針 に示 して ある教育項 目は,上 級情報処理 技術者 が修得 すべ き知識 の最小限度 で

ある。上級技術者 にいた るキャ リアパスは,前 に も述べた ようにい くつかの支流が考 え られる

ので,そ の学習時間 は,過 去の経歴 との関係 で,変 動が あることにな るが,そ のいつれ の場合

にも,こ こに述べてある教 育 を履習 した後 に,3～4年 の実務経験 を終 えた時点 で,前 節 に述

べたような上級 技術者 と しての能力 を獲得することになる。

情報処理 システムの企業 内での普及 が進展す るのにっれ て,従 来の組織 における管理者 の役

割が変化 しつつある。 これ を情報処理 システムとのかかわ りあいで見 ると次の ようになって い

る。

下級管理者 → 情報要求 をシステム設計者に提示 する。

中間管理者 → 情報処理システムによる報告資料 に もとついて,何 らかの判断業務 をお こ

な う。

上級管理者 → 情報 処理 システムの集約報告等 をみて,予 算決定 をおこな う。

この ように見て くる と,従 来 の管理者 も,何 らかの形 で コン ピュータに対す る理解,情 報処

理シス テムの開発 計画に関与する必要が次第 に多 くな りっっあることがわかる。このよ うな変

動の時期 での上級情報処理技術者の役割は,従 来 の管理者 に対 してよき助 言者,協 力者 でなけ

ればな らない。上級技術者 はコンピュータ関連技術問題へ の理解 へみちび くための,水 先案 内

人 とならなければ ならない。その場合の着眼点は次 のような事項になる。

① 情報 システムの分野 では法典化 された知識(codifiedknowledge)が 少 ない。 このために教

育計画や システム標 準 の作成 がな されていない。上級技術者は このような知識の整備 に努

力 す る必要があ る。

② 情報 システムが次第 に大型化 され るのに もかかわ らず,そ の構造化はお くれている。上

級技術者 は,シ ステムの適用範囲の拡大に努 力す るよ りも,そ の内容 の構造化 に重点 をお

くべ きである。

③ 情報 システムの一般記述形式言語に良い ものがない.ま た,シ ステム内容 を表現 してい

る出版物 も少ない。 ユ ーザ とシステム開発者 との間の,橋 わた しをする伝達技術 の向上に,

上 級技術者 は もっと時間 をさかなければな らない。
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このよ うな問題 点の認識 は,最 近次第に注 目を浴 びるよ うにな りっっある。上級情報処理技

術者の育成 目標 は,固 定的な ものではな く,常 に前進的 に もの を考える能力 を促進 することに

ある。
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3.上 級育成指針の構成内容
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3.上 級育成指針の構成 内容

3.1基 本 構 成

(1)コ ー スグルー プと単元

本 「指針」では,ACMカ リキュラム〔3〕の区別にならい,4つ の コースグループに系列

化 し,そ れぞれに必要 な単元を配 した。

「中級指 針」〔5〕,〔6〕 の上 に来る もの として,相 当の高度化 した内容であるとい うこと

の他 にい くつかの特徴がある。

① 企業 ・組 織の シス テムへの理解 に重点 を置いた こと。

② 経営科学の手法 をシステムの設計 に活用する とい う観点で扱 っていること。

③ 人間的側面 を正面か ら取組 んでい るこ と。

④ シス テム開発 を トータルに管理す るよ うしむけてい ること。

したが って当然 のことながら,技 術的 に細部にわたっての学習は,「 指 針」の対象 と して

い ない。それぞれの技術者の固有 な事情によって,必 要 な部 分をさらに深 く追求す ることは ,

別 途期待 されてい る。

表3.1コ ー スグループと単元 の名称

Aグ ループ:組 織 システムの分析

単 元A1.

単 元A2.

単 元A3.

単 元A4.

Bグ ル ー プ'

単 元B1.

単 元B2.

システム入門

企業の機能

作業システムと管理情報システム

情報システムの社会的意義

.システム開発運用の背景

モデル化と分析

心理学 と行動科学

Cグ ル ープ:コ ンピュータおよび情報処理技術

単元C1.情 報 構造

単元C2.コ ン ピュータ ・システムの概要

単元C3.フ ァ イルお よび コミュニケーシ ョン ・システム

単元C4.ソ フ トウェア設計

Dグ ループ:情 報 システムの開発

単元D1.情 報 分析

単元D2.シ ステム設計
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単元D3.開 発 プ ロジェク ト

単元D4.コ ン ピュータ部 門の運営管理

この ようなグループ化を してある理 由は,情 報 システム開発の過程 との関係 を明瞭 にす る

ことと,カ リキュラムを編成す る際 にその関係 の密接 さか ら,ま とめて扱 うことが望 ましい

ものを明示す るためで ある。

(2)単 元 間 の原則的順序関係

図3.1に コースおよび単元間の原則的順序関係を示 した。矢印の先にある単元 は,矢 印の

根 にある単元 を履習 しているこ とを要求 している。

① 基礎単元:A1,B1,B2

後 に続 く大きな二つ の系統,組 織 機構 とコンピュータ技術,を 明確 に区分すると同時 に,

そ れぞれの基本的性 格づけを理解 させ る。

これ が,こ のカ リキュラムの基礎的な方法 になってい る。す なわち,組 織条件 をモデル化

し,そ れを投映 した ものが情報 システムである。 コンピュータシステムは.これを実現 するも

ので,こ の三者全体 を我々のシ ステムと して扱 う。

② 実践法単元:D1,D2,(D3,D4)

シ ス テム開発 のシステマテ ィックな特性 を強 く理解 させ,基 礎 単元で与えられた概 念的 な

枠組 を,実 際の場 で生かす方法 を習得 させる。これ に必要 な実務知識 と道具はAコ ースとC

コースで与 え られる。

ただ し,新 しい技術 あるいは,い わゆ る高度な技法 を利用させ よ うとしむけると,固 い技

術的 な事項 に注意が行 きす ぎ,柔 い組織や人 間に関す る事項 の訓練 が犠牲 にされて しま う傾

向が生ず る。特 に従 来か らコンピュータ ・システムの実務家 にこの後者の関連知織が欠落 し

て いるこ とが多いた め,問 題視 されてきた。本 「指針 」では,そ れを積極的 に是正 しようと

しているので,格 別の注意をする必要 がある。

D3お よびD4で,実 践的 な場 に投入す ることによって,こ のよ うな欠陥が生 じない よう

徹底的 に訓練 されることが望ま しい。既に実務経験 を持 っている学習者が多い場合 には,各

自の体験や置かれた状 況,を 改めて見つめ直す ことも役立 ち得 る。

コース グループお よび単元 とも,そ れぞれ読切的区分 に整列 される ものでな く,相 互関係

は強 い。 したがって,全 体の環境の理解 とい う目的 で,綜 合的な話や訓練 を,適 宜行 われる

ことが求められる。 これが,こ のカ リキュラムの成果 を高める,ひ とつの大 きな促進剤 とな

ろ う。

(3)教 育 時間 と教育期間

14に 及 ぶ単元があ り,講 義 を中心 とした時間だけでも,単 元あた り約60時 間,全 体でお よ
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人 間と組織

の 行 動

〈 人 間 〉

A1

シ ステ ム入門

〈システム〉

B1

モ デ ル化 と

分 析

C1

情 報 構 造 〈 モ デ ル 〉

A2

企業の機能 タ

ム
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テ

ピ

ス

2

ン

C

コ

シ

〈組 織 〉 〈 コン ピュー タ 〉

A3

作業情報システム

と

管理情報システム

C3

フ ァイ ルお よび

コ ミュニ ケー シ

ョン ・シス テ ム

C4

ソス トウェア

設 計

〈社 会 〉

D1

情報分析

A4

情報システムの

社 会 的 意 義

D2

シ ス テ ム設 計

〈情 報システム開発 〉

D3

開発 プ ロジェク ト

D4

コン ピュータ

部 門 の運 営

管 理

図3.1単 元 の 順 序 関 係
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そ900時 間 が教育時間 として設定 され ている(詳 細は3.3参 照)。

① 本 「指針」で示 された教育時間で も充分ではない。

この 「指針 」に忠実 に従 ったと して も,直 ちに上級情報処理技術者 が誕生す るわ けではな

い。

指針の 内容を,各 論 にあた って見ればす ぐ理解 できることだが,各 車に割振 られ た時 間で

その章の内容が充分にマスターで きるわけではない 。 「指針」に従 って提供で きる教育は,

全 体 として上級情報処理 技術者 となるための基礎作 りをすることである。

した がって,原 則 と して全単元 を履修す ることが求められている。さらに実務に就いてか

ら,継 続的かつ積極的 に自己啓発,ま たは,別 途の学習を行 ってい くことが望 まれ る。換言

すれ ば,安 易 に教育時間 を短縮 できない どころか,不 足を補 うためのい ろいろな手だて も実

施 する必要がある。

② 事情 に応 じて教育期 間は柔軟 に設定す べきである。

連 続的 に半年 ない し1年 間の教育 をほどこす ことは,実 際 には行い難 い。他の教育 または

実務 と並行 しつつ,数 年 の期間の 中で教育 を完成 させることができる。時 に,関 連 実務 に既

に就いている場合 は,そ の実務 との組合せ が,よ り効果的 であ り得 ることもあるので,そ の

点 での工夫 もよい。

(4)育 成 目的 と重 点の指示 一 強化 のた めに

具体的 には,3.3お よび第4章 で触れ られ るが,カ リキュラム編成 および実施段階 におい

ては,対 象 とす る学習者 の予備知識,経 験,育 成 目的(適 性,キ ャ リアパスおよび企業 ニー

ズ)お よび育成 スケジュールによ って,内 容や時間配分に弾力的工 夫がな されるべきで ある 。

① 予備知識,経 験 について

第2章 で対象 の資格 要件は既 に提示 されている。ただ し,次 の点について注意 してお く。

対象 が大卒 である場 合,専 攻科 目によ っては,A,B,C各 コースグループの一部は割愛

で きる。また 「中級指針」 〔5〕,〔6〕 による教育 とその後 の実務経験 が充分であれば,入 門

的な部分で省略可能 な ところもある。

逆 に,「 中級指 針」を前提 として いるので,学 歴 と実務経験 だけで(「 中級指 針」を忠実

に履習 してない場合)は,不 足する要件 がい くつか出て来るのが一般で ある。特 にこの可能

性の多い部分につ いては,で きるだけ この 「上級指針 」にもと り入れてあるが,た とえば,

コ ミュニ ケーシ ョン技法(意 思疎通の技術)な どについては取 り込 んでいないので,不 足部

分の カ リキュラムへの付加 を配慮すべ きである。

② 適 正,キ ャ リアパス,'ニ ー ズにっいて

この 「指 針」で提供 されている事項の全 てについて完全にマスターすることを,対 象の全
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員 に期待 することは,現 実的 でない。

理解 ・習得 を深めるための補強 の重点 は,適 性,キ ャ リアパス,ニ ー ズなど本人の将 来を

考えた育成 目的 に即 して選択すべ きである。

本 「指針」では,各 章の参考文献 の所その他 で,そ の補強のための材料 を提供 してい るの

で,こ れ も併せて活用 されたい 。

③ 想定 される二つの大 きな育成 コー ス

上級情報処理 技術者の役割 として は,シ ステムの分析 と設計 とその実施管理 がある
。従来,

シ ステムの分析 と設計 とい う形で,ひ とくくりで扱われる ことが多 く
,一 人の スタ ッフが二

つの役割を果す のが当然 であるかの ように暗 に了解 されていた。

組織やその機能 が複雑にな り,コ ンピュータによる情報 システムも質的 に向上することが

求め られて くる と,こ れを単一の役割 とすることは困難になって来る。前項② に述べたこと

もその理 由の一つで ある。

高度 な情報処理技術者(あ るいは情報システムエンジニア)と して,大 きく次の二つの コ

ースに区別 できる
。プロフェッシ ョナル としての道を選ぶためには,こ の どちらかを選択 す

るのが現実的 と考え られ る。

情報分析技術者(lnformationAnalyst)一 情報のニーズとその流れ を決定す ること

企業 内の人々 と良い関係を保て,ま た企業 の組織 ・機 能について充分な理解 ができる
。 コ

ン ピュータやそ の他 の技術的道具 のみに頼 らないで ,問 題 の解決に取 り組む姿勢 と力 が求 め

られ る。

システム設計技術者(SystemsDesigner)一 情 報 についての 要件 を,・ ・一 ドゥェァ/ソ フ ト

ウェア(す なわ ち技術)に よって,最 適 な形 に実現す るこど。

このためには,情 報処理 担当者(プ ログラマ,オ ペ レータその他)と 良い関係を保て,ま

た コンピュータ技術について高度 な理解 を持 って駆使 できる。

前者 は組織 オリエ ンテ ッドであ り,後 者は コンピュータ技術 オ リエ ンテ ッ ドである。上級

情報処理技術者 としての強化の重点 は,こ の二つの コースで異 る。図3 .1の 左半分が前者に

右半分が後 者の重点課題 となる。

(5)「 指 針各論 」の記 述形式につい て

この 「上級指針」では,表3.1に 示 した コースグル ープ毎 に,各 論 として4部(各1分 冊)

に まとめられてい る。第1部 はAグ ループ,第2部 はBグ ループ,第3部 はCグ ループ,第

4部 はDグ ルー プである。 したがって,こ の総論 を含 め5分 冊 によ り全体が完成 する。

それぞれの部の 単元 は,数 章か ら成 り,各 車の記述形式は以下のよ うになってい る
。

① キー ワー ド
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そ の章で教育 され る内容概略を示す用語が,5～20程 度 掲載 してある。原則 として,日 本

語表現の後 に,そ れぞれ英語(ま たは対応外 国語)の 表現 を,括 弧に入れて付記 して ある。

このキー ワー ドは,本 文 中にお いて特に重点的 に説 明 して ある。ただ し観点の違いや関連

を明 らか にするために,二 つ以上 の章 にわたって重複 して掲載 されている ものもある。

この キーワー ドは,こ の総論巻末の索引の見出 し語 となって整理 されている。

② 目 標

その章で習得す る ことが期待 されている内容のあらましと,そ の程度 を示 してい る。また,

重 点 と向上の方向 も示 される。

③ 内 容(本 文)

そ の章で教えるべき内容や指 導方法 などが,相 当具体的 に説明 されている。

④ 指導上の留意 点

その章にお ける一般 的 な指導上の留意点が述べ られてい る。学習者 に理解 させるべき程度,

知 識の程度な ども,目 標 とは違 った 見方で具体的に記 して ある。

また,他 の章(科 目)と の関連 な どに も触れてある。

⑤ 参 考

その章の教育 に際 して,利 用価値が高い と思われ る情報 を記 してある(た だし,本 文 との

関係で,無 い章 もある)。 た とえば,特 定事項 にっいて の具体的な指導方法・事例の紹 介 ・

主要 な参考文献 のアブス トラク ト,一 部のサ ンプルテ キス ト,な どである。

⑥ 参 考 文 献

そ の章で教育 すべ き事項に関連す る参考文献の うち,特 に必要 と考 えられ,可 能 な限 り入

手 しやすい ものを中心 に選んで,掲 載 してある。

ただ し,一 部 では将来の調査,向 上のため,参 考文献 リス トその ものが有効 である と思 わ

れる もの もあるので,そ の場合はかな り専門的なもの も含 め,多 数の文献 を掲げた。

3.2指 針 各論の 目的および概要

(1)第1部 組織 システ ムの分析(Aグ ル ープ)

目 的

第1部 は,情 報処理技術者 が,プ ログラマやシステム技術者(い わ ゆるSE)な どの経験 を

通 じて身につけて来た知識 を,さ らに一段 高い立場で検討,考 察 し,情 報処理 を直 ちに企業

そ の他の組織体 に役立つ情報 シス テムにならしめる素 養と知識 を,修 得す るこ とを要求 して

いる。

第4単 元(A4)を 除 いては,少 くとも事務処理を経験 してきた学習者 ・または 「中級指

一40一



一
針」 〔5〕・〔6〕に したが って学習 して きた者に とっては,目 新 しい分野 は一 つもない 。

「中級指針」 と大 き く異 るのは,シ ステムに対する見方の角度 と深 さの程度 である。 「中

級指針 」まででは,プ ログラマまたは'SEの 目で見たシステムを中心 として ,各 サブシステ

ム 間 のつ なが りとか,シ ステ ム構築 の技術を身 につけるための学習で あった
。本 「上級指

針 」では,学 習者 のこのよ うな技術的基礎 をベースとするが,再 度 立場 を高 く変えて,全 体

を把握 させよ うとす るものである。

その特徴 を最も著 しく現 わ しているのが,こ の第1部 である。す なわ ち,経 営 とか この経

営 を成 立たせてい る諸機 能,諸 サブシステムを,よ り原理的,よ り基本的 に追 求 し理 解す る

よ う求めている。

つま り,コ ンピュータのためのシステム設計 とい うよ うなアプローチ を
,全 面的 に否定す

ることから始めなけれ ばな らない 。あ る意味 では,今 まで全 く経験 しなかった考え方 の下で ,

学 習するのが第1部 の主た る目的 である。換言すれば,「 上級指針 」全体の重要な 目的の一

つが,こ れである。

そ の結果,従 来単 なる情報処理 であ った もの が,経 営や組織 に直接役立つ情報 システムに,

質的 に転換 させる能力 を,身 につけ られることが期待 されるのである。SEか ら管理者 また

は情報 システム全般 を リー ドする技術者(上 級SEと も言 うべき)へ の レベル ア ップを可能

にす る。

概 要

単元A1:シ ス テム入門

中級程度 の情報処理技術 を体得 した者に,さ らに高 い見地 に立 った情報 分析 とシステム設

計 を行 うことがで きる基礎づけを行 う。
ノ

システム的見方,一 つのシステムとしての組織体,そ の情報 の流れ,お よび経営情報シス

テムの性格 など,こ の後 の各 コース,単 元の基 礎になる概 念を明確 にする。会計の初歩的な

知識 も教 える。

単 元A2:企 業 の機能

企業経営のプ ロセスを,一 つ の作業 システムとして示す。生産,財 務お よび販売の機能 を

理解 させる。製造 システムに関連 あ る情報の考察,財 務情報 システムの 制度上の特質,お よ

び販売情報 の定形化 され に くい特性 を知 って もらう。

企 業の作業 レベル,管 理 レベル(ま たは戦術 レベル)お よび意思決定 レベル(ま たは戦略

レベ ル)で の,情 報システムの持 つ総合化機能 を示す。

単元A3:作 業 情報 システムと管理情報 システム

従来 の企業構造 と新 に求められ る企業構 造を考察 しながら,企 業 経営 に不可決 な意思決定
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について理解 させ る。

情報 収集の設計,お よび意思決定や長期経営予測 に役立っている情報処理 システムを,仔

細 に検 討す る。また,計 画 と統 制との間の時 間的関係 を示す 。

単元A1,A2,A3を 通 して,組 織 体の大 きなシステムをなしてい るのが,情 報 システ

ムであるこ とを,は っき り認識 させ る。

単元A4:情 報 システムの社会的意義

情報 システム関係 の,社 会 に与える影響 の可能性 と見通 しを考察す る。企業 と現在われわ

れがそのメンバーの一員 である社会,政 府 と政治,ひ い てはわれわれの家 庭における情報 シ

ステムの 、社会的経済的 な影響 を研究す る。

シス テムの境界 をあま りにせまく定めるこ とか ら起る問題点 を指摘 し,ま た コンピュータ

をあま りに信頼 する ことから生ず る諸問題 を解析す る。

「中級指針(基 礎編)」 〔2〕 の 「経営実務 」および 「同(専 門編)」 〔3〕 の 「経営情報」の

章 と,直 接つ ながってい る。

(2)第2部 システム開発運用の背景(Bグ ル ープ)

目 的

第2部 は,全 く異 った内容の二つの単元 から成 っている。いつれ も,他 の部 で共通 に利用

され る基礎的 な道具 と概念 を,提 供す ることを目的 としてい る。

単元B1は,モ デル化お よびそ の数学的扱 い(OR)を 中心 とした もの。単元B2は,シ

ステムが関係す る人間的環境の心理学的な扱 い(科 動科学,人 間工学)を 中心 と した内容で

ある。

実践的ORや,人 間 ・組織の行 動についての教育は,あ る程度 の実務経験 を経た者 に対 し

てで ない と効果的 に実施 し難い。一方,こ の部以外 で教育 され る各種の事例の中に散 りばめ

られ ているだけでは,新 な問題解 決を迫 られた ときに,応 用で きるだけの体系的 な基礎を与

えられ ない。

第2部 が 「上級指 針」の中で大 きなウェイ トを占め,か つ独立 して存 在 してい るのは,上

記 の理 由によ るものであ る。そ して,モ デル分析 と心理学的ア プローチを,情 報処理 システ

ムの開発 ・運用の分野 で,意 識的 かつ積極的 に活用することが強 く要請 され ていることを示

している。

本来学ぶべき事項に比べ,こ こにとりあげ られた内容は極 めて少 く,ま た ごく浅いもので

ある。したが って,こ れ だけでOR的 アプ ローチと心理学的 アプ ローチが,十 分 に身につい

た とすることはで きない。

次のことを目標 として学習され ることを期待 している 。
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① 積極 的な 自己啓発の動機 づけ,お よびその基礎 の付与

② 理論 お よびアプローチの,全 般的 な見通 しと,そ の実務 との関連 が理解 で きる高度 な常

識 の付与

③ 解決 を迫 まられた問題 に,適 切 にとりくむこ とのできる判断力の付与(自 ら専門的 に学

ぶ の もよ し,他 の専門スタッフを利用す るの もよし,実 務的なアクシ ョンを とれ ることが

必 要 とされ る)

QR的 ア プローチは,次 の三つ の側面で活用 されるこ とを目指す 。

① システムの設 計お よび評価 にお ける意思決定 に有 益な,解 析的 モデルお よびシ ミュ レー

シ ョン ・モデルの作成 と分析

② システムの開発活動お よび維持 ・運用の合理化のためのデータの収集,モ デル化 および

その分析

③ ユーザの意思決定 を支援する ための,デ ータ処理 の科学的 アルゴ リズムの選択 ・提供,

お よび必 要なデー タ収集 とその精度 に関す る明確 な理解

従来 は,③ を 目指 したORの 習 得 ・応用が主力 であ り,情 報システムへの直接的 貢献 は少

か った。しか し,①,② についてのOR的 ア プローチは,身 近 かなテーマであるだ けに扱い

易い し,ま た効果的に実施できる と期待されてい る。

心理学的ア プローチは,次 の三つ の側面 で活用 され ることを目指 している。

① 人間関係の良好な維持,お よび効率的 な要員管理

② 人間 が使い易 いシステムの設計

③ 個人および組織への悪 い影響 を排除 したシステムの実施化

情報処理 分野にお ける人間的問題 は多様である。 これ に対す る適切 なアプローチの知識 を

持つ ことは極 めて重要 であ り,今 後の情報処理 の発展に大きな効果を及ぼす もの と考え られ

る。

学習の主 な課題 は次の とお り。

① 人 間行動を支配する原理 を理解 すること

② 組織 と人間活動 との関係 を理解 す るこ と

③ コンピュータによ る情報 システムの導入による人間行動への影響 を,明 解 に把握 でき適

切な方策 を立案 できること。

概 要

単元B1:モ デル化と分析

第1章 統計的方法では,モ デル化お よびその分析 の基礎 となるデータの正 しい取扱 いにつ

い て説明する。入門的 な部分なので,省 略できる場合 も多い と予想 され る。
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第2章 スケシュー リング問題 では,コ ンピュータの中や外 での作業管理 上,し ば しば生ず

るス ケジュー リングの問題について,基 本的 な技法 とその応用例 を解説す る。

第3章 は,線 型計画法の応用か らネ ッ トワーク問題 の扱い,お よび動的計画法の紹 介まで,

ORに お ける最 も有力 な技法 である数学的計画法全般 を理解 させ る。

第4章 では,コ ン ピュータ処理 においてよ く生ず る,待 合 せモデルの解 析について扱 う。

特に オンライ ンシステムの設計 ・評価 に不可欠な技法 である。

第5章 で解説す る在庫管理 モデルは,物 量管理のために必ず考慮すべきモデルで ある。主

にコン ピュータの外 で生ずる問題 への適用が多い が,コ ン ピュータ ・システム内での応用 も

開発 され よう。

第6章 シミュレーシ ョンモデルでは,解 析的モデルにすることが不適 当な問題への アプロ

ーチ として ,シ ミュ レー ション ・モデルが取扱わ れる。モデル化の利点が最も生か され,複

雑な問題解 決に役立つ。主にコンピュータにかかわる事例 の研究を行 ってみる 。

手法 の細部 まで完全 に理解 し,ま た新 な手法を開発す ることが任務 ではない ので,既 存の

パ ッケージ ・プログラムや専門のスタッフを利用 して,正 しい判断の導けるこ とが主眼であ

る。

した がって,情 報処理分野 におけるいろいろな事例や場面 を想定 して,各 手 法の紹介 が行

われているが,理 論 や詳細 な実用テクニ ックの具体的説明 までは行 われていない。 どの よう

な場面 には,ど のよ うなモデルや分析 が適切 であ り,そ こか ら得 られ た結果は,実 務的 アク

シ ョンとどう結 びつ けられ るかが,正 しく判断で きるよ うに指導 されるこ とが望 まれる。

単 元B2:人 間 と組織の行動

第1章 は,心 理学入門として,心 理学 の歴史を通 して,現 代 の心理 学を理解 させる。また,

心 理 学が行動の科学 と して,情 報処理分野 での仕 事と どのようにかかわるかを紹介する。

第2章 は,情 報 システム と人間 とい うこ とで,人 間工学的 なアプローチ を理解 させる。人

間 と情報処理 システム機 器と,ど のよ うに して良い イ ンターフェースを成 立たせ るかについ

ての基礎 を学ぶ。 また,情 報処理お よび作業 をす るものとして,人 間はどの ような特性 を持

つ か理解 させる。

第3章 対人お よび グループの行動原理 。社会お よび組織 の中で働 く人間が,ど の ような行

動 をするか を理解 させる。また組織の リー ダーと しての基 本的 な要件が示 され る。

第4章 組織デザインと人間行動。組織 を実際に動か しているの も,そ の影響 を受 けるの も

人間である。機械 と しての組織では なく,人 間の行動 を効果的 に活 かす組織のあ り方 を検討

する。"

コ ンピュー タによる情報処理 システムの実施化は,必 然的 に組織変革をひき起 こす 。これ
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がスムーズに行われなければ,こ のシ ステム化は失敗 する。組織変革 は どのよ うな影響 を人

間に与え るか,よ り良い変革 はどの ように進めるべきか を説明するの が,第5章 組織 変革の

プロセスである。

第6章 の情報処理 にお ける人間的諸問題 では,情 報処理分野の仕事 に関係す る人間的問題

を具体的 に解説す る。また,そ の主要 な問題についての課題訓練 を,総 合的 な事例研究 とあ

わせて行わせ る。

これ らはた とえば,あ りふれた労務管理上 のテクニ ックか ら組織論 まで を含み,ま た ディ

スプ レイの画面設計 やプログラミング ・テクニ ックか ら,シ ステム全体 の性格把握 まで,極

めて広い範囲 に及ぶご とを理解 して もらうこ とが必要である。

なお,「 中級指針 」との関係は次のとお り。

単元B1は,「 同(基 礎編)」 の 「情報処理数 学」,「 システム概論 」,お よび 「経営科学(1)1

を前 提 と している。 「同(専 門編)」 の内容とは重複する部分 がある。

単元B2は,特 に予備知識は要求 していないが,情 報処理 に関す る相当の経験 があること

と,「 中級指針(基 礎編)」に ある一般的 な情報処理の知識 があることが,当 然 ながら必要で

ある。

(3)第3部 コンピュータと情報技術(Cグ ルー プ)

目 的

情報 システム開発 にかかわ る技術上,組 織上の条 件 を十分 に考慮 した,情 報処理 のハー ド

ウェア/ソ フ トウェアの構成のい ろい ろなあ り方 を明 らか にすることが 目的 である。 したが

って,ハ ー ドウェアや ソフ トウェアの技術そ のものを追求する ものではない。それは,コ ン

ピュータ ・サイエ ンスの分野 として,別 の 目的 と学習方法 があると考 えている。す なわち,

情報 システム建設 のための応用に主眼 を置いている。このよ うな理 由か ら,コ ンピュータ ・

システムを使用 し,操 作 し,維 持す る人達 にかかわる人間的要因を強 く意識 しなければなら

ない。

各単元で扱われている内容 は,そ れ 自体 を直接利用 して,局 部的 なシステムが開発 できる

ようになるこ とを,目 指 して提供されてい るのではない。たとえば,単 元C3の フ ァイルと

コミュニ ケー ション ・システムは,こ の二つ が,大 規模 な コンピュータ ・システムの二 大技

術 であるとの視点か ら,こ れ を統一的に取扱 う方法 を習得す ることを求 めてい る。

方法は,フ ァイルや コミュニ ケーシ ョン ・システムの開発者のため の ものでは なく,情 報

システムの構成 要素 として,こ れ らを統合化するための ものである。

情報 システムの構成要素 として不可欠な ものに,プ ログラム群があ る。 この効率的な体系

化 と操作の方法 も単元C4で 扱 われるが,こ こでは,ソ フ トウェア ・システムの本質的な理
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〉

解 と,少 しでも改善 しよ うとする ことが重点である。これを一か ら開発 させ よ うとす る もの

ではない 。単元C3,C4と も に,計 画,テ ス ト,プ ロジェク ト・コン トロールのあ り方 が,

重 点の一つにな ってい る。

実用的な面 が主体 となってはいるが,学 習方法 と しては,将 来 の新 しい技術 を吸収 し活用

してい けるだけの素養 を身 につ けさせるよ うな指導 が,当 然行われるべ きである。

概 要

単元C1:情 報 構造

プログラムとデータの双方にある情報の構成要素間の,論 理 的な関係 を示す構造 を明 らか

にす る。これを情報 システムに適用す るための技法 を教える。

高級プ ログラム言語(例 には,比 較的一般的で,・この種の理解 に役 立つ言語 として,PL/

1を 挙 げた)

単元C2:コ ン ピュータ ・システム

コン ピュータ ・システムを構成 する装置 ・要素 を個別的 にも取 りあげて いるが,主 眼は統

合化 されたシステム として,一 緒に働 くものであることを理解 させなければな らない。

多重 プログラム,多 重処理お よびシ ステム効率 の評価 を,重 要 な課題 として取扱 っている。

単元C3:フ ァイル とコミュニケー ション ・システム

フ ァイル とコミュニ ケーシ ョン ・システムの基本的機能 を明 らかにする 。また実用 できる

システムの現状 も理解 させる。実用技術 については,費 用,性 能,応 答性 の観 点か ら実質的

な評 価と,バ ランスの とれた構成の解 析 を行 う。

企業 内データベースまたは サー ビス ・セ ンターのシステムを例 にして,フ ァイル とコミュ

ニ ケーシ ョン機能 の統合化 システムの具体的分析 を行わせる。

単元C4:ソ フ トウェア設計

複雑 なコンピュータ ・プログラムの,最 も明解,最 も効率的,か つ維持 ・変更 も最 も容易

な,分 割 ・モジュール化 の方法を学ぶ 。また,た とえばフ ァイルや コミュニ ケーシ ョン'モ

ジ ュール のよ うな,頻 繁 に使用 される一般的なプログラミングおよび結合の構造 を理解 させ

る。

プログラム設計 に必要 な,プ ログラ ミング ・スタイルについてのセ ンスを養 う。

このよ うな理解 のために,プ ログラムの静的構造 だけでな く,稼 働時 の構造や プログラム

お よびデータとの間にある関係を分析す る。

プログラミングについての知識 ・経験 があることを前提 とす る。それ と 「中級指針(基 礎

編)」では,「 コン ピュータ ・シ ステム」,「ハー ドウェアσ)」,「 ソフ トウェア」,「プ ログラム

設計」,「情報処理用数 学」の章を終 えてい るこ とを前提 としている。
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「中級指針(専 門編)」 とは,重 複 する部 分があるので,「 中級指 針 」によって学習 して き

た学習者 については,レ ベルに応 じて内容 を取捨す る。

(4)第4部 情報 システムの開発(Dグ ル ープ)

目 的

第4部 で学ぶことは,情 報 システムの開発 プロセ スを系統的に研 究 し,そ の技術的 可能性,

経 済的実 現性 を調べ,実 際の組織環境下で,シ ステムを実現 させ るための問題点は何か を把

握す ることである。

四つの単元 は,そ れ ぞれの特徴 を持 っている。'

単 元D1.情 報 ニーズの分析 とシステム要求の仕様決定 について学習する。

単元D2.組 織 上の考慮 と技術 上の考慮の両者のバ ランス をとって,シ ステムを設計する

セ ンスを養成する 。

単元D3.プ ロ ジェ ク ト演習(主 としてD2の 知識 を体験的に学習す るための演習)。

単元D4.シ ス テムの開発 と実施 を,実 際の場の 見学 あるいは実 習する(実 務の一断面 の

把握……企業 見学)。

概 要

システム開発 を全体像 として把握するために,シ ステ ム ・ライフサイクル概念 に準拠 して,

カ リキ ュラム を構成 してい る。各単元 の分担 を,お おづかみ に記す と,次 のようになる。

単元Dl:情 報 分析

経済,技 術,組 織 とい う広 い視野から,シ ステム ・ライフサイ クル を検討することに主眼

を置 く。情報分析 に関連する項 目を重点的 に学習する。

単元D2:シ ス テム設計

バ ランスの とれたシステムを設計す るセ ンスの養成 が目標である。このために,イ ンプ リ

メンテーシ ョン,シ ステム ・コンバージ ョン等の技術的詳細 に も立入 って学習する。

単元D3:開 発 プロジ ェク ト

システム ・ライフサイクルを全体的 に体得す るための演習であって,単 元D2で 学習 した

シ ステム設計の知識 を実行 に移 してみ る。

プロジェク トの演習方法お よびその テーマ例等 を具体的 に提示 しおいた。

単元D4:コ ンピュータ部門の運営管理

企業の実務 を見学 または実習することによる,理 論 と実際の対比検討である。

ここでは,そ の主要なポイ ン トについて解 説 してあ り,見 学 ・実習の 際の参考に供 してあ

る。

第4部 は,他 の部 で学ん だことの総括と しての役割 りを持 っているので,そ れ らとの関係
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を,以 下の図 ・表によって示 した。

単元D1,D2の 各 章のシステ ム ・ライフサイクル との対応関係 を,図3.2に 掲 げ る。単

元各 車の重点テーマと,第1部 か ら第3部 まで との関係 を表3.2に 掲 げる。

「中級指針(基 礎編)」 との関係 は,「 システム分析 ・設計① 」,「 コンピュータ室の運用

管理」,「 ソフ トウェア生産管理 」を,一 応の前提 とす る。「同(専 門編)」 とは若干の重複

がある。

プ ロ グラ ミ

ン グテ ス ト

デバ ッ グ

シ ス テ ム
の

目 的

D1.-2

フ

シ ステム ラ

イ フサ イ クル

D1.-1

八 一 ド ウ エ ア

ソ フ トウ ェ ア

デ ー タ

ノ

代 替 案D1.-4
代 替案

検 討

D1.-5

最 適 案 経済性評価

選 択

D1.-6

ロ ジカ ル設 計 ま とめ

(仕 様 書)

図3.2シ ステム ・ライフサイクルと各車との対応
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表3.2学 習重点テーマと第1部 ～第3部 との主な関係

章 主 テ ー マ 副 テ ー マ 第1部 ω,第2部 ⑧,第3部 ◎ との関係

単元Dl

1.シ ス テ ム ・ ラ イ シ ステ ム ・ライ フサ D1,D2の 構 成 説

フサイクル概論 イ クル 明

2.シ ス テ ム ・ ラ イ プ ・ジ ェ ク ト管理 文書化(報 告書) B1.-2(ス ケ ジ ュ ー リ ン グ),

フサ イ クル 管理
B2.-2,3,4,5(人 間,グ ル ー プ,

傷

組織)
3.基 本的な分析手 シ ステ ム分 析 情報整理,面 接 A1.-2(モ デ ル),A1.-3(シ ス

法 テ ム分 析),A3.-1,2(情 報分析)

B1.-6(シ ミュレーシ ョン ・モデル)

4.シ ステ ム代 替案 代替案の選択 予算,PPBS

の検討

5.シ ステ ム の経 済 評価尺度 情報の価値 A1.-6(減 価 償 却)

性評価

6.シ ステ ム仕 様書 システム仕様書 要求仕様技術 A3.-6(シ ステ ム計 画)

単元D2

1.基 本的な設計手 ト レ ー ド ・オ フ 文書化(図 式化) A4.-5(テ ク ノ ロ ジ ィ ・ア セ ス メ

法 ン ト)

2.シ ステ ム 資源 の 設備(ハ ー ド/ソ フ 効率評価手法 A3.-7(効 果)

選択 ト)

3.ソ フ ト ウ ェ ア の モ ジ ュ ー ル,イ ン タ プ ・ グラム構造, C1.-8,9(情 報)

設計 一 フ ェ イ ス 標準化

4.デ ー タ ベ ー ス フ ァイ ル設 計 ・デ ー DBMS A2.-5(コ ミュニ ケー シ ョ ン),

タ ベ ー ス概 念 C3.-4,5,6,10(フ ァイル～ コミュニ

ケ ーシ ョン)

5.プ ログ ラム の作 プ ロ グラ ミン グ スタ デ バ ッ グの方法, C4,-6,7,8(ソ フ ト ウ ェ ア)

成 と検査 イ ル,テ ス ト 工程管理

6.シ ス テム の評 価 開発後の評価 保守技術

と改善

単元D3

1.テ ー マ の選 択 、

2.チ ー ム の編 成

3。 実 習 の進 め方 と 演習のための準備 と ケ ー ス ・メ ソ ッ ド

教師の役割 〉予備知識

4.開 発 の実 習

5.報 告書作成 と発

表 ノ

単元D4

1.コ ン ピ ュ ー タ 部 コ ン ピ ュー タ部 門 の 概 況

門の組織 性格

2.コ ン ピ ュ ー タ 部 要員の構成 要員 教 育,ロ ーテ

門の要員管理 一 シ ョ ン
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3.シ ステム 開発 管 業務分担 標準化

理

4.コ ン ピ ュ ー タ の 機種決定 採算性評価,保 守

導入

5.コ ン ピ ュ ー タ 室 業務の運営 入出力管理,安 全 A4.-4(プ ラ イ バ シ ー)

の運用管理 管理

6.情 報処 理 サ ー ビ サービス業の現状 業務の細分化

ス業の利用

3.3単 元 の内容 と標準時間配 分

以下の表 に掲げた標準時 間 は,特 にこ とわ りが無い場合は教室時間(講 師 が直接立合 ってい

る時間)で あり,宿 題 および予習,復 習 のために必要 とする時 間は,'合 計 して,お よそこの標

準時間 と同程度 のものが,存 在す ることを仮定 している。

(1)第1部 組織 システムの分析(Aグ ル ー プ)

単 元A1シ ス テム入門

章 節

第1章 システムの概念

1.1シ ス テムとは1.2シ ステムの類形1.3シ ス テムの簡

単なモデル1.4シ ス テムの 目的1.5シ ス テムの境界

1.6オ ープ ンシステム とク ロー ズ ドシステム1.7オ ー プ ンシス

テムの特性1.8サ ブ システム1.9シ ステムの階層構造

1.10シ ス テムの分解1.11シ ステムの結合度1.12確 定

的 システムと確率的 システ ム1.13フ ィー ドバ ック1.14フ

ィルタ1.15最 小多様性 の法則1,16一 般 システム理論

第2章 システムの定義

2.1モ デ ル ー システムの表現2.2モ デルの複雑性2.3

公 式 システム と非公式システム2.4シ ステ ムの構造 とその選

択2.5モ デ ルの正当性2.6シ ステム定義の道具2.7

シ ス テムの統合度

第3章 システム分析 ・設計の手法

3.1複 数 の代替 案か らの選択3.2目 的 達成 のた めの要素,結

合,処 理の決定3.3シ ステ ム分析の基本要素

設計3.5シ ス テム設 計の手順

第4章 経 営システム

4.1経 営4.2経 営活動の機能構造4.3

と経 営階層4.4経 営 システムの要素 としての人

3.4シ ス テ ム

経営活動の階層性

4.5組 織 の

標準時間
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水 平的分化 と経 営管理機能 の分化4.6情 報 システム4.7

経 営 の機 能システム

第5章 経営情報 システム

5.1情 報 システムの役割 り5.2経 営活動 と情報 要求5 .3

情報 シ ステムにおける人間とコンピュータとのイ ンター フェース

5.4生 産 工程 として見た情報システ ム5.5論 理 的シ ステムと

実体的 システ ム5.6情 報 システムの計画5.7情 報 システ

ムの開発方法

第6章 財務会計 システム

6.1会 計 システム6.2財 務 システム6.3原 価 計算 と原価

管理6.4限 界 利益分析

9時 間

18時 間

計60時 間

単元A2企 業の機能

章 節

第1章 ビジネスシステム入門

1.1企 業 をとりまく環境 と使命1.2企 業 における主要業務 と

相互関連1.3企 業管理 システム

第2章 生産 システム

2.1生 産 システムの設計2.2生 産 シ ステムの計画 と管理

第3章 財務 システム

3.1ラ イ ン業務 の一環 としての財務機能

第4章 販売 システム

4.1企 業 における販売 システムの位 置づけ

売 システム4.3販 売 情報 システム

第5章 情報 システムによる機能の統 合

5.1企 業 内の コミュニケーシ ョン5.2

報5.3ス タフ部門の機能 と情報5.4

媒 体 と してのデータベ ース5.5

3.2経 営管理分析

4.2作 業 レベル販

ライン部 門にお ける情

コミュニ ケーシ ョンの

企業 における計画と統制

標準時間

6時 間

18時 間

15時 間

12時 間

9時 間

計60時 間
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単元A3.作 業 情報 システム と管理情報 システム

章 節 標準時間

第1章 情報の必要性

1.1組 織活動 と情報システム1.2情 報処理体制1.3意 思 決

定 の合理化

第2章 作業 レベルの システム

2.1作 業 レベルのシステ ム2.2作 業 システムの確 立2.3

作 業 システムの範囲

第3章 戦術 レベルの システム

3.1管 理 サイクル3.2戦 術 的意思決定3.3意 思 決定 の

実施 ・フォロー,評 価3.4意 思決定 と管理 のための情報システ

ム

第4章 戦略 レベルの システム

4.1戦 術 レベルと戦略 レベルの差4.2経 営戦略 システム

4.3経 営戦略のための組 織(事 例)

第5章 マン ・マ シン ・インターフ ェース

5.1シ ステムとしてのア ウ トプ ット5.2リ アル タイム処理

5.3リ アル タイム処理のためのデ ータベース5.4経 営 と リア

ル タイム処理

第6章 経営情報 システム開発の計画

6.1情 報 システム開発 の動機6.2情 報 シ ステム開発 プロジェ

ク ト6.3コ ン ピュータ リゼーシ ョンと人材育成6.4情 報

シ ステムの拡大 ・効率化

18時 間

6時 間

6時 間

12時 間

9時 間

6時 間

第7章 情報システ ムの効果管理

7.1効 果 管理 の二面性(効 果対費用)7.2効 果 の種類

7.3効 果 の実現体制とフォロー

3時 間

計60時 間

単元A4.情 報 システムの社 会的意 義

章 節 標準時間

一

第1章 歴史的背景

1.1コ ン ピュータ技術の発達1.2コ ン ピュータの普及 と現在

の利用形態及びその社会生活 に対する影響
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第2章 情報産業

2.1情 報 産業の概要2.2情 報産業の成長形態2 .3わ が国

及び世界 における競合状 況2.4政 府 の育成策 と規制2 .5

標 準化 と安全2.6情 報 処理 技術者教育

第3章 総労働 に対す る考察

3.1既 存 の組 織 ・制度 ・規定 への影響3 .2コ ン ピュータの労

働力への影響3.3事 務 系作業層の業務に対する影響3 .4

技 術 系作業層 の業務 に対す る影響3.5マ ネ ジメ ントの業務 に対

する影響

第4章 プライバシー保護

4.1プ ライバ シー保護 とは4 .2官 庁,自 治体 及 び金 融 機 関

信用保証調査会社 にお けるデータベー ス4 .3電 子 計算機シ ステ

ム安全対策基準 とプ ライバシー保護4 .4プ ライバシー保護 の将

来への考察

第5章 個人 と社会の システム

5.1教 育 に及ぼす影響5.2政 治 に及ぼす影響5 .3生 活

に及 ぼす影響5.4福 祉 に及ぼす影響

12時 間

18時 間

12時 間

12時 間

計60時 間

指導上の注意

この部 は,本 指 針の基礎 をなす ものである。また,従 来の情報処理技術 スタッフの多 くに

とって,な じまない内容 も多い 。したが って ,こ のような事項を学習する ことが,ど のよ う

な意義を持 つ のかを理解 させ るため,適 宜 コメン トや補足的 な解説 をしてや ることが必要か

もしれ ない 。

単元A4を 例外 として,他 の三つ の単元は互 に関連づけられた章 によ って構成 されている
。

A1で は やや学問的な立場で,A2は 組 織 人 ・企業人の立場で ,A3は 情 報 システム とい う

立場 で,そ れ ぞれ の特性 ・問題 などを理解 しようとしている。実際には,こ れ らをひ とつ の

ものとして身 につけるべ きであるが,学 習の過程で は,こ のように三つ に分けた
。

〈単元A1に つ いて〉

一貫 した講義
,幾 つか の特定 システムの紹介及び参考書 による知識 の習得 である。ケース

ス タデ ィな どが取 り入れ られる とよい。

〈単元A2に つ いて〉

講義 と参考書 や事例の研究 による討議 が予定されている。事例研究や討議は,特 定の管理

に必要 な情報 を明らかにするために利用す るよ うにする。シ ミュレーシ ョンの利用 もできれ
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ば行 いたい。

〈単元A3に つ い て〉

主として講義 と討議 で行 う。

〈単元A4に つ いて 〉

大変学習 しに くい単元 である。可能 な限 り広い範囲 の講師 に,い ろい ろな視野 での話 を聞

かせて もらうとよい 。文献の輪読や研 究会 もよい方法のひ とつであ る。

② 第2部 システムの開発運用 の背景(Bグ ル ープ)

単元B1.モ デ ル と分析

章 節

第1章 統計的方法

1.1母 集 国 とサ ンプル1.2確 率 分布 と母数1.3母 平均 と

母分散 の推定 と検定1.4そ の他の方法

第2章 スケジュー リング問題

2.1プ ロジェク ト管理の重要性2.2PERT,CPMの 歴史 とそ

の応 用分野2.3プ ロ ジェク トのア ロー ・ダイヤグラム2.4

PERTの 日程計 算2.5作 業遂行時 間の不確定性の取扱い

2.6必 要 資源 の見積 りと配分2.7CPM2.8ジ ョブ ・ショ

ップ ・スケジュー リング

第3章 数学的計画法

3.1数 学的計画法 とは3.2線 形計画 法への定式化3.3

単 体 法によるLPの 解 法3.4感 度 分析3.5双 対 問題 と双

対定理3.6LPの パ ッケージ ・プログラム3.7ネ ッ トワ

ーク計画法3 .8非 線形計画法3.9整 数 計画法3.10

動 的計画 法

第4章 待合せ モデル

4.1基 本 的 な待 ち行列の理論4.2や や複雑 な待 ち行列の理論

4.3一 般 的 な待 ち行列の理論4.4近 似理論,上 界,下 界な ど

4.5優 先権 のある待ち行列4.6計 算 機 システムにおける待 ち

行列

第5章 在庫管理 モデル

5.1在 庫 管理の基本5.2需 要 が一定の場合 のモデル5.3

需 要が変動す る場合のモデル5.4計 算 機 システム設計への在庫

管理モデルの応用

標準時間

6時 間

12時 間

12時 間

12時 間

6時 間
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第6章 シミュレーシ ョン ・モデル 18時 間

6・1シ ミュ レ ー シ ョ ン の 目的6 .2シ ミ ュ レー シ ョン の 手 順

6.3シ ミュレーションに関連 して学習 され るべき基礎 概念(術 語)

6.4モ デ ル 作 り に 関 す る 指 針6.5シ ミ ュ レー シ ョ ン 言 語

6.6シ ミ ュレーシ ョン実験 と経果 の評価

これ らを理解 させ るためには,か な りの演習を必要 とする
。なるべ く X時 間

コン ピュー タ ・システムに関連 した身近かな もので
,簡 単 な例による演

習が望 ま しい。各車 にこの種の材料 の例 が用意 されてい る
。

演習時間は,標 準時間の外側にある。

計66時 間

十X

単元B2.心 理学 と行動科学

章 節

第1章 心理学入門

1.1心 理学 とは1.2知 覚 ・学習 ・記憶 ・思考1.3動 機

づけ 一 欲 求 ・感情1.4パ ー ソナ リテ ィ ー 人格 ・知能

第2章 情報 システム と人間

2.1人 間 の情 報処理 特性2.2人 間の作業特性2 .3知 能 ・

学習 ・記憶2.4コ ミュニ ケーシ ョン2.5心 理 測定

第3章 対人およびグル ープの行動原理

3.1社 会的行 動3.2対 人 関係3.3態 度3 .4集 団

とその問題3.5組 織 の管理

第4章 組織 デザインと人間行動

4.1組 織 の有効 性4.2組 織 モデル とシステム ・アプローチ

4.3組 織 成長 の過程4.4組 織 の デザイ ン4.5公 的 組織

イ ンパ ク ト組織行 動に影響 を及 ぼす構造的要因4.6非 公 的組

織お よび組織風土のイ ンパ ク ト組織行 動に影響 を及 ぼす社会的要因

4.7組 織 におけ るコンフ リク ト

第5章 組織変革 のプロセス

5・1組 織体 におけるイ ノベーシ ョン5.2イ ノベーシ ョン導 入

の人間的側面5.3イ ノベーシ ョンの導入 定着過程5 .4計

画 的変革

演 習

標準時間

6時 間

12時 間

12時 間

15時 間

15時 間

(内4時 間)
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第6章 情報処理における人間的諸問題 6時 間

6.1人 間的諸問題 への理解6.2問 題 解決について 一 課題訓

練

人間的問題は肌で感ずることが望ましいので,演 習および討議などの (X時 間)

とり入れを積極的に行 うよう工夫 してある。状況に応 じて,こ の標準時

間外 の演習時 間をとる ようにされた い。

計66時 間

(+X)

指導上の注意

情報処理部門で,プ ログラミングやシ ステム分析 ・設計 を,従 来の方法で行 ってい る技術

者 は,こ の部 で扱 うOR的 ア プローチや心理学的 アプ ローチに,極 めてな じみ が薄い 。中に

は強い アレルギーを持 っている場合 もある。

したがって導入部 において,学 習者 の レベルと関心 の度合 に応 じた工夫 をしてお かなけれ

ば ならない。各単元 の第1章 は,そ のために特に設けた ものなので,な るべ く身近かな例で,

しか も扱 いやす いものを適切に選 んで,か つ科学的 な説 明を明解 に行えれば,興 味 と理解 を

得 るのに大変役立つ。

上の表 は,お ～よその時間配分 を示 した 。詳細 は各車の指 導上の留意点 などに記 され てい

るので,そ れ を参照 されたい。

また,こ の 「指針 」で指示 した内容 を,こ の時 間内で十分身 につけ る ことは,不 可能であ

る。学習者 に 自習 ない し,以 後 の 自己啓発のテーマとして,か な りの部分 を残す ことになる。

その場合,残 された事項 を,で きれば個人の育 成 目的 に合わせて,明 確 に してや ることが必

要である。

(3)第3部 コンピュータお よび情報処理技術(Cグ ル ープ)

単 元C1情 報構造

章 節 標準時間

第1章 情報に関する基礎概念 6時 間

1.1情 報 と デ ー タ1.2デ ー タ の 表 現1.3デ ー タ の記 憶

1.4デ ー タ の 結 合1.5数

第2章 論理構造一 線型リス ト 6時 間

2.1基 本 用語2.2線 型 リス トの基礎 技術2.3線 型 リス

トの操作2.4線 型 リス トの応用
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第3章 論理構造 一 木構造9時 間

3.1木 の概要3.2木 の基礎技術3 .3木 の登 り方

3.4両 方 向の木構造3.5木 の応用

第4章 論理構造 一 配列 ・行列 3時 間

4.1配 列4.2行 列 の割 当て4.3疎 な行列

第5章 論理構造 一一 一般 の構造 ・リス ト処理言語 3時 間

5.1一 般 の構造 とグラフ論理 の用語5.2一 般 の構造 の応用

5.3リ ス ト処理言語

第6章 物理構造 9時 間

6.1記 憶 装置の割当て6.2分 散 記憶6 .3ア ドレスの計

算

第7章 記憶管理 3時 間

7.1ち り集 め7.2動 的記憶割 当て

第8章 プログラム言語における情報構造の表現 9時 間

8.1プ ロ グラム言語 と情 報構造8.2情 報構造 の表現8 .3

PASCALに お ける情報構造8.4抽 象 データ型8 .5実 行

時 におけるデータ領域 の構成8.6論 理構造の実現8.7ブ

ロ ック構造 におけるデー タ領域の構成8 .8パ ラ メータの授 受

8.9リ ス ト処理 言語 にお ける リス ト構造の実現

第9章 分類および探索 6時 間

9.1分 類9.2探 索9.3分 類 と探索の妥協点9.4

分類 と探索における情報構造の効果

第10章 情報構造の使用例 9時 間

10.1言 語 プロセ ッサにお ける情 報の表現10 .2制 御 プ ログラ

ムにお ける情報の表現10.3デ ー タベースにおける情報構造

10.4そ の他 の応用分野 における情報 の表現

各車 とも演習のウェイ トは大 きい。標準時 間のうち,約30%は 演 習 を X時 間

予定 している。ただし,そ れ とほぼ 見合 うだけの演習時間 が,標 準時 間外

にも設定す ることが必要 である。

計63時 間

十X
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単 元C2.コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

章 節 標準時間

第1章 コンピュータ ・システムの概要

1.1基 本 概念1.2ノ ・一 ドウェァ体系1.3ソ フ トウェア

体系

第2章 中央処 理装置および記憶装置

2.1プ ロセ ッサの基本機能2.2ア ー キテクチャ2.3プ

ロセ ッサの基本構 成2.4マ イ クロプ ログラム制御2.5特

殊 目的 プ ロセ ッサ2.6記 憶 装置の特 性と種類2.7記 憶 素

子2.8』 主記憶 の高速化 技術2.9外 部記憶 の高速化 技術

2.10記 憶 装置の高信頼化 と記憶保護

第3章 入出力および通信制御

3.1入 出力 アーキテクチ ャ3.2入 出力 チャネル3.3入 出

力制御装置3.4入 出力装置3.5ネ ッ トワーク ・システ

ム3.6通 信 制御装置3.7端 末 装置

第4章 プログラム管理およびデータ管理

4.1プ ロセスの概念4.2PCBと プ ロセスの生成/消 滅

4.3プ ロセスの同期4.4プ ロセスの状態4.5プ ロセ ッ

サの割当て4.6デ ー タ管理 の基本概念4.7フ ァイル ・カ

タログ管理4.8標 準 フ ァイル編成4.9VSAMフ ァイル編

成4.10デ ー タベース ・システ ムの概念4.11デ ー タベ ー

ス管理 システム4.12ジ ョブの形態4.13ジ ョブの制御

4.14ジ ョブ制御言語4.15シ ステム運用のた めの機能

4.16プ ロ グラム管理の概要4.17言 語 処理 プ ログラム

4.18ア セ ンブラ言語4.19コ ンパイラ4.20イ ン タプ リ

タ4.21サ ー ビス ・プ ログラム

第5章 システム資源管理

5.1記 憶 管理の概 念5.2仮 想記憶 システム5.3ア ドレス

変換 の高速化5.4仮 想記憶 の管理5.5入 出 力管理の基本

概念5.6バ ッフ ァの管理5.7入 出 力管理 の構成5.8

入 出力管理 の高 速化5.9シ ス テム資源5.10デ ッ ド・ック

5.11静 的 な資源割当て5.12動 的 な資源割 当て5.13性

能 目標達成 のための制御

第6章 メッセージ管理

6.1オ ン ライ ンシステム6.2端 末 アクセス方式6.3メ

3時 間

6時 間

6時 間

12時 間

9時 間

3時 間
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ッセージ転送制御6.4ド ラ イバ6.5障 害管理

第7章 運用管理および利用環境

7.1運 用 管理 の概要7.2シ ステムの生成7 .3オ ペ レー

タ ・イ ン タフ ェース7.4中 断 と再 開7.5ア カ ウンテ ィン

グ7.6シ ステム生成7.7処 理 形態7.8一 括処理 と

リモー ト・バ ッチ7.9会 話型 システム7.10オ ンライン ・

システム7.11多 次元処理

第8章 多重 プロセッサ ・システム

8.1多 重 プロセ ッサ ・システムの目的8.2シ ステム構成

8.3結 合 方式8.4多 重 プ ロセ ッサ制御方式8 .5多 重 プ

ロセ ッサ制御機構

第9章 システム の信頼性および情報の保護

9.1高 信 頼化技術9.2情 報 の信頼性9.3障 害 の検出 と

訂正9.4シ ス テム障害の救 済 と回復9.5診 断 と保守

9.6ソ フ トウェアの信頼性9.7情 報 の保護 に対す る基本理念

9.8基 本 的な情報の保護方式9.9内 部 記憶保護9.10フ ァ

イルの保護9.11端 末 レベルでの保護9.12運 用管理

第10章 シ ステムの性能評価お よび互換性

10.1シ ス テム性能の評価尺度10.2評 価 の 目的10.3

性 能 評価手法10.4競 合 比較法10.5解 析的手法10.6

シ ミ ュレーシ ョン10.7モ ニ タ リング10.8シ ステムの互

換性お よび移行性の概要10.9プ ログラムの移行10.10

デ ー タ/フ ァイルの互換性 と移行10.11エ ミュ レーシ ョン技術

10.12仮 想 機械

3時 間

3時 間

6時 間

7時 間

計57時 間

単 元C3.フ ァ イ ル お よ び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

章 節 標準時間

第1章 ファイルおよび コミュニケーション ・システムの機能 3時 間

1.1総 合情 報システムへの期待1.2フ ァイル管理 の基礎

1.3デ ー タ通信の基礎1.4総 合情報 システムの概念

第2章 ファイル ・システムのためのハー ドウェア 3時 間

2.1記 憶 装置 の分類2.2記 憶 装置の アクセス

第3章 ファイル ・システムの構成および構造 12時 間

3.1デ ー タ の 構 造3.2フ ァイ ル の構 成3.3順 編 成 フ ァ
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イ ル3.4索 引編成 ファイル3.5直 接 編成 フ ァイル

第4章 ファイル ・システムの分析

4.1フ ァイル ・アクテ ィビテ ィの評価4.2応 答時 間4.3

そ の他 の考慮4.4記 憶 管理技法の分析4.5フ ァイル ・シ

ス テムの評価

第5章 データベース管理 システ ム

5.1デ ー タベース管理 システムの機能5.2デ ー タ記述

5.3デ ー タ操作5.4デ ィレク トリ管理5.5デ ー タベー

ス管理 システムの分類5.6汎 用 データベース管理 システムの特

徴

第6章 コミュニケーション ・システムの基本構成

6.1コ ミ ュニケー シ ョン ・システム6.2デ ー タ伝送路

6.3デ ー タ送受信6.4通 信 方式

第7章 データ通信回線サー ビス

7.1電 々公社 のサー ビス7.2国 際 電々のサー ビス7.3

通 信 回路の効率的利用

第8章 コミュニケーション ・システムと処理形態 ・

8.1通 信 回路の接続形態8.2ネ ッ トワークの形 態8.3

コ ミ ュニケーシ ョン ・システムの処理形 態8.4伝 送制御

8.5基 本 形 データ伝送制御手順8.6

ク制御手順8.7誤 り制御方式

第9章 コミュニケーション ・システムの設計 と評価

9.1コ ミュニ ケーシ ョン ・システムの設計9.2

シ ョン ・システムの評価

第10章 総合 システム

10.1デ ー タベースシステムの機 能10.2デ ー タベース ・シス

テムの分類 と動向10.3デ ー タベースの共用化10.4ア ー

タベース/デ ータ ・コミニケーシ ョン10.5分 散 型 データベース

6時 間

6時 間

9時 間

3時 間

6時 間

3時 間

9時 間

計60時 間

単元C4.ソ フ トウェア設計

章 節 標準時間

第1章 プログラ ミング言語

1.1高 水 準言語の利点1.2PL/1の 特 徴1.3デ ー タ

要素1.4式 お よび代入文と制御文1.5ブ ロ ック構造

6時 間
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1.6記 憶 域割 当て1.7手 続 き処理1.8リ ス ト処理機能

1.9割 込み動作L10翻 訳時 の機能

第2章 プログラム間の コミュニケーシ ョンと結合

2.1デ ーー一夕の受け渡 し2.2呼 び 出 し手 順2.3レ ジ スタの

割当て2.4連 係編集 プログラム

第3章 プ ログ ラムの実行時の構造 と連結

3.1プ ログラムの実行時 の構造3.2プ ロ グラムの実行時 の連

結

第4章 プログ ラム ・コー ドの共用

4.1単 独 プロセス内の プログラム ・コー ドの共用4.2複 数 プ

ロセス間のプログラム ・コー ドの共用

第5章 並行処理における同期制御 と排地制御

5.1多 重 タスク5.2資 源 の共用および割当て5.3事 象

の同期

第6章 プログラムの文書化

6.1文 書 化 の重要性6.2文 書 の標 準化6.3標 準的 な文書

6.4文 書の管理と保守6.5プ ロ グラムの完全な記述6.6流

れ 図6.7決 定 表6.8デ ィシジ ョン ・グ リッ ド・チ ャー ト

6.9状 態 遷移図 と状態遷移表6.10HIPOチ ャー ト6.11

構 造化流れ図6.12プ ロ グラムか らの文書 の自動作成6.13

文 書 か らの プログラムの生成

第7章 テス ト計 画

7.1テ ス トの概要7.2テ ス トの段階7.3結 合 テス トの

方式7.4テ ス トの計画 と実施7.5テ ス トケースの選択

7.6デ バ ック手 法の概要7.7デ バ ッグのためのコー ド化

7.8机 上 デバ ッグ7.9全 ダ ンプ7.10ス ナ ップ ・シ ョッ

ト7.11ト レー ス7.12デ バ ッグ ・モー ド7.13オ ン

ライン ・デバ ッギング機 能7.14実 時 間のプ ログラムのテス ト

7・15シ ミュ レー シ ョン7.16テ ス ト用 データの 自動生成

7.17プ ロ グラムの 自動検証

第8章 プログラムの設計

8.1プ ロ グラムのモ ジュール化8.2モ ジ ュール化の手 法

8.3モ ジ ュール化 によるプログラムの設計8.4プ ロ グラムの

開発8.5構 造 的 プログラ ミング8.6構 造的 プログラミン

グによる コー ド化8.7プ ロ グラムの スタイル8.8デ ー タ

の抽象化8.9高 水 準言語

6時 間

6時 間

6時 間

6時 間

6時 間

9時 間

6時 間
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第9章 総合演習 9時 間

9.1演 習 用 シ ス テ ム9.2ソ フ トウ ェ ア の 作 成9.3報 告 書

第9章 の総合演習の他に,各 車で研修者の理解度に応じた演習を行うこ (X時 間)

とを予定している(標 準時 間の約30%)。 た だ し,こ れで不足の場合 もあ

るので,積 極的に追加す る 必要 もあろ う。

計60時 間

(+X)

指導上の注意

対象 とする学習者 によ っては,こ の部 で扱 ってい る事項 について,既 知であることもある

ので,そ の程度 によって省略 または簡略化することができる。

また,技 術的 な進 歩が急激 なので,新 しい ものでも実務上必要 なものは取 り入れ,陳 腐 化

した ものは棄てていかなければ ならない点 に注意す ること。

〈単元C1に つ いて 〉

データ構造は,ア プ リケーシ ョンと独立 である とい うこ とが重点である。しか し,適 当な

情報システムを例 と して利用す ることによって,具 体的に理解を深 めるよ うに工夫す る。

その際,問 題処理手順 と,構 造 のモデル化 と,実 施する ときの構造 との三者の関係 を明確

にす る。それぞれ のステージ毎 には っき りけ じめ をつけた演習 が行われ るとよい。

〈単元C2に つ いて〉

コン ピュータ ・システムの操作や維持 のために,人 間的要素がいか に関与 しているかに注

意 を向けさせ る必要 もある。

フローチャー ト等の記述方式を利用す ることは勿論 だが,で きればア ッセ ンブ リ言語(マ

ク ロ可能)を 利用 した検討 が行 われ ることが望ましい。

シ ミュレーシ ョンによるテス ト,評 価 も時 間が許せ ば実施 す ることが望ましい。

〈単元C3に つ い て〉

ここで扱 う事項 は,情 報 システムをシステム として統合す るための ものであるこ とを,充

分理解 させる。

講義お よび討議が主体 となるが,部 分的 なシ ステムやフ ァイルの設計はやらせて見る。た

だ し,プ ログラミングコー スでは ない ので,設 計 とそ の評価 に重点 を置 く。

〈単元C4に つ いて〉

コンピュータ ・プログラム作成時 に実際 に遭遇 し,解 決 しなければ な らないこ とを身につ

ける。できれば,適 当な問題 を最後まで処理 させながら,教 材 を解決 してい くのがよい。
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(4)第4部 情 報システムの開発(Dグ ル ープ)

単 元D1.情 報 分析

章 節 標準時間

第1章 システム ・ライフサイクル概論

1.1シ ス テム ・ライフサイクル1.2シ ス テム ・ライフサイ ク

ルの各段階1.3シ ス テム ・ライフサイクル とシステム分析

第2章 システム ・ライフサイクル管 理

2.1プ ロ ジェク ト管理2.2プ ロジェク トの計画 と管理

2.3プ ロ ジェク ト管理 と文書2.4プ ロジェク ト・チーム

第3章 基本 的な分析手法

3.1シ ステム分析3.2シ ス テム分析の要素3.3各 種 の

分析手法

第4章 システム代替案の検 討

4.1シ ス テムの 目的 と代替案4.2代 替 案の開発 と選択

4.3代 替 案の類型4.4PPBSと シ ステム分析

3時 間

9時 間

12時 間

9時 間

1

第5章 システムの経済性評価 15時 間

5.1情 報 の価値5.3シ ステムの評価基 準5.3シ ステ ム

の効果5.4情 報 システムの費用5.5シ ステムの費用効果

分析

第6章 システム仕様書 12時 間

6.1シ ス テムの仕様書6.2ロ ジ カル設計 とフィジカル設計 の

機能分担について6.3要 求仕様技術

計60時 間

単元D2.シ ステム設 計

章 節 標準時間

第1章 基本的な設計手法 6時 間

1.1シ ス テ ム 要 求1.2シ ス テ ム設 計 の 重 点1.3ト レ ー

ド・オフ1.4モ デ ル化1.5情 報 処理系の型1.6シ

ス テ ム 設 計 の文 書 化1.7プ ロ ジ ェ ク ト計 画1.8テ ク ノ ロ

ジ ー ・ア セ ス メ ン ト

第2章 システム資源の選択 9時 間

2.1ハ ー ドウ ェ ア 資 源 の 選 択2.2ソ フ ト ウ ェ ア 資 源 の 選 択

2.3シ ス テム効率の評価2.4設 備 計画2.5設 備 選択
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一 ー ー ー ー ーー ー ー ーーーーーーーーーーーー一.

第3章 ソフ トウ ェアの設計

3.1ソ フ トウェ ア開発の現状3.2モ ジ ュール化3.3プ ロ

グ ラムの設計3.4サ ブ システムのインターフェイス3.5

ソフ トウェアの標準化3.6ユ ーザ とのイ ンターフェイス

3.7プ ロ グラム技法集の整備

第4章 データベ ース

4.1デ ー タ管理4.2フ ァ イルの設計4.3デ ー タ ・ベー

ス概念4.4DBMSの 導 入計画4.5デ ー タ ・ベース ・シ

ステムの設 計

第5章 プログラムの作成と検査

5.1よ い プ ログラムとは?5.2プ ログ ラムテス ト5.3

デ バ ッグ5.4プ ログラ ミング ・ス タイル5.5プ ロ グラム

作成の 日程計画5.6プ ログラム開発工程上の管理作業

第6章 システムの評価 と改善

6.1シ ス テム性能 の評価6.2シ ステムの保守6.3シ ス

テム評価 のまとめ6.4シ ス テムの寿命

この他 に,情 報システムの将来の方向,あ り方について論文,評 論 な

どの資料を与 え,討 議 してお くこ とが望ま しい。D4の 課題 テーマ とし

て もよい。

12時 間

9時 間

12時 間

12時 間

(X時 間)

計60時 間

(+X)

単 元D3.開 発 プロジェク ト

章 節 標準時間

第1章 テーマの選択

1.1実 在 組織 の課題1.2仮 想 プ ロジェク ト1.3課 題 別

1.4課 題 の作成

第2章 チームの編成

2.1チ ー ムの組織2.2チ ー ム活動の意義 と学習 目的

第3章 実習の進め方と教師の役割

3.1ケ ー ス実習の特徴3.2必 要 な教育 技術3.3実 習 の

推移の特徴と教師の対処3.4実 習を進める上での各種の手段

3.5実 習 中に学生 が経過す る段階
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第4章 開発の実習

4.1～4.18(シ ステム ・ライフ ・サイクル にした がった一貫 開発 の実

施 について)

第5章 報告書作成 と発表

5.1文 書報 告5.2口 頭 発表5.3視 聴 覚機材 の利用

5.4発 表 および討論の評価

注 意

この単元は,シ ステム開発 プ ロジェク トを,課 題作業 として実施 させ

る のが目的であ る。 したがって,こ の単元 の指針 内容 は,課 題 作業 を研

修者 に行 わせるに際 しての,教 師へのア ドバ イス と,教 材お よび作業結

果のサ ンプルが参考資料 と して提 供 され ている。

課題作業時間は,条 件に よりかな り弾力的 に運用できる。

○オ リエ ンテーシ ョン,中 間指 導,発 表,評 価 など教師 が直接関与 する

部分

o研 修 生が独 自に作業する時間

oそ の他 自習 ・調査

20時 間

80時 間

1

単 元D4. コ ン ピュータ部門の運 用管理

章 節 標準時間

第1章 コンピュータ部門の組織 3時 間

1.1 企業組織としての位置づけと特色 1.2組 織 運営形態のい

ろいろ 1.3コ ンピュータ部門の義務 と責任 1.4経 営 と の

つ なが り

第2章 コンピュータ部門の要 員管 理 3時 間

2.1 要員の分類2.2要 員 の育成 2.3要 員 管理 のポイント

2.4 要 員 の ロ ー テ ー シ ョ ン

第3章 システム開発管理 6時 間

3.1 コン ピュー タ部 門の組織的変化 3.2シ ス テム要員の職 務

分化 3.3シ ス テム開発計画 3.4 開発 とメインテナンス

3.5 大型 プロジェク トの形成 3.6 標 準 化 と ドキュメンテーシ ヨ

ン 3.7新 しいシステム開発 技法

第4章 コンピュータの導入 3時 間

4.1 コンピュー タの選定 と評価 4.2 コン ピュー タの設 置条件

4.3 ハー ドウェアの保守
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第5章 コ ンピュータ室の運用管理

5.1コ ン ヒ.ユ一夕室 の運用方式5.2設 備 管理5.3デ ー

タ管理5.4コ ン ピュータ使用管理5.5コ ン ピュータコス

ト賦課5.6EDP監 査

第6章 情報処理サー ビス業の利用

6.1情 報 処理 サー ビスの必 要性6.2情 報処理 サー ビス業の種

類 と業務 内容6.3情 報処理サー ビス業の現状6.4情 報 処

理 サー ビス業 の活用6.5外 部 利用の今後 の方向

この他,見 学 ・実習 を,実 際場面 について行 う。上記の 内容は,そ の

際 のオ リエ ンテーシ ョン として講義 または解説 される。必 要な部 分だけ

でよい 。

見学 ・実習

6時 間

3時 間

36時 間

計60時 間

指導上の注意

第4部 は,総 ま とめまたは仕上げ としての性格 もある。他 の部,単 元 との関連が集約 され

ている と言 って もよい。 さらに,他 ではあ ま り直接的 に扱われ ない実務的 な側面 にウエイ ト

が置かれている。 したがって,指 導において も,広 い視野 に立 っての説明,示 唆が大切であ

る。

〈単元D1,D2に つ いて 〉

一貫性 のある講義形式 とす る。

〈単元D3に つ いて 〉

次の三つ のや り方があ り,ど れかを選択する。

① ケースデータの収集 を行わせる。(開 発作業 は行わ ない)

② 問題 を与 えて,シ ステム開発 の演習(課 題作業)を 行わせ る。

③ 企業 での システム開発に従 事 し,そ の中でのサブシステムを完成 させ る。

〈単元D4に つ いて 〉

企業内での情報処理部 門または,独 立経営の計算 セ ンターの実地 を,見 学あるいは実習す

る。D3とD4の 違 いは,D3で は小 さなシステ ムで,最 初か ら最後の完成 までのシステム・

ライフサイクルの全体 を演習 によ って体験す る。D4は 実 務 の詳 細 を観 察するのが 目的 で,

一定期 間で実習 また は見学 を行 う
。こ こでは,シ ステム ・ライフサイクルの全体体験 ではな

く,そ の一部分を詳細に体験す ることになる。
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時 間の制約 によ っては,D3とD4の 両方 を中途半端に学習するよ りは,い ずれか一方 を

選択 し,き ちんと実行する方がよい。どちらを選ぶ かは,学 習者 の経験お よび育成 目的 に依

存 する。

(注)我 が国では,ケ ースデータが,演 習材料 として使用に耐える形 で整備 されてい るとい

うことは殆ん ど無 い。そ のため,い きな りケーススタディ をしようとして も,現 実的で

ない 。そのた め,ケ ース ・データの収集 とい う方法が,D3の テーマのひ とつ として あ

げ られる。
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4.カ リキ ュラム編成 と学 習指導計画



二



、

4.カ リキ ュラム編成 と学 習指導 計画

4.1カ リキュラム編成の留意点

(1)手 順

鮪 はひ とつのシステム作業 である・カ リキ・ラムは,教 育 目標 を達成するためのシ。テ

ム設計に相 当する指 導 緬 は開発作業1・相当 しよ う
.指 導法 は詣 導計画実現のための技

法 に当 るか もしれない。

このシステム作業 が評価 されるのは ,対 象 となった学習者 が,ど の程度 の費用 で
,ど の程

度 ニーズに合 った水 準に到達,あ るいは近づ いたかによって計 られるであ ろう
。

一回あ る所 で実施 され た教 育方法(ひ と
つの教育シ・テム)が ,搬 的 にど。でも優れた

方法 として通用 する ものではな… 繍 シ・テムと同様 ,そ の汎用性,柔 軟性 が高い.と カ、

望 まれるが・そのよ うな理想的 なものに作 り上げるよ りは
,そ の時 ・の専断 よ。て,新}こ

カ リキュラムか ら編成 しなす とい うことの方が
,現 実的 であ ろう。

したが って,教 育 を企画推進 する立場 としては
,こ のカ リキュラム編成か ら実施 までのシ

ス テムを,ニ ーズ と環境 に応 じて,手 際 よく優れた ものに作 りあげるこ とができる必要 があ

る。

本 「上級指針」 は・そのた めの基本的なモ ジ・一・レと骨格 雄 供 していると言
。て もよ、、.

換 言すれば魂 棚 ・合 ・た鞭 の方法お よび実施 は ,や は 哩 捌 ・まか され ている,と い う

ことである。

特 に,学 校で学生 を対象 に して・・る場合は比較的 噺 化 ・反復化の可能性 はあるが渓 務

に就 いている人達 を,実 務 と並行的 に教育 しよ うとする場合 には
,事 情 の違 いや変化が生 じ

てい くので,常 に配慮 と工夫 が必要 である。

実施 するカ リキ ュラムを具体的に編成するためには,次 のよ うな手順 が必要 になる。

① 対象 となる学習者 の水準 ・特性 を決め る(把 握す る)。

② 教育 の具体的到達 目標 を設定す る。

③ 指導内容 をさらに吟 味 して,カ リキュラムを構成す各項 目を選 定する
。

④ 各項 目の適切な配列 と時間数 を決 める。

⑤ 実施 する環境 や条件 の下で,実 行可能性 あるいは難易度 ,期 待効果か ら見直 してみ る。

構 計画 ・指導方法}・つV・ての劇 およびreOSに つ ・・ては ,4.3,4.4で 述 べる.以 下で

は,上 記 の手順 につ いて留意すべ き点 をあげる
。

(2)教 育対象者(学 習者)に っいて
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① 「中級指針」教育 の有無

「中級指針」 をかな り忠実に経てきた者 と,い わゆる中級 技術者 レベル として,直 接対象

となった者では,そ の特性 は相 当異 る。現状 では,知 識 のバ ランスは前者の方 がよい と考 え

られ るが,実 務的なセ ンスお よび,あ る面(特 にプログラム作成)で は,後 者 の経験 の方が

実戦略 である。後者の場合 は,し か しその知識 ・経験 に個人差 が大 きく,偏 りとバラツキが

大 きいことに注意 しなければな らない。

なお,「 中級指針」 と 「上級指針」 の内容的な関係は,基 本は第1章,第2章 に述べられ

てい るし,局 所的 には第3章 で触 れ られ ているが,カ リキュラム編成 への具体的参考 として,

4.2(1)に ま とめてあ る。

② 情報関連学科出身

情報関連学科あるいは各種学校が,最 近 かな りの数になっている。内容 ・レベルにっ いて

は一律 に評価す ることはできない,と い う点に注意す る必要がある.

一般的 に言 って,実 務的セ ンスは無 いが,理 論面,ミ クロな技術面 では,あ る程度の期待

はできるので,カ リキュ ラムの重点 づけを工夫する必要がある。

③ 情 報 処理 部 門生 え抜 きと他部 門か ら情報処理部門生 え抜 きで,上 級技術者 を目指 す場

合,プ ログラマお よび いわゆるSEの 経 験 をかな り経 ていると言える。そ の教育 のされ方

に もよるが,① に述 べた ような傾向に分け られ る。

他部門か らきて,情 報処理部 門の将来の マネジャーになろ うとしている場合 は,多 少経験,

予備知識 があるにせよ,十 分 な じめるだけに消化 させ るには,か な りの工夫が要求 されよ う。

ただ し,情 報処理 部門外 での実務経験 ・知識は うまくひき出 し,活 かす ようにしむけること

が大切である。

④ ソフ トウェア ・ハ ウスのス タッフ

一般 ユーザ としての企業 のス タッフと,ソ フ トウェア ・ハウスあ るいは計算 セ ンターのス

タッフとは,経 験 や問題 意識 お よびニーズの点で,差 が出て くる.

通常 の既設 の コー スの場合,一 般 ユーザのスタ ッフを対象 として用意 されてい るが,そ う

い うコースに参加 した ソフ トウェア ・ハ ウスの人達 は,一 歩距離 を置 いて,と きどき自分の

立場か らの見なお しをす るこ とにな る。本質的 なカ リキ ュラム内容 に差 が無 いにせよ,問 題

の扱 い方において は,実 務 上での立場 の差 による影響 はかな りあ るので,単 元B2の 応 用,

Dグ ル ープ全体で工夫 がいる。

⑤ 適性 ・能力 ・意欲 にっいて

適性 においても,能 力 においても,意 欲 において も,個 人差 はか な り大 きい。適当な競争

があって,選 抜試験 を行 ってか ら対象 を限定 してや る教育 ほど楽 な ものはないだろ う.し か
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し,現 実 には三つの点で著 しく劣 って いて も,何 ん とか教育 によって成 長させ たいとか ,そ

のチャンスを与えたい といったケースが含 まれ る。 このよ うな対象者 が,2割 以 上占めるよ

うなコースは,か な りや りに くくな り,ま た全体 と しての効果 にマイナスを与 えることにな

る。

全体が,同 じよ うな レベルあるいはある程度以上にそ ろえる努力は,何 らかの方法でなさ

れ るべきである。そ うでない場合 は,事 情の許す範囲 で落 ちこぼれ も止む を得 ない という条

件 をつけることになろ う。 レベルの低 い,あ るいは レベルの著 しく高 い少数 グループのため

に,別 の クラスを設 けるこ とは,最 悪の場合考慮 しなければ ならない。すなわち,こ のよ う

な事態が予想 される場合,カ リキュラムに何 らかの工夫 を してお く必要 があるか もしれ ない
。

(3)目 標 にっいて

情報処理分野 にお いてのキ ャ リアパスは,未 だ十分安定的 に完成 していない。将来,ま さ

に上級技術者 によって構成 され るスタッフやマネ ジャーが ,適 切な ものを開拓設定 して いく

ものであろう。

したが って,教 育 を準備す る側(た とえば情報処理研修 セ ンターや大学院)で は
,必 須科

目 と,選 択的科 目を提供す ることによって,個 別 のニ ーズに応えることになろ う。

キャ リアパスやニーズについて,指 針 としてあるべき姿 を,具 体的 かつ詳細 に指示 して も

本質的 に無理(非 現実的)で ある。 あくまでも,教 育 を受 けさせる側 で充分検 討すべきであ

る。

一般 論 と して,次 の点について考 えてお くことが望 ま しい と思 われ る。

① 情報処理分野 のプ ロフェ ッシ ョナルな技術者を目指 すのか,普 通の企業 の枠 組の中での

技術 スタ ッフを目指 すのか(時 期 が来れば,専 門 の経験や技術 の一部 を利用す ることがあ

るとしても,違 った分野や職務 につ くこ とを前提 とする)。

② コンピュー タ技術 を主 と したスタッフ(シ ステム設計技術者)と す るか,組 織 ・機能の

分析 ・構成 を主 としたス タッフ(情 報分析者)と するか。

これ について,ACMカ リキュラム〔3〕が想 定 しているパ ター ンを参考 に図4 .1に 概 念

的 に示 した。

図4.1で,上 位 に進 むに したがい,「 上級指針 」で示 され た全分野 にっいての深 い知識 と

経験 を必要 とする.勿 論,こ の範囲以上であることは当然 である。 しか し,最 初 の段階 では,

情 報分析者 として と,シ ステム設計技術者 としてのス ター トの しか たがある(二 つの職務区

分 については,3.1③,④ 参照)。

(4)内 容 ・項 目 ・配列 ・時間 につ いて

本 「指針」では,単 元毎 にモジュール化 して記述 してあ る。これ を一単元つつ完了 してい
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経 営 者

(Top-Management)

情報 システム企画 ス タッフ

システム開発部長

(lnformationSystemsPlanningStaff)

情 報 シ ス テ ム プ ロ ジ ェ ク ト高 級 ス タ ッ フ

(AdvavcedInfomationSystems
ProjectSpecialist)

(ManagerofSystemDevelopmentGroup)

情 報 処 理 セ ン タ ー 所 長

プ ロ ジ ェ ク ト リー ダ ー

(ManagerofInformations

↑㎞ ㎎㊥
　

コンヒ.ユータシステム計画評価責任者

(Configurator)

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 分 析 技 術 者

(ProjectLeader)

情 報 分 析 者

(lnformationAnolyst)

(ComputerSystemAnalyst)

<一 一 ー ー デ 一 夕 ベ ー ス 管 理 者

(DataBaseAdministrator)

情 報 安 全 責 任 者

(InformationSecurityOfficer)

↑
シ ス テ ム 設 計 技 術 者

(SystemDesigner)

i三三1∵(　 )}
(中級情報処理技術者)

図4.1上 級 情報処理技術者 の 目標 と進路 の一パ ターン
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くことは,実 施上か らも効果 の点か らも,適 切ではない。カ リキュラム全体が,教 育 目標 と

教育方法 と,う ま くバ ランス していることが大切 である。

教育内容の選 定にあたっては,上 記(2),(3)に 述 べたよ うな章 と項目 を考慮 して,ど の単元

の どのような章 と項 目を選択 し,そ れぞれ どの程度 まで詳 しく学習 させ るか,ま た どれ を重

点的に教育す るか とい う問題 が検討 されねば な らない。そ して,ひ とつ のカ リキュラムで カ

バ ーす る諸車が決 まったあ と,そ れ をどんな順序 で学習 させ るのが最 も効果的 であるかとい

うこ とも,実 施方法 とあわせて考慮 されなければならない。

教育内容 を選定 するに際 して,あ ま り多 くの章 を網羅的に選 んだ り,ど の章において も,

各 車に列挙 された キーワー ドや事項 をすべて平面的 に解説す るようなことは,避 けるように

心 がけるべきであ ろう。

一般の学校教育 にお いては
,経 験,興 味や将来 の職業,進 路 な どきわめて多種多様な研修

生 を対象 としているか ら,教 科が網羅的 になる傾向は避 けられず,特 定 の研修生だけに合わ

せ て重点的 に教 え るこ とは,か な りの工夫 を要す る。

企業内教育,あ るいは企業 内教育 の一環 としての社外教育機関 の利用 に際 しては,上 記(2),

(3)を考 慮 した上で,教 育項 目の選択お よび社外教育機関 の利用 の しかた(既 成 コースへの参

加,派 遣 も含 む)を,よ く調査 ・検討 して決めなければ ならない。

その際,指 導 の重点 をどこに置 くかを検討 しなが ら,ど んな概念,原 理,知 識 技術 を,

どの程度 まで詳細 に教 え,ま た訓練 するかにっいて,そ れぞれ具体的 な レベルを設定す るこ

とが大切 である。そのためには,そ の指導 目標 を達成す るために必要 な基礎的 な知識 ・技術

は どんな ものであるかが,よ く吟味 され,正 しく理解 されていなければ ならない。

ひ とつ のカ リキュ ラムに含 めるべ き教育内容 が選定 された上で,よ り大切 なのはカ リキュ

ラム内の教育内容 の相 互の有機的 な関係 である。本 「指針」では,単 元お よび葦間 における

直接的オーバ ラップは殆 ん ど無 いよ うに構 成 されている。 しか し,関 連性 はそれだけ大き く

かっ意識的に重視 しなければな らないと言える。重要 な概 念や原理 は,異 な る角度 から重複

して学習 することが望 ま しい。

また,本 項 冒頭 に も述べたよ うに,カ リキュ ラム全体 のバ ランスが重要であるとい うこと

は,教 育結果 がバ ラ ンス しているこ とを目指 しているか らにほかな らない。 このためには,

常 に教育内容全体 との関連 がは っき りした教育 が,各 項 目にっいて行 われなければならない。

この ことは、 システムのモ ジュール の設計 ・作成が,シ ステ ム全体 の構成 ・働 きを良 く理解

した上で行われ るべ きだ,と い う思想 と合致する。 したがって,内 容ば か りでな く,配 列 も

これを理解 す るのに適切 な ものになることが望 ましく,う ま く実施方法 に結びつかなければ

な らない。
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(5)環 境 お よび実施条 件

この種 の教育 は,非 常 に大 きな企業 ・機関 でないと,社 内で全て を実施す ることは,ま ず

不可能であると言 えよう。 また,逆 に大 きな教育機関 においても,未 だ十分考 える状況にな

っているとは言 えない。 したがって,い ろいろな手段 を併用 しなが ら実施 していかなければ

ならないので,カ リキュラムの編成 を具体的 に行 うこ とは容易ではない。

もうひ とつの大 きな問題 は,教 育時間をどのよ うに して生 み出すか,と いうこ とである.

既 に学校 に居て,さ らに居続 け ることができる学生の場合は別 として,企 業に居るスタッフ

の場合は,長 時 間連続的 に実務 か ら離れて研修することは,多 くの人達 に とって極 めて困難

である。

第 一の問題 を解決 す るために,こ の 「指針」 を存分 に活用す ることを期待す るわけだが,

教 育 を企画 する立場 のス タッフとしては,ま ず自ら相 当の努力 を払 って,研 究 ・調査 をす る

必要 がある。

第二の問題 に対 しては,関 係者お よび経営層に,教 育 の重要性 とその効果 を理解 させ るこ

とか ら始 めることが肝 要 である。

できることな らば,社 外の コンサルティングを受 けるなどの手段 を講 ずることも一法 であ

る。また時間の利用 については,勤 務時間外や休 日などが対象 となる。 カ リキュラム として

も,か な りイ ンテ ンシブ なスケジュール と,自 習が不可欠 となろう。当然合宿や グループに

よる作業が含 まれ る。講師 による教育 は,極 めて重要 なポイ ン トに限定 した ものにな らざる

を得ないだろ う。

4.2カ リキ ュラムの編成 の例

(1)「 中級指 針」その他 とのつなが り

「上級指針」の基本的位置づ けは,第2章 に述べ られている とお りである。ここでは,カ

リキュラム編成 で考慮 すべき関連 を説明す る。

① 「中級指針」 のカ リキ ュラムとの関連

表4.1と 表4.2に 「中級指針」 〔5〕P.17,18に 載 せ られている教 育 目標 と教育科 目を,

要 約 して転載 してお く。

中級技術者 としては,A,B,Cの3タ イプがある としている.し たがって 「上級指針」

は 「中級指針(基 礎編)」 で述べ られ てい る 「基礎 科 目」をマス ター してい ることを前提 と

してい る。 このことは,前 節 までに屡 々触れたよ うに,A,B,Cの どれかの コースで必要

とする 「専門科 目」 を履習 している者(そ れ と同 レベルの者)に とっては・ 「上級指針」の

教育 内容 と部分的 な重複 があ るこ とを意味す る。
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表4.1中 級 情報処理技術者 の職務か らみた コース分類

Aコ ー ス(Aタ イ プ) Bコ ー ス(Bタ イ プ) Cコ ー ス(Cタ イ プ)

コ

ー

ス

経営科学技法とコンピュー

タを利用 して,企 業内の諸

問題解決を支援 し,情 報の

質の高度化を主 とする担当

企業内事務および管理業務

の,コ ンピュータに よる情

報処理 システムの開発 を主

とす る担当者 の育成

情報処理 システムを,ハ

ー ドウェアおよびOS面

か ら効果的 に稼働 させ る

ための業務,ま たは高度
の

性
者の育成 な技法 を必要 とする ソフ

トウェァ作成 を主 とす る
格

担当者の育成

・情報処理分野の基礎的知 ・情報処理分野の基礎的知 ・情報処理分野の基礎的

識 技術 を持 つ。 ・経営科 識 技術 を持 つ。 ・システ 知識技術 を持 つ。 ・プ

コ 学技法および科学技術計算 ムの分析 ・調査 ・設計など ロ グ ラ ム 技 法,フ ァ イ ル

1 手法 を使用 できる。 ・社 の業務 にっいて,上 級技術 編成,ア クセス法 などに

ス 会 ・経済事象の分析 ・モ デ 者 とともに一部 を分担 でき 関する高度の知識技術 を

修 ル化ができる。 る 。 ・サ ブ シ ス テ ム の 開 有 し,駆 使 できる。

了 これによ り,上 級技術者 発 に っ い て は,シ ス テ ム の ・機器お よび ソフ トウェ

者 とともにその業務 の一部 を 分析 一 作成 一 運用まで アの評価 ・最適構成の選

の 分担で きる。 の業務 を遂行することがで 択 がで きる。 ・OSに

目 き る 。 関する高度の知識 を有 し,

標 OSの 改 造や オンライン

プ ログラムの設計 ・作成

が で き る 。

情
報

特 種 特 種 第1種

処

理
技
術
者
試
験

と

の

関
係
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表4.2中 級育成指針各 コースの教育科 目と履習時間数

標 準 時 間 数
科 目

Aコ ー ス Bコ ー ス Cコ ー ス

a1.情 報 処理 概論 20

a2.経 営 実務 60

基
a3.シ ス テ ム概 論 30

b1.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技 法 15 ( (

左 左
b2.情 報 処理 数学 30十10 と と

礎
b3.経 営 科学(1) 20

共

連

共

連
c1.ハ ー ド ウ エ ア(1) 50

c2。 ソ フ ト ウ ェ ア 50

c3.プ ログ ラミング言語(FORTRANま た は 30十30

COBOL)

科
c4.プ ロ グ ラ ム設 計(1) 60十30

d1.コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム 30

d2、 システム分析 ・設 計(1) 60

d3.コ ン ピ ュ ー タ室 の 運 用 管 理 10

目
d4.ソ フ ト ウ ェ ア の 生 産 管 理 10

小 計 545 545 545

a4.経 営 情報 40十40

b4.数 値 計算法 60十30

専 b5.統 計解析 60十30

b6.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 60十30

b7.コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム 60

門
b8.経 営科学(皿) 60十10

c5.デ ー タ ベ ー ス 60十30 40十20

c6.デ ー タ通 信 シ ス テ ム 60 60

科 c7.ハ ー ド ウ エ ア(ll) 40十20

c8.オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 70

c9.言 語 プ ロ セ ッ サ 40十20

c10.ア ッセ ン ブ リ 35十145

目
c11.プ ロ グ ラ ム 設 計(ll) 40十50

c12.汎 用 プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ 6十4 6十4 6十4

d5.シ ス テム分析 ・設計(皿) 60十30 60十50
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ー

d6.コ ン ピ ュ ー タ導 入 計 画 60

小 計 500 410 590

合 計 1,045 955 1,135

注.安 中 のa,b,c,dの 記 号は,「 上級指針」の コース グループ記号A,B,C,

Dに そ れぞれ対応づ けた。標準時間欄 の+× ×は,演 習時間数 を示す。

「上級 指針 」の性格 は,中 級 技術者の タイプと比較 してみ ると,主 にBコ ースおよびCコ

ースのタイ プ延長線上にある
。3.1(4)③,4.1(3)で 例 示 した進路 パ ターンで言 えば,前 者

の延長線 上に情報分析技術者(IAタ イ プ),後 者 のそれに システム設計技術者(SDタ イ

プ)が あるとすることができる。

しか し,本 「上級指針」 では,可 能な限 り全 ての単元 につ いて履 習 し,全 体的 な観点 でシ

ステム開発 ができる技術者 の育成 を目指 してい るこ とは,再 三指摘 したとお りである。ただ

時間的な制約 などで,ど れかに当面の重点 を置 かなけれ ばな らない場合 は,上 記 の二つ のタ

イプに大 き く分 けてみ るの も,ひ とつの方法である。

② 情報科学関係 学科 との関連

各大学 の カリキュラム内容 は統一 されて いない し,重 点の置 き方や レベルに特徴が あるの

で,明 確 にその関連 づけはで きない。こ こでは,お よその解釈 の例 を示 す。

〈履修 している科 目〉

・B1の 一部 …・-b2 ,b3,b4,(b5),(b6),(b7)を 含 む。

・C1,C2,C3の 一部 ,C4の 一 部……c1,c2,c3,c4,c5,c6,c7,c8,c9,

c10,c11,c12,d1の 一部 を含 む。

〈上級指針 の育成 で主 とす る科 目〉

・A1,A2,A3,A4

・B1の 一部,B2 ,b1

・C3の 一部,C4の 一 部

・D1,D2,D3,D4

③ 経 営 ・管理工学関係学科 との関連

〈履修 している科 目〉

・A1の 一部,A2の 一 部,A3の 一部……a1,a2 ,(a3),a4を 含 む。

・B1の 一部,B2の 一 部・・-b2 ,b3,b5,b6,b8を 含 む。

.c1 ,c2,c3,d1,d2

〈上級指針 の育成で主 とす る科 目 〉
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・A1の 一 部,A2の 一 部,A3の 一部,A4

・B1の 一部 ,B2の 一 部,b1

・C1,C2,C3,C4

・D1 ,D2,D3,D4

④ 一般学科 との関連

大学 またはそれ と同 レベルの学習 を し,情 報処理関係の実務 を数年経験 し,か つその間関

連す る知識 ・技術 の修 得に意識的 な努力 をして いれば,表4.1の 基礎 科 目以 上の実力 を具え

ている もの と期 待できる。担 当業務 によって,A,B,Cコ ー スのいずれかの専門科 目履習

レベ ル以上に達 しているだろ う。

すなわ ち,中 級技術者 としての レベル を持 ち,上 級技術者 になるための育成 を受 けるに相

当するもの と考 えられ る。

(2)カ リキュラムおよび教育 プログラムの例

P1～P5は,大 学学部卒業者 が大学院 で学ぶ場合,出 身 と目標 によ って特徴 づ けたプログ

ラム例 である。

実務家(社 会 に出た人=社 会人)の 再教育 のための考 え方 と,プ ログラム例は,後 半 およ

びP6～pgに 説 明 してある。

P1.情 報 システム総合専門 コース ー 修 士2年 間

技術系学科出身者 を対象 とす る。

第1年 度の空欄 は,学 生の専攻 して きた科 目によって不足す る分 の補充,ま たはよ り高度

の内容 の選択科 目に当て る。

1年 前期 A1 B1 C1 選 択

1年 後期

.

A2 B2 C2 選 択

2年 前期

I

A3 D1 C3 C4

2年 後期

I

A4 D2 D3 (D4)

P2.情 報 システム補充 コース ー 修 士1年 間

経営 ・管理 ・IE系 学 科 または情報科学系学科出身者 を対象 とす る。

プ ログラムで不足す る分 にっいては,他 の1年 で補充す るか,実 務 についてか らの研修 を

適宜行 うこ とを期 待 している。全体的 な一貫性 と把握 とい う点で若干の欠点 は残 る。

前 期 A3 D1 C3 選 択

後 期 A4 D2 C4 D3
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P3.情 報 管理補充 コース ー 修士2年 間(他 科 目と並行)

経 営系学科出身者 で,P2で 対 象 とする技術 レベルでない者 を対象 とする。

情 報 処理 技術 者 を育成 す るとい うよりは,情 報処理に強 い「般実務家 または管理ス タッ

フを目指 す。

管理 スタッフ指 向に徹す る場合 には,第1年 度 のみの分で もよいだ ろう。

単元A1,A2,B1,B2に 相 当す る学習は終 了 している もの と考 える。

1年前期 C10*

1年 後期 C11* A3

2年 前期 D1

2年 後期 D2 (D3)

*注 .単 元C10.コ ン ピュ ータ ・システムおよびプログラム概論

目的:① プロ グラミングの理解

② ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアの構成お よびOSに っ いての実務的理解

③ 複数 のプ ログラムの統合化 の方法 とその検証(プ ログラ ミングの基礎

技術がある ことを前提 とす る)

内 容:単 元C2,C4か ら必要 な所 を抜粋 して構成す る。た とえば,C2-1,2,3,

4,8。C4-1,2,3,4,5,8。

**注 .単 元C11.情 報構 造 とファイル

目的:① 情報要素間 の論理関係構造表現 と,情 報構造取扱 いの技法の理解

② ファイル ・システムの基本機能 と,そ の現状 の理解 と分析

内容:単 元C1,C3か ら必要 な所 を抜粋 して構成す る。た とえば,C1-1,2,3,

4,6,9。C3-1,2,3,4,5。

P4.情 報 システム技術専門 コース ー 修士2年 間

情報科学系出身者 で,特 に企業 におけ る情報システム分野 での専門技術者 を指向するもの

を対象 とする。

技術的 に高度 で,し か も情 報システムの問題 にっいて広 い視野 と理解 を持つ ことができる。

情報処理部門におけるシステムプログラミング ・グループの中核 スタ ッフとして有効。

これ以外 の時間では,情 報科学系大学院 として必要 な,更 に高度な理論的学習 を行 うもの

と期 待 している。
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1年前期 B1 C3十C4

1年後期 B2 D1

2年 前期 A10* D2

2年 後期 D3 (D4)

*注 .単 元A10.組 織 システム とその要求情 報

目的:① システム的考 え方,シ ステム としての組織 および経営情報 システムの性格

にっいての基礎概念 を与 える。

② 組織体の経営に必要 とする意思決定 の明確化

③ 意思決定 と長期計画 を実行する ための情報 収集 ・処理 システム設計の解明

(経 済学 の基礎 知識 があることを前提 とす る)

内容:単 元A1,A3か ら必要 とす る所 を抜粋 して構成する.た とえば,A1-1,2,

4。A3-1,2,3,4,7。

P5.OR系 補 充 コース ー 修士2年 間(他 科 目と並行)

単元A3,B2,D1,D2が 情 報 システム分野 の情勢や,シ ステム開発 の問題 の理解 と

認識 を深 めるのに有益 であ る。これ らを学習 したOR系 出身 の技術 スタッフは,情 報 システ

ムの開発過程で大 きな貢献 をす ることも可能である.

中級情 報処理 技術者 で,上 級情報処理技術者 を目指す者 を対象 とする社会人向 コース を検

討する。

大学院 の学生 と本質的 に異るのは,既 に実務経験 があ り,お よその全般的 な理解 があると

いう利点 と,体 系的な一貫的学習 による ものではないための,偏 りや抜けがある という欠点

がある。 また,学 習 に必要な時間 を長期 にわた って連続 に確保 できないこ とも,大 きな制約

である。

カ リキ ュラムの基本 は,P1に 示 したプログラム と変 りはない。工夫すべき点は,そ れ を

いか にして実現 するかで ある.

最 大の難点は,社 内 コース として行 うには,負 担が大 きすぎること,一 方,社 外には殆 ん

ど適当な コースが存在 しないこと,で ある。

したが って,こ こでは,こ のような目的 に即 したコースを,教 育 を担 当する大学院や専門

機関が,積 極的 に開発 ・開設す ることを期 待す る強 い要望 として掲げ ると言 った性格 に もな

る。
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現実には,上 級技術者 およびそれ を目指 す人達 が,自 から本 「指針」 を熟読 し,自 らのた

めの カリキュラムとプログ ラムを作 り,大 部分は,個 人および同僚 を中心 とする仲間達 によ

る研鎖 を していかなければ ならないだろ う。

さて,ま ず時間 と期 間にっ いての考察 を しておこ う。

一般× ,社 外 の機関が行 う教育 コースは,9:30～12:30,13:30～16:30の 時 間

帯 で,5日/週 である。上級技術者 を目指す実務家 に とっては,い かに も間のび している感

じがす る.こ れを許すな らば,は っきりした課外学習 を指定 し,フ ォロー しなければな らな

い。

〈時間 と期間 について〉

①9:00～12:00,13:00～16:00;6時 間/日,30週 間,半 年強 コース。

これだけの時間 と期 間が とれ るならば,い っそのこ と,一 年間 の留学(内 地)を すること

が考 えられ る(P6の プ ログラム)。 教育機関 として も,こ れ を受 け入れ ることの対策 を検

討すべ きである。 これは,し たがって社内教育 では考 え られ ない。

プログラム例 はP6に 示 した。

②9:00～12:00,13:00～17:00;7時 間/日,26週 間,半 年 コース。

③9:00～12:00,13:00～16:00,17:00～20:00;9時 間/日,20週 間,半

年 コース。

大変 なイ ンテ ンシブな コースとなる。 したが って,土 ・日の自習 をきちん と実行 するよ う

にできない と,消 化不 良になる可能性 がある。

② と同 じ期間 をか けるこ とにして,残 りの時間 を,拘 束 された課外時間 とすることができ

れば,理 想的 であ る。

④18:00～21:00;3時 間/日,60週 間,夜 間1年 コース。

夜学 となる。連続 でな く,適 当な間隔 をあけ,2年 以 上の コース にしなければな らないだ

ろ う。

現実 には,夜 間 コースの人気 は極 めて高 い。

⑤ ③ の変形 一1

1週 間/月 で20ケ 月 コース

③ の変形 一2

2週 間/6週 間 で1年 コース

③の変形 一3

4週 間/半 年 で2年 半 コース

⑥ 土 ・日の利用
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この場合は,合 宿形式 が望 ましい。

金曜 日10:00～,日 曜 日18:00と し,約30時 間 の教育 を行 う(① の1週 間分に相 当)。

今後,こ の方法 は極 く一般化 され よう。

④,⑤,⑥ のような場 合は,教 育時間外 の自己学習 をいかに実践 するかに よって,効 果 に

大 きな差が出て くるこ とに,注 意 しなければ な らない。

P6.情 報 システム総合専門 コース ー 社会人向大学院

実務経験 があるとい う点 を活か し,始 めか ら小規模 の演 習 を行って講義の効果 と,後 で行

われ る大 きな演習(D3,D4)の 成 功 を高 める。

〔 〕 は演習 とプ ロジェク トを示す。 〔D〕 は,上 記 の効果 を狙 っているので,た とえば

ライ フサイクルの フェーズ毎 に区切 ったテーマの演習か,極 くスケールの小 さい対象 で,ラ

イ フサイ クルのかな りの フェーズ を含 めるテーマの演習 にす る。

P7.情 報 システム総合実務 コース ー 社会人向中期 コース

一般企業(ユ ーザ)の スタ ッフを対象 と して ,期 間 をやや圧縮 したコース を設定す る必要

性 が高 い。

このプ ログラムでカバーできない部分 については,こ の コース修了後 に適宜補充す るもの

とす る。補充すべ き内容 ・項 目,お よびそ の学 習のために必要な,か な り高度 の知識 ・技術

は,こ の コースで学習で きるよ うにす る。

〔 〕は演習 とプロジェク トを示 す。A,B,Cは 「指針 」で要求 している時 間に比べて,

か な り少 い時間配分 とな っているので,内 容の選択お よび深 さは,P2～P5を 参考 にす る

と ともに,実 際の対象者 について十分検討 して決める。

このプログラムでも,実 務経験 が有 ることを活か し,始 めか らプロジェク ト作業 を行 い,

並行 して行 われ る他科 目の学習結果 を反映 し,演 習効果 を出す。プロジェク ト期 間中に適宜

に設 けられるチェックポイ ン トで,そ の確認 を講師側が行 うよ う工夫す る。

P8・ 情 報 システム総合専門 コース ー 社 会人向講座別 コース

コースグル ープ毎 あるいは単元毎に コース をモジ ュール化 し,短 期 の コースを単独 に行 い,

単位取得 に行 う.

この方式 で行 えば,社 内コースあるいは企業 グループ共同 コース として,モ ジュール毎 に

買 い入れ るこ ともできる。勿論 一部 のモジュールは,社 内で自前 で実行す ることも可能 であ

る。

このや り方にしても,専 門の教育機 関での教育提供が,定 常的に行 われ る ことが望 まれ る。

時間帯 は,③ 型(⑤ 型),④ 型 または⑥が実際的.
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時間帯 は,①,②,③ または⑤ とする.上 表 の各期 の週数 は① を標 準 とした場合

(5日/週)で,4月 上旬 スター トな らば,12月 中旬 に終 る。
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時間帯は,① または②,③ とする。

P9.各 種 短期分科 コース

目的 によって学習 の重点 が異 るのは当然 である。特 に社会人 の場合 は,そ のケースが多い。

P8の プ ログラムによる公開講座 が行 われれば,目 的 に合 ったカ リキュラム を自分で用意 し,

必要 なコースを適切な順序 で受講 していけば よい.

重 点の置 き方 とカ リキュラムについては,P2～P5を 参考 にする とよい.

時 間帯 としては,② 型 もあ りうる。

4.3学 習指導計 画と準備

(1)計 画 の重要性

教育 の実施 は,そ の前段 階の準備 が適切 でないと,教 育 の実効があがらないばか りでな く,

教育 に費や した時 間 と費用 の浪 費 となる。教育時間の浪費 は,教 育担 当者側 と被教育者側 の

両者 に対す る時間の損失 である。被教育者が多数の場合 は,浪 費時間は累積値 とな り,軽 視

できな い。

また,効 果のあがらない教育 を行 うことは,教 育 を行 うこと自身 に も批判 がはねかえ って
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くることにな る。 したがって,不 充分 な準備 のもとで行 う場 当 り的教育 は,百 害あって一利

なしといって もよい。

教育時間,教 育予算 の確保な どの環境的制約の多い企業 の教育の場合 は,教 育 計画 に特 に

慎重 でなければ ならない。

企業 にお ける教 育は,一 般 に非生産活動 であると考 えられがちであるが,こ れは実務的 な

制約 の下で,効 果的 でない教育 を行 うことか らもたらされ る幣害であ り誤解 である と言え よ

う。制約が きび しい場 においてこそ,計 画や準備 に充分な時間をかけるべ きである。無計画

や無準備の もとで行 われ る教育 によって,教 育は非生産的活動 である と考 えられるよ うにな

った風潮 こそいましめられなければな らない。

上級情報処理技術者 を育てる ことは,そ の下で活躍 する多 くの中級以 下の技術者 を有効 に

働 かせ ることにな り,さ らに彼 らを育 ててい くことになる。 したがって,上 級技術者の育成

は,何 乗 に もな って成果 を増幅 してい くと期待 して よいのである。

以上のよ うな ことから,企 業 の教育 の場合,特 に意識的に行 う学習指導 計画 の立案,指 導

法 の研究,教 育器材 の整備,教 材 サ ンプル,事 例 の材料等の収集や蓄 積 ・整理 が必要になる。

(2)上 級 情報処理技術者 のための学習指導計画

これ までに説明 してきたこ との中で,中 級以 下のための学習指導計画 と,特 に異 る大きな

条件は,次 のようなことである。

① 教育内容 が,分 野的 に大 き く拡大 した。

② 教材お よび教育方法 ならびに教育提供機関が殆 んどできていない。

③ 対象 となる研修者(学 生以外 の)は,中 核ス タッフであるため,時 間的制約 が大きい。

④ 対象 とな りうる人数 は,相 対的 に著 しく少 い。

この ことは,完 全 なカ リキュラム編成 が行 われた として も,そ れ をきちんと実施 してい く

ことは難 しいとい うことである。実施準備 中あるいは,実 施途 中で予想 してない事情 が生 じ

た り,教 材 や教育方法に変更 を求 め られた りすることがあ りうる。前項 で述 べた周到 な計画,

準備 とは,予 想 してない事情 や状況 によって,な るべ くアダプテ ィブに対応 できるよ うに し

てお く,と いう条 件 もっけられ る。

カ リキュラム編 成は,シ ステム作業のシステム分析段階 だ とすれば,学 習指導 計画 とそれ

に よる準備作業は,シ ステム設 計お よび開発段階に相 当すると言 うことができよ う。その様

子 を,シ ス テム作業 とアナロジカル に図4.2に 示 した。

以 下に,学 習指 導計画 と準備 につ いて,要 点 を説明す る。

(3)概 要言十画

く以 下の各節 ・項にお ける説明は,教 育専門機関 と社内教育 の場合 とに明確に区別 しない
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見

直

し

)

(
見

直

し

)

内容 ・項 目 を明確 に す る

順序 ・時間の構成 をする

最 適 な カ リキ ュ ラ ム編 成

実行すべき学習指導計画書

教材,テ キス トな どの手配

講 師 の手配

社外教育機 関への申 し込 み

教 室 ・教具 その他 手配

etc

)にブイテプダア

実

ー

カ リキュラム編成段階

(シ ステム分析)

(予 備 設計)

学 習指導 計画段階

(シ ステム設計)

(プ ロ グラム設計)

(プ ロ グラム仕様)

(機 器 評価 ・選択)

学 習指導準備段階

(プ ログラミング)

(機 器 設備)

(etc.)

(総 合 テス ト)

図4.2教 育 方 法 の 開 発
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で行 う。内容的に は共通す るので,そ れぞれの立場 で適切 に理解 して いただきたい。〉

① テキス トの選 定お よび作成 計画

「上級指針 」で示 され た教 育内容 に適 したま とまったテキス トは,現 在存在 しない。 した

が って,何 冊 かのテキス トまたは参考書 ・論文の全部 または部 分を組 み合わ せて使 用するこ

とになる場合 が多 い。 この際,な るべ く思想 の一貫性,レ ベルの同一性 な どに配慮 しなけれ

ばな らないが,教 師にある程度 の柔軟性 が期待 できれば,か えって若干 の不統一があ った方

が,教 育的 とも言える。

時間的 余裕 を持 つこ とがで きれば,ま とまったテキス トを,カ リキュラムお よび指導計画

に沿って,作 成す るこ とがで きる。

テキス ト毎 に,時 間内に討議 した り,宿 題 にす るのに適当な課題 リス トを付け加 え られて

い ることが不可欠である.既 存 の書物 を利用す る場合には,課 題 の部分 だけ別途 きちんと用

意 してお くよ うに しておかなければな らない。

② 参考書 の整備

参考書にっ いては,各 内容毎 に充分用意 して,学 習者 は勿論 企画担当者 ・講師 のための

便 を図 ってお くことが大切 。情報処理 分野 は発展 が急速である し,適 用分野 も拡 大 しっっあ

るので,新 しい概念 ・技術 ・思想 な ど,常 に提供 できる態勢でなければな らない。

また,直 接情報処理に関係 ないよ うに見 える内容の もの も,「 上級指針 」の内容お よび参

考書 リス トを参照 して,幅 広 く整理 してお く必要が ある。法律 や心理学の参考書 も必要 であ

る ということは,明 白である。

学習指導計画 に よって必然的 に明 らかにされ てこようが,自 習や課題研究 の ウェイ トが,

教育 効果 や時間的制約 の理 由で,か な り高 くなる筈である。このために,特 に配慮 された参

考書 の選定 ・整備が重要 とな る。頻繁 に利 用 され る参考書は,で きれば学習者全員 に配布 さ

れ ることが望 ましい。

③ 課題研究 テーマお よびその材料 の蓄積

グループ作業 である程度長時間か けて行 う演 習は,そ のテーマが適切に設定 され ていない

と,大 きな無駄が生 ずる。また,対 象 によって,適 切な テーマに違 いが出て くるので ,特 に

対象 にバ ラツキのある場合や,対 象 が未定の場合 には,多 数 のものを用意 しておかなければ

な らない。

テーマに即 した材料が無 い と,学 習者 自身 に大 きな時間的負担 をかけた り,不 可能 に なっ

た りす る。ただ し,実 行可能 な方法 があって,学 習者 自身が調査 ・研究 する こと自体 に意義

があ る場合 は,材 料の存在場所 およびその程度 を確認 してお くだけで もよい。

日本 の現状では,残 念 なが ら,シ ステム開発 の事例 などは,充 分な形 では存在 していない。
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そのた め単元D3で は,そ れ を収集 することをひとつのテーマの候補 として いる.教 育 の長

期計画によ って,時 間 をかけて蓄積 してい く作業 も行 っていかなければな らないだろ う.

④ 見学先/実 習先の選 定

希望 と受け入れ との折合 いがっけ られなければな らない.特 に社外 の場合 には,事 務的な

手続 き以外の諸関係 を,適 切 に実施 できるように してお かな ければな らない。

⑤ 教 育環境の検討

教育環境 とは,教 室,実 習用設備,演 習室(討 議室),教 育器材,プ レゼンテーシ ョン用

具な どである。この他 に グル ープの合宿 な どの設備 が必要 となろ う.専 用 の教室 が無 い場合

は,使 用 スケジュールの調整 も必要 となろう。

教育 のために コンピュータを使用 することがある.特 にCグ ループの単元では,単 純 に,

端 末処理 した りプログラムデ ックを処理 した りす るだけでは済まないもの もある。 したがっ

て,コ ン ピュータ利用 については,コ ンピュータ使用時間や負荷 の見積手配 だけでな く,必

要なプログラムの開発 か ら行 っておかな ければな らない.

視 聴覚教育用器具や教材 の準備には,か な りの時間 と費用 がかかる。そのための計画 もし

ておかなければな らない。

⑥ 教育責任者 の決定

企業内教育 では,教 育担当者 は専任 ではないのが一般 であろ う.し かし,教 育にっいての

責任者は決めなければな らない。中級以 下の教育 も実施 していて,あ る程度 の規模の教育が

運営 され てい るよ うであれば,専 任者 を置 くこともできよ う.一 般 には,情 報処理部門 の中

間管理者 が,職 務 のひ とっ として担当す ることになる。

注意 すべき点は,上 級 コースは,特 に企業 内では,連 続的 に多数 の学習者 をかかえて行 う

とい うことは,あ り得 ないので,実 施 していない期 間において も,常 に企画 ・推進 ・準備 に

意 を用い続 けてい るとい うことが大切 である.

⑦ 教育 日程

概要計画 として は,長 期的 な日程 に関す る方針 を決 める必要 があ る。特に企業 の人の教育

では,次 の⑧に述べ るよ うないろいろな手段 の組 み合 わせ を,長 期にわたって実施 してい く

こ とになる場 合が多 いので,全 体が完 了す るまでの所 要時間は,必 然的 に長 くな る.た だし,

こ の期間 が長 い方 が効果 が薄 まるとい うこ とはないから,工 夫の甲斐は ある.

教 育 を実際 に行 う担 当者 の他 に,教 育計画 お よび実施の管理 を行 う事務 局ない しは担 当者

が必要 である。これは企業内においても同様 で,こ れが無いこ とに よる教育担 当者の負担増

は,著 しいものになる。

学 習者 に とっては,実 務 のかたわ ら教育 を うける場合,正 確な 日程表があ り,事 務 局がそ
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の参加 につ いて,い ろいろ配慮 して くれれば,実 務 への差 し障 りも少 くな り,教 育効果 もあ

が る。

⑧ 教 育手段の選定

専用の教育機関 が,適 切 な コース を設 けて,ス ケジュールに合 ったや り方 を している場合

に,企 業 はそれに対象者 を派遣ず るのが,最 も理想 に近 いものと言えよう。費用的 に も,結

局は最少 になるだろ う.特 に,対 象者 は一企業か ら一時 に多数 とい うことはあ り得 ないか ら,

社 内の専門 コースは成立 ち難 いか らである。

換 言すれば,多 様 なニ ーズに応えて くれる。 しか も高度に準備 された上級 情報処理技術者

育成 のコースが,し か るべ き機 関で実施 して くれるよ うにな ることが,社 会的に見て非常 に

望 ま しいことだ,と 言える。

ところで,こ れが無 い状況においては,社 内教育,社 内OJT,社 外 機関 の コースへの参

加,短 時日の講演会への参加,個 人的な勉学 ・調査 ・研究な どの組 み合 わせ を適切 に行 うこ

とである。

内容その他 の条 件か ら,う ま くこれ を選 んで,実 施計画にす ることは,シ ステム開発 のひ

とつのテーマでもあ りうる。

⑨ 教育履歴管理

長期的 な計画 に したが って育成 してい くので,個 人別の教育履歴管理 が必要 である。勿論

これは,情 報処理教育 とか 「上級指針 」 とかにこだわ らず,全 人教育 という観点 で管理 ・整

理 してお くことが望 ま しい。

テス ト等 による科 目別成績や総合成績 をっけてお くことの意味 はあるが,上 級 コース以上

になった場合 には,本 人 の適性や意欲 の確認 ができる程度 の成績評 価 でよいだろ う。当然,

教 育効果 の判定あ るいは学習者への フィー ドバ ックや刺激 のためのテス トは,成 績 とは別に

行われるのは当然 である。

⑩ 教育効果 の測 定

教 育は 「これ これの科 目の教育 をこれ これの時間 だけ実施 した」 とい う形 で,そ の効果が

測定 され るべきものではな い。教育効果の測定は質的 な ものでなければな らない。

客観的立場 にある人 々か らの意見 や批判 をうけることも,積 極的 に行 われ るべ きである。

ただ し,真 剣 に教育 にっいて考 えている人 からの意見 を求め ようとして も,な かなかそれが

で きず,ア ンケー トなどに よる質 の悪 い回答 によって,教 育方針 を ぐらっかせ るようなこと

になる危険 もある。

被教育者 自体 か らの意見には,部 分的に貴重 な ものがあるので利用 できる。 いずれ に して

も,多 くの意見 ・批判 を多数決原理 によって処理 し,直 接実施 に結 びつけるのは避 けるべき
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で,専 門的 な立場 で充分検討 すべきで ある。一般 に,意 見 ・批判に無原則で対処 している教

育は,安 定 しない。

⑪ 教育時間配分 ・教育担 当者割 当

概 要計画 の最 大のポイ ン トは,実 際的 な教育時間配分 と,教 育担 当者割 当になる。

教育担 当者 を,社 内教育の場合 は勿論,学 校 や専門機 関で も,必 要 な レベルの人間で,必

要な時間数(人 数)だ けそろえることは,困 難 である。ある程度 の妥協や折衷案 とい うもの

もあ り得 る。

特に重要 なテー マにっ いては,担 当 してもらう講 師に,充 分な準備時間や調査 ・研究のチ

ャンス を与 えるよ うにす る必要 がある。これは,教 育 す る立場 か ら見れば,大 きな資産にな

る。また,準 備 させ られ る担 当者 に とっては,あ る意味 で大変良い学習 になる.す なわち,

教 育担当者 としての割 当 も,教 育計画 の一環 として組 み入れるこ とは,極 めて現実的である。

⑫ 教育者の養成

上述 のよ うに して,教 育者 を新生産 ・再生産 してい くこ とができる.教 育担当者を固定す

ることは,教 育技術 としては洗練 され る利点があるが,反 面,教 育内容 の固定化,陳 腐化 の

危険 がある。その欠 点 を補 うものは,教 育者 自身の教育(自 己教育)で あるが,そ れ とは別

に教育担当者 の新 陳代謝 も必要 である。

したがって,教 育手段 としての教育担 当者育成 と,教 育手段 を新 しくす るとい う二つの 目

的 を組 み合 わせて,長 期的 ・短期的両方の教育者育成 計画 も,概 要計画 の中に とり入れ られ

るよ うに してお くことが望 まれ る。

(4)詳 細 計画

各単元の実施項 目毎 に,

・教育時間 一 講 義時間,演 習時間,自 習予定時間

・教育 目標

・指導 上の留意点

・テキス トお よび参考書

・教材(サ ンプル,視 聴覚器材 の利用方法)

・課題研究 ・演習 の実施 方法 および材料

な どについて記入 してある指導票 を作 る とよい.本 「指針 」各論 では,こ れ らについてのお

お よそ の事が述 べ られ ているが,こ れ をさらに細分化 してお く。

指導票の記載は,教 育 担当者(講 師)が 行 い,教 育実施後 はその実績 を加 味 して改訂 も適

宜 に行 う。 したが って,指 導票 はカー ド式 で一定の記載形式 の ものに してお くのがよい。社

外講師の場合 には,参 考 のひとっ として,社 内でや って いる方法 を説明 してお くとよい。賛
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成 を得 て新 に実施 して くれ るこ とも期待できる し,場 合 によっては,既 に独 自に実践 してい

るか もしれ ない。

教育 メデ ィアの整備 には,教 育担 当者 に とって,教 育実施時間 よりも多 くの時 間(約20倍)

が必要に なる.し たがって,常 々教育用 とい う観点 か ら,材 料の蓄積に心 がけて いなければ,

き ちん とした教育はできない。

(5)学 習 指導案

詳細 計画 に基 いて教育す る小項 目毎 に,指 導 内容 と指導方法や手順 を決 める。数時間あ る

いは数 日分(教 育 内容 が連続 してい る場合)を 単位 として,実 際的な指導 上の留意点の メモ

が作 られ ていることが望 ま しい。

特 に,視 聴覚教材(掛 け図,OHP,映 画,ス ライ ド,ビ デオ等)な どは,手 順,使 用時

間などの配分をあらか じめ考 えてお くべきである。

教育担 当者 間の連絡事項 のコミュニケーシ ョンを良 くするための連絡票 も,標 準的 フォー

ムを定めて適確に行 えるよ うに してお く。

学 習指導案 に盛 るべ き主要事項 は,次 の とお り。

① 小項 目毎 の指導上 の留意 点(実 施 上の虎 の巻)… …例 図4.3

② 教 材使用上のメモ(材 料,器 材,手 順,時 間)

③ 教育記録(出 欠簿,宿 題,自 習項 目,レ ポー ト,テ ス ト等)

④ 連絡事項(担 当者 → 事務局,担 当者 → 担当者)

これ らにっいて,各 実施機関の特性 に応 じ,様 式 を工夫 すること。

(4)準 備 作業 について

新 にテ キス トやその他 の教材 を作成 する場 合,そ の様式 ・分量などの標準は決めてお くこ

とがで きる。

また,ス ライ ドやOHPを 用 意す るとき,一 枚 に入れ るべ き字数や,字 の大 きさ,一 枚当

りに要す る説明時間 の標準 な ども,担 当者 に指導 してお くと,極 端に使用 しに くい ものが出

来上がるこ とを防 ぐのに役立 っ。

社外講師は当然 のこと,社 内講師 にっいて も,科 目別に名簿 を用意 してお くと,選 定に役

立 っ。また同様 に して,社 外で使 われ る各種 コースの一覧表 も作成 してお く必要が ある。

参考書 ・文献等についても,い ろいろな角度 から検索 できるラィブ リー システムを用意 し,

しか も常時更新 してお くと,教 育計画だけでな く,実 施面で も有効に活用 で きる。ライブ ラ

リーは,必 ず しも自社所 有の ものばか りでな く,利 用 できる社外の所有分 もレバ ー トリに加

えてお く.そ うする と,情 報処理部門の日常の実務 のために も,非 常 に有益 である。

メ ーカーのマニュアルや,パ ンフ レッ ト・カタログ類 も,教 育用 とい う観点か ら収集整理
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コ ー ス 名

単 元 名 モ デ ル 化 と 分 析

内 容 テ ーマ 統 計 的 方 法

年 月 日 ・時 間 担 当

指針との関係

時間 数

B1.第1章 に準 拠

講義:4時 間 演習:2時 間 課外:4時 間

目

標

諸現象の把握 ・分析と推定 ・予測の基礎 となるデータの扱い方を身につける。

(1)サ ンプルによって全体を知 るということの意味 を理解させる。

② 基礎的な確率分布とその性質を理解 させる。

(3)統 計的方法の最も基本的な技法 として母分散,母 平均の推定の仕方を身につけさせる

項 目 主な指導項目 指 導 内 容 指 導 方 法 指導時間

1.母 集 団(1)

と サ ンプ 介

ノレ

統計的方法の紹 現象や物の集団的性質 を把

握するのに,部 分的情報 し

力使 えないこと。そのため

に統計的方法があること。

図(第1部P2図1-1参15分

照)を 用 い,身 近 か な例 を

ひ い て説 明 す る。

(2)デ ー タ と度数 分

布

デ ー タは 分布 す る こ と。

平 均値 だ け で な く,分 布 の

しかた が,性 質 を把握 す る

の に重要 な こ と。多 数 の サ

テ クニ ック の詳 細 は,適 当30分

な参 考 書 を指 示 す る。 チ ッ

プ実験 を用 い て,実 感 と し

て理 解 させ る よ うに す る。
.～

演習2 母平均 と母分散の推 方 法 を身 につ け させ る こ と。 コ ン ピュ ー タ周 辺 に よ くあ 1時 間

定と検定方法の実際 平均値の異同 とバラツキの る例 か ら,実 際 に近 い デー

異同の意味の差を実感させ タを2群(で きれば3群)

る こ と 。 与えて,そ の違いを分析 さ

せ る 。

図4.3学 習指導案 一 教育内容別指導要項

してお くことも必要 である。勿論,実 務用 と共用 に してか まわ ない。

教育用 の コンピュータ ・プログラム開発 は,企 業内でそのためだけに行 うことは困難な場

合が ある。この場合 には,ひ とっの課題研究 テーマとす ることがで きる。この場合,中 級以

下の教育 方法 との ドッキ ングが効果的 であ り,中 級以 下の実習 また は,課 題研究 テーマと し

て生産 させ ることができる。

4.4学 習 指 導 法

(1)教 材 ・教具

① テキス ト

「育成指針」は,カ リキュラムの解説書であ って,学 習者 に与 えるテキス トや講師 のため

のマニ ュアルではない.ま た,各 車 に掲げ られている参考文献 も,主 と して教育担 当者 のた

めの指導 上の参考書 であ り,テ キス トに使 うことを直接意図 していない。

したがって,こ の 「指針 」に示 された教育 を実行す るためには,多 くの事項に関 してテキ
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ス トが必要 となろ う.テ キス トは,講 師 に とっては負担 を軽減 し,学 習者 にとっては理解 を

助 けるための,有 効 な教材 である。

しか し,必 要 とされ る全ての テキス トを,そ れぞれの企業 あるいは特定 の教育機関が独 自

に作成す ることは,当 面非現実的 な期待 である。それ ぞれの事情や特殊性 あるいは,た また

ま得意 とする項 目にっいて作成するとい うこ とになろ う。

企業 にお いては,実 務 に直結 した部分,あ るいは事例については,積 極 的に独 自の テキス

トを作成す ることが望 まれる。

また,一 つの分野や一つの科 目が,一 冊 のテキス トで完全 に説明 しっ くされることを,講

師 自身 が期待 した り,学 習者 にそのよ うに印象づけた りしてはいけない。 む しろ話題 に応 じ

て,何 冊 もの文献や参考書 を併用す ることを勧めたい。

② 参考文献

前項で も触 れたよ うに,「 指針」各論 の各車に掲げた参考文献は,教 育担 当者(講 師)が,

具 体的な学習指導案,テ キス ト ・演 習問題,宿 題 ・自習の指導案を作成す るときに活用 され

る ことを意図 している。 しか し,そ れ らを適当に組み合 わせて利用すれば,テ キス トとして

も役立つ もの もあるので,検 討 の上使用 されたい。

③ 視聴覚器材

④ プログラムパ ッケージ

この教育 の中で,い ちいちコンピュータ ・プログラムを作成 しなが ら,何 か を分析 した り処

理 した りす る時間は とれ ない。

プログラムパ ッケージ自体 が,.コ ン ピュータ ・シス テムのひとつ の構成要素 とい う観点か

ら,プ ログラムパ ッケージの使用法や機能は十分解説 され る ことが望 ましい。その場合,こ

れ を使用 するデモ ンス トレーションや,学 習者 自身が使 ってみ る演習が行 われる。 したが っ

て,プ ログラムパ ッケージも,教 材 のひ とっ として考 慮 しておかなければ ならない。

実験的 なプログラム(コ ンピュータ ・システムの ある機能 を試み る,あ るいはプログラム

の特性 を評価 してみる,な ど)は,教 育の 目的 で開発 しなければな らないか もしれない。教

育担 当者 が開発 してお くことが望 ま しいが,4.3(4)に 述 べたよ うに,他 の教育課題 で作成 さ

せ るの も有効 な方法 である。

⑤ 事 例(ケ ーススタディ)

これの必要性 お よび準備の大変 さは,い くっかの所 で触れ てきた。特 に,事 例に よるケー

スス タデ ィは,実 務教育においては不可欠な ものであ るに もかかわらず,情 報 システム分野

では未開発 である。

これが可能 にな ると,情 報 システムにかかわる問題 の特徴 である組織 と技術 の両要因 を,
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同時に扱 い解 明す ることがで きる。

ケースス タデ ィを解説 してい く技法 を,教 育担 当者 が充分身 につけてお くことが前提 とな

る。

なお,ケ ーススタデ ィは,第4部(Dグ ル ープ)の みの ものではな く,各 部(特 にAグ ル

ープおよびB2)で 扱 われ ることが期待 されているが ,全 体 を横断的 に理解 させるために有

効に利用 してほしい。

⑥ プロジェ ク ト作業 とゲーム

大 きな プロジェク ト作業 は,単 元D3で 総合的 に扱 う。講義や討議 と同様,実 経験 をさせ

る ことが,こ の教育 には重要で ある。そ のた めに,特 定の指導的 な枠組 の中で,学 習者 がグ

ループでの作業 を通 していくっかの側面 を経験 させる。

い くつか のテーマ,た とえば単元A3,C2,C3お よびC4で,こ れ を行 うことが望 ま

しい。いずれ も,シ ステムの実施化 とい う面 での諸問題 を扱 うことに重 点がある。

ゲームは,特 に単元B2に お ける教育 に有効であ る。各人 に特定の役割 を演 じさせ るこ と

は,現 実 のある状況 を処理する際の実験的経験 を得 られる。現実に投入 され るよりも,多 く

のことが理解 でき,応 用力のある力 を養え る。

以 上のよ うな効果 を高 めるために,材 料 の上手な準備 は,大 きな努力 を払 って行 っておか

なければ な らない。

(2)講 師

情報 処理分野のみ ならず,か な り広範 かっ高度 な内容 を求 めてい るので,少 数の講師 がこ

れ を担 当することは難 しい。それ ぞれ の教育 内容 によって,適 切な人材 を起用 しなければな

らない。

この際,ア カデ ミックな専門家 に よる客観 的かっ一般的 な教育 をす ることも必要であ り,

一方 ,「 どろ くさい」現実 をベ ースに した内容 を提供 して くれ る講師 も必 要である。その間

には,あ る程度の反対意見や矛盾 があ るこ とも,決 してマイナスにはな らない。それが何故

なのか,と い うことを考 えてみ ることが必要な ことのひ とつである。 ただ し,そ のことが学

習者 のア レルギーにならないよ うな指導法 にお ける配慮 が,ど こかでなされてお くよ う工夫

しておかなければな らない。

また,多 くの講師 によるので,そ の間の連携のた めの手段 を用意 してお くことが,全 体的

な効果 をあげ るた めに大切である。そのためには,次 のよ うな具体的配慮が望 まれる。

① コーディネイタ(教 務 主任)

コースグループ毎 に,そ の中にお ける講師間 の連携 を高 めるとともに,講 師間の教育 の相

互に,根 本的 な思想 で矛盾な く,し か も密接 に関連づけながら実施 され るよ うに しなければ
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な らない。

本 「指針」 では,お ・よそ次の ようにコーデ ィネ ィタを区分 して配置すべ きである。

・第1部(Aグ ル ープ)担 当

・第2部 単元B1担 当

・第2部 単元B2担 当

・第3部(Cグ ル ープ)担 当

・第4部(Dグ ル ープ)担 当

② 講 師連絡会

特 定の講師 が発見 した,教 育上の一般的 な問題 点 にっいての討議や,教 育技術 の相互研修

といった 目的 で,講 師間の連絡会 を必要に応 じて行 う。全体連絡会は,上 記の教務 主任 によ

って構成 され る。
ノ

各教務 主任 を中心 とす る担 当講師 のサブ連 絡会 は,定 期的 に行 ってお くのが よい。

講師不足 に対 する教育担 当者育成 にっいては,4.3(3)⑫ で指摘 したが,上 級技術者が さら

に成長 して教育担 当者 になる筈 であ るから,上 級技術者 の育成 の中には,教 育者あるいは技

術指導者 としての,必 要 なマナーを習得するチャンスがあることが望 ま しい.本 「指針 」で

は,こ の点に具体的 に触れて いないが,学 習者 グループの中で,特 に得意 とする分野 が優 れ

ている者 が居た場合 は,そ の事項 につ いて部分的に講師 を担当 させ ることが考 えられる。

社 内教育 の場合,互 いに相 手の専門 についての価値 や尊敬 を持 っているか ら,充 分な期 間

を取 って,対 象 項 目と指導上の留意点(例 えば図4、3)等 の指示を しておけば,他 の学習者

も満足 で きる教育がで きる。また これ は,担 当 した人に とって,大 変効果的 な学習 になる。

カ リキ ュラムの一部に,「 相互教師」の時間 を設 け,全 員または複数 の学習者 に,教 育 の

仕 方の訓練 を兼ねて,講 師を担当 させ,討 議す るこ とも考 えられる。

(3)教 育 の運用

① 学習時間

本 「指針 」各論毎 に示 してある教育標準時間(3.3)は,あ くまで も参考値 である.し た

が って,実 施 に際 しては目標,ニ ーズ,環 境条件 な どによって,適 宜変更す ることができる。

さらに,で きることならば学習効果 を測定 しっつ,ア ダプティブに実施途 中で変更 してい

くことも必要であ ろ う。特に著 しい予想外 の事情が生 じた場合には,時 間のみな らず,内 容

の変更や レベルの変更 も行 う必要 がある.

② 複合的 ・総合的学習

何 回か触れ てきた事柄 である。元来,実 際業務 は,多 くの要素(分 野)が からみ合 った も

のとして実行 され ている。教育 モジュール は,か な り個別 の要素に分解 され ている.こ れ を
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この まま実施す ることが多いが,こ のギ ャップを埋 め,学 習者がシステム としての業務 に取

り組 めるよ うにするには,教 育の場 において,相 互関連性 を絶 えず強調 し理解 させ るように

心 がけなければな らない 。

(4)総 合 的学習の軸

学 習の総合化 を心 がける場合,例 と して文献 〔1〕6.2か ら三つの軸 を参考にあげてお こ う。

勿論,こ れ以外 のま とめ方 もあ り,ま た もっ と総合化 して,一 本の主軸 の下に集 中化 する

工夫 もできるだろ う。

① コンピュータ技術 の活用 とい う観 点

② 定型 モデルの活用 とい う観点

③ 人間行動 に対する実務的 アプ ローチ とい う観点

(5)評 価

学習者 の,各 内容あ るいは単元毎 の理解 度 の評価 は,全 コース終了時に行 うだけでは不十

分であ る。特 に,コ ース期間中の フィー ドバ ックに よ りアダプティブに実施 していこうとす

るならば,キ メ細 い評価 をしていか なければ な らない。

この評価 は,学 習者に序列 をっ けるの を目的 とす るものではない。学習者 の全 てが一定 レ

ベル以上の理解 に到達す ることが,基 本的 に要求 されているので,こ れ を確 認す ることと,

補 充すべ き点 ・変更すべ き点 があれば,こ れ を明確 に して,次 のアクシ ョンに結 びつ けるこ

とができなければな らない。

ただ し,上 級 レベルの教育 では,本 質的 に不適当 な対象者 に対 しては,教 育の 目標 を変更

す るかギブア ップすべきであ り,義 務 教 育 的 な努 力 を,教 育提供側が行 う必要はないだ ろ

う。その場合,不 適切 であることが証明 できるだけの資料 も採 取 しておかなければな らない。

一方
,教 育 する側に とって も,教 育方法 が効果的 であったか どうかを,直 接反省 し,改 善

に資す る努力 をしなければ ならない。その ためには,評 価方法(あ るいはテス ト)は,科 学

的にデザインされ た もので,十 分妥 当性 のあるものでなければな らない。
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索 弓

この索 引は,本 育成指針の各論 に関連 した キー ワー ドを,50音 順 に整理 し

た ものである。なお,各 キー ワー ドの出現箇所 は,(単 元 ・章)の 形 で示 し

た。例えば,C2・1と あるのは,単 元C2の 第1章 に,そ の キーワー ドが

出現 して いることを示す。
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〔ア 〕

ア ー キ テ ク チ ャ(architecture)_._C2・1,C2・2

ア ー キ テ ク チ ャ の レベ ル(levelofarchitecture)

C2・1

ア ー ラ ン 分 布(Erlangdistribution)

IRG(inter-recordgap)

IE(industrialengineering)

ISDOS

IMS

IDS

C3・9

C3・2

A2・2

Dl・6

安 全 対 策 と機 密 保 護(comPute「secu「ity)

安 全 余裕

ア ンパ ック(unpack)

ア ンバ ラ ンス型 分 類法

(safetyallowance)

(unbalancedsort)

A4・4

B1・5

C1・6

C1・10

(bottleneck)

ア ウ トプ ッ ト設 計

ア カ ウ ンテ ィ ング

ア クセ ス(access)

ア クセ ス機構

ア クセ ス時 間

ア クセ ス手 法

ア クセ ス制 御

ア クセ スの競 合

ASP

C1・8,Cl・10

1PT(improvedprogrammingtechnique)_D4・3

降 路

(outputdesign)

(accounting)

(accessmechanism)

(accesstime)

(accessmethod)

(aCCeSSCOntrOl)

(accessconfliction)

C3・9

D3・4

C2・7

C1・2

C3・2

C2・2,C3・4

C2・4

C2・9

........C2・8

ア セ ンブラ

値(value)

値 と り

後 入 れ先 出 し

ア ドレ ス

ア ド レス空 間

ア ドレス変 換

(assembler)

(callbyvalue)

(LIFO;1ast-in-first-out)t._

(address)

(addressspace)

(addressmapPing)

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ マ(aPPIication

programmers)D4・2

あ ふれ(overflow)

ア ベ イ ラ ビ リテ ィ

網 制 御 装置

誤 り制御

誤 り訂正 符 号

Cl・10

C2・4

Cl・l

C4・2

Cl・2

C1・l

C2・5

C2・5

(availability)

(networkcontrolunit)

(errOrCOntrOl)

(errorcorrectingcode)

C1・1

C2・9

C3・6

C3・6

ア ル ゴ リズ ム

ALGOL

(algorithm)

Cl・1,C2・2

D2・5

C1・8

α 一 β法(α 一 βmethod)Cl40

ア ロ ー ・ダ イ ヤ グ ラ ム(arrowdiagram).. .Bl・2

Cl・9

〔イ 〕

ECC(errorcorrectingcode)C2・9

EDP委 員 会(EDPsteeringcommittee)....D4・1

移 行(imigration)C2・10

意 思 決 定(decisionmaking)B1・6

意 思 決 定 過 定(decisionprocess)A1・4

意 思 決 定 者 の レ ベ ル(managementlevelof

decisionmaker)A3・1

意 思 決 定 の 定 型 化(programmeddecision

making)A3・1

意 思 決 定 ル ー ル(decisionrule)Bl6

移 植 性(portability,transferability)._..C2.10

位 相 変 調(Phasemodulation)C3'6

一 次 局(primarystation)C3 ・8

一 方 向 リ ス ト(one-waylist)Cl・2

一 括 処 理(batchprocessing)C2 ・7

一 般 木 の2進 表 現(binarytreerepresentation

ofgeneraltrees)Cト3

一 般 の構 造(generalstructure
,network

structure)Cl・5

一 般 の 構 造 の 木 表 現(treerepresentationof

networkstructure)Cl・5

一 般 の 構 造 の 配 列 表 現(arrayrePresentation

ofnetworkstructure)Cl・5

一 般 の 構 造 の 三 つ組 表 現(3-tuplerepresentation

ofnetworkstructure)Cl・5

イ ノベ ー シ ョ ン(innovation)B2・5

イ ノ ベ ー シ ョ ン 意 思、決 定 過 程(innovation

decisionprocess)B2・5

イ ノベ ー シ ョ ン ・コ ン フ リク ト(innovation

conf]ict)B2・5

イ ノベ ー シ ョン ・タ イ プ(typeof

innovation)

イ ノベ ー シ ョン導 入 定着 過 程(integration

B2・5
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processofinnovation)B2・5

イ ノ ベ ー シ ョ ン特 性(innovationattributes)

B2・5

イ ベ ン ト ・ リス ト(eventlist)

入 次 数(in-degree)

Cl・10

Cl・5

11iffeベ ク ト ルCl・8

医 療 情 報 処 理(medicalinformationsystem)

A4・5

因 果 関 係(causalrelations)Bl・6

イ ン シ デ ン ト ・フ。ロ セ ス(incidentprocess)

D3・1

イ ン ス トラ ク タ(instructors)D4・2

イ ン タ フ ェ ー ス(interface)Al・1,Al・5

イ ン タ ー リ ー ブ(interleavi19)C2・2

イ ン タ プ リ タ(interpreter)C2・4,C4・4

イ ン フ ォ ー マ ル ・グ ル ー プ(informalgroup)

B2・3

LRU(leastrecetlyused)・C2・5

L6'Cl・5,Cl・10

遠 隔 集 線 装 置(remoteconcentrator).....・C2・3

演 算 論 理 装 置(ALU;arithmeticlogicunit)

エ ン テ ィテ ィ(entity)

エ ン ドユ ー ザ 「言 語(enduserlanguage)一

〔オ 〕

OJT(on-the-jobtraining)D3・1,D4・1

オ ー バ ー フ ロ ー ・チ ェ イ ン方 法(overflow

C3・3chaining)

オ ー バ レイ

C2・2

D2・4

C2・4

イ ン フ ォ ー マ ル 組 織(inforrnalorganization)

A2・5

イ ン プ ッ ト設 計(inputdesign)D3・4

イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン(implementation)

D2・5

〔ウ 〕

受 入 れ テ ス ト(acceptancetest)C4・7

運 用 費 見 積(costingofsystemperformance)

Dl・5,D2・6

(overlay)C2・5,C4・3

オ ー プ ン シ ス テ ム(opensystem)Al・1

オ ー
.プ ン シ ・ ッ プ(・P・n・h・p)D4"5

応 答 時 間(responsetime)_.C2・5,C2・10,C3・9

応 用 プ ロ グ ラ ム(apPlication)C2・1

オ フ セ ッ ト(offset)Cl・8

オ ペ レー タ(operator)D4・2

オ ペ レ ー タ ・イ ン タ フ ェ ー ス(operator

interface)C2・7

SADT

〔エ 〕

(s-S)型 方 式(s-Spolicy)

Dl・6

B1・5

Dl・6

Cl・3

Cl・3

C29

Bl・1

オ ペ レー タ 言 語(oPeratorlanguage)_._.C2・7

オ ペ レ ー タ ・ コ マ ン ド(operatorcommand)

C2・4

オ ペ レー テ ン グ シ ス テ ム(operatingsystem)

親(father)

'親 言 語 方式

お りた たみ 法

SOP

枝(branch)

n進 木(n-arytree)

A4・1,C2・1

C1・3

FLT(faultlocatingtechnique)

F分 布(F-distribution)

エ ミ ュ レ ー シ ョ ン(emulation)_..C2・2,C2・10

M/M/1型 待 ち行 列(M/M/lqueue)Bl・4

M/M/s型 持 ち 行 列(M/M/squeue)Bl・4

MTBF(meantimebetweenfailure)C2・9

エ ラ ー 回 復(errorrecovery)D2・5

(hostlangugesystem)C3・5

(foldingandaddingmethod)

C3・3

オ ン ラ イ ン(online)C2・6

オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム(onlinesystem)_C2・7

オ ン ラ イ ン診 断(onlinediagnosis)C2・9

オ ン ラ イ ン ・デ バ ッ ギ ン グ(onlinedebugging)

C4・7

カ ー ネ ル(kernel)

〔カ〕

C2・IO

ガ ー ベ ー ジ コ レ ク シ ョ ン (garbagecollection)

A3・5

会 計 シ ステ ム(accountingsystem) Al・6
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会 計情 報 シ ステ ム(accountinginformation

system)

下 位 け た あ ふ れ(underflow)

x2分 布(x2-distribution)

外 生 事 象(eXOgenOUSeVentS)

外 生 変 数(exogenousvariables)

回 線 イ ン タ フ ェ ー ス(1ineinterface)幽

回 線 交 換(1ineswitching)

回 線 制 御(linecontrol)

階 層 型DMS(hierarchicaldatamanagement

system)C3・5

A3・2

Cl・1

Bl・1

B1・6

B1・6

C3・6

C3・7

C3・6

階 層 構 造(hierarchicalstructure)

Al・4,Cl・8,CI・10,C3・3

階 層 図(hierarchychart)D2・3

開 通 検 査(openchannelinspection).._..C3・7

買 取 費(purchasecost)D4・4

開 発 完 了後 の 分 析(postimplementation

analysis)D2・6

開発 費 見 積

effort)

(costingofsystemdevelopment

外 部記 憶 装 置(exte「nalsto「age)

外 部記 号(exte「nalsymbo1)

Dl・5,D2・6

(eXternalStrUCtUre)

(externalfragmentation)__

(eXternalSOrt)

(openaddressing).....,.

(interactiveprocessing,

interactivecomputing)

会 話 シ ス テ ム(conversationalprocessing

system)

回復(recovery)

外部構造

外部断片化

外部分類法

開放アドレス方式

会話型処理

C2・2

C4・2

C2・9

Cl・2

Cl・7

C1・9'

C3・3

B2・2

化学式

価格表

学習(learning)

革新者

拡張性

確率事象

確率分布

確率変数

家系図

下降型設計

(chemicalformula)

(pricelist)

(innovator)

(expandability)

(randomevents)

(probabilitydistribution)

(randomvariable)

(familytree)

(top-downdesign)

C3・8

Cl・5

D2・2

Bl・1,B2・2

B2・5

D2・5

B1・6

B1・1

B1・1,B1・6

CL3

C4・8

仮 想 記 憶 シ ス テ ム(virtualstoragesystem)

C2・5

仮 想 機 械(virtualmachine)C2・10

仮 想 機 械 モ ニ タ(vi「tualmachinemonitor)

C2・10

仮 想 プ ロ ジ ェ ク ト(hypotheticproject)_D3」

課 題 訓 練 の や り方(methodofcasetraining)

型 式 審 査(tyPeinsPection)

型 宣 言(tyPedeclaration)

カ タ ロ グ(catalogue)

価 値 工 学(valueenginee「in9)

活 動 記 録(activationrecord)

稼 動 実 績(progressrecordsandreports)..

可 能 解(feasiblesolution)

可 変 構 造 型 機 械(variablestructuremachine)

C2・10

B2・6

C3・7

Cl・8

D2・2

A2・2

Cl・8

D2・6

Bl・3

可 変 調 節(variable-sizenode)C1・5

可 変 長 文 字 列(varyingstrin9)Cl・8

可 変 ブ ロ ッ ク(variableblock)Cl・7

可 変 レコ ー ド(variantrecord)C1・8

借 入 金 依 存 度(degreeofdePendenceofloan

payable)A2・3

感 覚特 性

環 境 テ ス ト

関 係(relation)

(characteristicsofperception)..B2・2

(environmentaltest)D2・5

関 係 形式 モ デル(relationalmodel)

監 査(audit)

監 査 シ ス テ ム(auditingsystem)

監 視 プ ロ グ ラ ム呼 び 出 し(suPervisorρall,

Cl・1

SVC)

感情

Cl・10

A2・l

D4・5

(feeling)

環状 ネ ッ トワー ク

間接 ア ドレス 付 け

完

管理 サ イ ク ル

管理 者

(ringnetwork)

(indirectaddressing)....Cl・6

全2進 木(completebinarytree)C1・3

(managementcycle)A3・3

(manager)D4・2

木(tree)

〔キ〕

の 数 え あ げ(enumerationoftrees)

C4・3

B2・l

C3・8

Cl・3,Cl・6

.,.Cl・3

一109一



の 配 列 表 現(arrayrepresentationof

trees)

キ ー比較 探 索 法(searchingbycomparison

ofkeys)

記 憶

記憶 域 の解 放

Cl・3

Cl・9

(memory)B2・1,B2・2

(deallocation)Cl・8

記 憶 域 の 動 的 割 当 て(dynamicmemory

allocation)C1・8

記憶階層

記憶空間

記憶構造

記憶単価

記憶場所

記憶変換関数

(storagehierarchy)・C2・2

(sotragespace)C2・5

(storagestructure)C2・4,D2・4

(costpermemory)C3・4

(storagelocation)C1・1

(storagemapPingfunction)

Cl・4

記 憶 保 護(storageProtection).._..C2・9,C2・2

企 画 書 ・提 案 書(ProPosa1)D3・4

機 器 検 査(deviceinspection)C3・7

企 業 シ ス テ ム 部 門(corporatesystems

division)D4・3

企 業 の主 要業 務(keyfunctionofbusiness)

機 構 設 計(physicalsystemdesign)

木 構 造(treeStrUCtUre)

木 構 造 フ ァ イ ル(treestructurefile)

記 号 表(symboltable)

擬 似 コ ー ド(pseudo-code)

擬 似 プ ロ セ ッ サ(pseudo-processor)

A2・1

Dl・l

C3・3

__Cl・10

Cl・10

C4・6

(computerselection)

(computerselection)

(technicalcriteria)

(technicalservicegroups)

C2・4

D4・l

D4・4

C3・7

D4・2

D2・1

D2・5

機 能 図(factoringdiagram)D2・3

機 能 設 計(logicalsystemsdesign)DH

機 能 テ ス ト(functionaltest)D2・5

帰 納 と 演 繹(inductionanddeduction)_.D1・3

規 範(socialnorm)B2・3

技 法 集(programmingstandards)D2・3

基 本 項 目(elementaryitem)Cl・8

機 密 保 護(securityprotection)C3・1

義 務 と責 任(dutiesandresponsibility),_.D4・1

逆DMS(inverteddatamanagementsystem)

C3・5

逆 フ ァ イ ル(invertedfile)Cl・10

逆 リス ト(invertedlist)C3・3

キ ャ ッ シ ュ(cache)C2・2

キ ュー(queue)C1・2,Cl・6

キ ュ ー イ ン グ ・ フ ァ イ ル(queuingfile)…C2・6

教 育(education,training)D4・2

教 育 技 法(educationaltechnique)・D3・3

教 育 訓 練(drillandpractice)D3'4

教 育 情 報 シ ス テ ム(informationsystemfor

education)A4・5

機種選択

機種選定

技術基準

技術相談

技術予測 (technicalforecasting)

机 上 チ ェ ッ ク(deskchecking,dryrun)_.

基 数 変 換 法(tadixtransformationmethod)

(treesearch)

C3・3

Cl・9

B1・3

C4・l

Al・4

Al・4

競 争 相 手(・ ・mp・tit・ ・)A2'4

競 争 入 札(competitivebidding)D2・2

兄 弟(sibling;brother)Cl・3

共 通 バ ス(commonbus)C2・8

協 同 型 プ ロセ ス(cooperatingProcess)・ ・…C4・5

共 同 使 用(multipleuserlease)C3・7

協 同 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン 意 思 決 定(collective

innovationdecision)B2・5

行 方 向 の 割 当 て(row-wiseallocation).....C1・4

共 有 フ ァ イ ル(sharedfile)D4・5

共 用(資 源 の)(share)C4"5

銀 行 オ ン ラ イ ン(onlinebankingsystem)・ ・A45

近 似 理論(aPProximationtheory)

木探索

基底解 (basicsolution)

基 底 付 き 記 憶 域(basedstorage)

機 能 構 造(functionalstructure)

機 能 シ ス テ ム (functionalsystems)

B1・4

〔ク〕

具 象 化(inStantatiOn)

繰 返 し項 目(repeateditem)

ク リチ カ ル ・パ ス(criticalpath)

Cl・8

C3・3

B1・2

ク リ テ ィ カ ル ・セ ク シ ョ ン(CritiCalSeCtiOn)

C2・4
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グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク ス(groupdynamics)

』B2
・3

グ ルー プ内組 織(grouporganizationfor

CaSe-training) B2・6

GREMEX(Goddardresearchengineering

managementexercise)D3・2

ク ロ ー ズ ド ・ シ ョ ッ プ(closedshop)__D4・5

ク ロ ス バ ー(corssbar)C2・8

〔ケ〕

ケ ー ス 実 習(caseexercise,casestudies)_D3・3

ケ ー ス 資 料(casemateria1)D3・3

ケ ー ス の 作 成(organizationofcases)..._D3・1

ケ ー ス の 収 集(collectingofcase)D3・1

ケ ー ス ・メ ソ ッ ド(casemethod)_D3・1,D3・2

ゲ ー トキ ー パ ー(gatekeeper)B2・5

ゲ ー ム(game)Cl・3

経 営(management)Al・4

へ の 経 営 科 学 の 応 用(theroleof

managementscience)A4・3

経 営 階 層(managementhierarchy)Al・4

経 営 管 理 分 析(managementanalysis)… …A2'3

経 営 シ ステ ム(managementsystem)

A1・4,A2・1

決 済 条 件(terms)A2'3

決 定 表(decisiontable)AI・2,C4・6

権 威 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン意 思 決 定(authori-

tativeinnovationdecision)B2・5

限 界 利 益 分 析(marginalprofitanalysis)..,Al・6

原 価 概 念(costconcept)A1.6

原 価 計 算(costaccounting)Al・6

現 金 決 済(cashsettlement)A2・3

権 限 委 譲(delegationofauthority)A3・4

権 限 の 階 層 化(hierarchyofauthority)_.B2・4

言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム(languageProcessor)

C2・4

現 状 分 析(analysisofPresentoPeration)

検査 ビ ッ ト(checkbit)

検 定(test)

現 場 管 理(shopfloorcontrol)

子

五

口

ー三
口

(son)

(word)

一"

〔コ 〕

D3・4

Cl・1

Bl・1

A2・2

計 画 的 オ ー バ ー レ イ(plannedoverlay)_..C4・3

計 画 的 変 革(Plannedchange)B2'5

計 画 的 変 革 技 法(techniquesofplanned

change) B2・5

経 験 の レ ベ ル(experiencelevel,careerpath)

D4・2

経 済 的 環 境(econom▲calenvironment)._A2・1

経 済 発 注 量(経 済 的 ロ ッ トサ イ ズ)(economic

orderingquantity,economiclotsize)

Bl・5

計 算 機 シ ス テ ム に お け る 待 ち 行 列(queues

incomputersystems)

契 約 の 観 点(contructuralaspects)

結 果 取 り(callbyresult)

結 合(link)

結 合 行 列(connectedmatrix)

結 合 テ ス ト(integrationtest)

Bl・4

D4・4

C4・2

Cl・1

Cl・6

C4・7

]一 ア ン グ 仕 様 書(codingspecification) ..

コ ー ドイヒ(coding)

コ ー ド設 言十(codedesign)

コ ー ド変 換(codeconversion)

コ ー リ ン グ ・ス タ ッ ク 「(callingstack) _.Cl・10

交 換 分 類 法(exchangesort)C1・9

公 式 シ ス テ ム(formalmodel)Al・2

公 式 な 情 報(formalinformation)A3・1

高 次 元 配 列(higherdimensionalarray)._C1・6

公 衆 通 信 回 線(switchedline)C3'7

公 衆 電 機 通 信 法(Publictelecommunication

law)C3・7

更 新 処 理(updating)

後 進 ポ イ ン タ(backwardpointer)

高 水 準 言 語(higherlevellanguage)

高 水 準 言 語 マ シ ン(high-levellanguage

.machine)

Cl・3

臼 ・1

C4・6

Cl・l

D2・3

C3・6

C3・5

Cl・2

C4・8

高 水 準 言 語 ミ ッ ク ス(high-1evellanguage

mix)

C2・2

合 成 プ ロ グラ ム(syntheticprogram)

C2・10

t-...C2・10
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構 造 化 流 れ 図(structuredflowchart).._C4・6

構 造 体 型(structuredtype)Cl・8

構 造 体 変 数(structuredvariable)Cl・8

構 造 デ ー タ(structure)Cl・6

構 造 的 プ ロ グ ラ ミ ン グ(structuredProgram'

ming)C4・8,D2・3,D4・3

高 速 緩 衝 記 憶 装 置(high-speedbufferstorage)

C2・2

高 速 記 憶 装 置(highsPeedstorage)C2'2

後 置 プ ロ セ ッサ(back-endprocessor)_.■tC2・2

後 置 法(postorder)Cl・3

工 程 管 理(schedulemanagement)D3・4

工 程 計 画(P「ocessPlannin9)A2'2

公 的 組 織 と非 公 的 組 織(formalorganization

andinformalorganization)B2・4

行 動 基 準(cost/performance)A2・5

行 動 の タ イ ナ(typeofbehavior)A3・1

行 動 の 法 則(lawofbehaviq「)B2'1

行 動 様 式(behavioralpattern)B2・3

構 文 解 析(parsing)Cl・3

構 文 木(syrtaxtree)Cl・IO

効 率 テ ス ト(performancetest)D2・5

合 理 的 モ デ ル(rationalmodel)B2・4

互 換 性(comPatibility)C2'10

顧 客(client)B2・5

誤 差(error)C1・1

故 障 辞 書(faultdictionary)C2・9

故 障 診 断(faultdiagnosis)C2・9

個 人 的 な 情 報(Personalinfo「mation)… …A3'1

コ ス ト管 理(costcontrol)D4・1

コ ス ト配 賦(chargeout)D4・4

コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス(costperformance)

A3:6

CODASYL(theConferenceonDataSystems

Language)D2・4

固 定 記 憶 装 置(readonlystorage)C2・2

固 定 小 数 点 表 現(fixedpointrepresentation)

CI・1

固 定 長 文 字 列(fixedlengthstring)Cl・8

古 典 的 モ デ ル(classicalmodel)B2'4

個 別 審 査(individualinspection)C3.7

個 別 デ ー タ 構 造 記 述(subschema)D2・4

COBOLC1・8

コ マ ン ド(command)C3・8

コ マ ン ド ・ チ ェ イ ニ ン グ(commandchaining)

C2・3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(communication).._B2・2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機 能(COmmUniCatiOn

facihty)C3・1

固 有 デ ー タ構 造 記 述(schema)D2・4

コ ル ー チ ン(coroutine)C4・3

根(root)Cl・3

コ ンサ ル タ ン ト(consultant)D4・6

コ ンア ンン ヨ ン(contention)C3・8

コ ン トロ ー ル ・セ ク シ ョ ン(controlsection)

C4・2

コ ンパ イ ラ(compiler)C2・4

コ ン パ イ ラ診 断(compilerdiagnostics)._.D2・5

コ ン ピ ュ ー タ運 用(managingcomPuter

operation)D4・1

コ ン ピ ュ ー タ機 密 保 護(comPutersecurity)

D4・1

コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス の 費 用(costsand

pricingofcomputerservices)Dl・5

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム(comPutersystem)

C3・6

コ ン ヒoユ 一 夕 ・シ ス テ ム の 構 成 要 素(unitsof

computersystem)C2・1

コ ン ピ ュ ー タ室 の運 営(computercenter

management)D4・5

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク(computer

network)A4・1,C3・8

コ ン ピ ュ ー タ 要 員 管 理(managingcomputer

personnel)D4・1

コ ン フ リ ク ト解 決(conflictresolution)・_B2・4

〔サ 〕

サ ー ビ ス規 律(servicediscipline)B1・4

サ ー ビ ス時 間 の 分 布(distributionofservice

time)Bl・4

サ ー ビ ス の選 択(selectingapPropriateservice)

D4・4

一112一



サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム(serviceprogram)..C2・4

サ ー ビ ス 率(servicerate)C2・5

最 悪 適 合(worstfit)Cl・7

再 帰(recursion)C4・4

サ イ ク ル 時 間(cycletime)C2・2

債 権 の 管 理(creditmanagement)A2・3

在 庫 管 理(inventorymanagement)A2・2

最 早 結 合 点 時 刻(earliestnodetime)B1・2

最 短 路 問 題(shortestrouteproblem)Bl・3

最 遅 結 合 点 時 刻(latestnodetime)B1・2

最 適 解(optimumsolution)B1・3

最 適 結 合(bestfit)Cl・7

再 入 可 能(reentrant)C4・4

再 配 置 可 能 性(relocatability)C4・3

差 異 分 析(varianceanalysis)Al・6

財 務 管 理(financialmanagement)A2・3

財 務 シ ス テ ム(financialsystem)AL6

先 入 れ 先 出 し(FIFO;first-in-first-out).._Cl・2

先 入 れ 先 出 し 待 ち行 列(FIFOqueue)一 一_Cl・IO

先 取 り方 式(prefetching)C2・5

作 業 設 計(jobdesign)A2・2

作 業 日 程Oobschedule)Bl'2

作 業 の 余 裕 時 …間(floattime)B1・2

作 業 見 積(workestimation)'D2.5

作 業 レベ ル(operationallevel)A1・4

作 業 レベ ル の シ ス テ ム(operationalsystem)

A3・2

索 引(index)

nalmatrix)

3進 木

3点 見積 り

サ ンプ ル

(ternarytree)

(threetimeestimate)

(sample)

字こ(character)

〔シ〕

C1.4

C1,3

B1・2

B1・1

CAI(computerassistedinstruction)

CCITTX,25

GPSS

CPM(criticalpathmethod)

自 営(privatetelecommunicationequipment)

C1・1

A4・5

C3・7

C1・8

Bl・2

C3・3

索 引順 編 成 フ ァイ ル(indexedsequentialfile)

索 引 ブ ロ ッ ク(indexblock)

削 除(リ ス ト要 素 の)(de1etion)

サ ブ シ ス テ ム(subsystem)

サ ブ シ ステ ム の イ ン タ フェ イ ス(subsystem

interface)

C3・3

C3・3

Cl・2

D2・3

サ ブ ス キ ー マ(subschema)

参 加(participation)

参 加 モ デ ル(participativemode1)

三 角 行 列 の割 当 て(allocationfortriangular

matrix)C1・4

D2・3

C3・5

B2・5

B2・4

三 重 対 角行 列 の割 当 て(allocationfortridiago－

C3・7

JCLC2・4

JCLマ ク ロ(JCLmacro)C2・4

支 援 プ ロ グ ラ ム(supportprogram)C2・6

資 格(capability)C2・9

磁 気 記 憶 素 子(magneticstorageelement)..C2・2

磁 気 テ ー プ(magnetictape)C3・2

磁 気 デ ィ ス ク 装 置(magneticdiscdrive)…C3・2

磁 気 ドラ ム(magneticdrumsystem)C3・2

磁 気 ヘ ッ ド(magnetichead)C3・2

資 金 計 画(financialplanning)Al・6

資 金 の 運 用(apPlicationoffunds)A2・3

資 金 の 調 達(raisingoffunds)A2・3

資 金 分 析(fundsstatementanalysis)__Al.6

資 源(resource)C2・4,D2・2

資 源 の 共 用(resourcesharing)C2・5

資 源 配 分(resourcesharing)D4・5

一試験 仕 様 書(t
estingspecification)C4・6

思 考(thinking)B2・1

自 己 資 本(ownedcapitaDA2・3

自 己 分 析(selfanalysis)B2.1

資 材 所 要 量 計 画MRP(materialrequirement

planning)

辞 書

市 場

市 場 分析

次数(節 の)

(dictionary)

(market)

(marketanalysis)

(degree)

指 数 分 布(exponentialdistribution)一__C3・9

シ ス テ ム(system)Al・1

A2・2

C1・3

A2・4

A2・4

C1・5
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シ ス テ ム 改 善(tuning)D2・6

シ ステ ム 開 発(systemdevelopment)._..Dl・2

シ ス テ ム 開 発 の ス ケ ジ ュー ル(scheduleof

systemsdevelopment)D3・4

シ ス テ ム 開 発 の 組 織(organizationofsystems.

development)D3・4

シ ス テ ム 開 発 部(systemsdevelopment)D4・3

シ ステ ム 監 査(auditingsystemperformance)

D2・6

シ ス テ ム 切 換(cutover,systemconversion)

D2・5

シ ス テ ム 現 象(systemphenomena)Bl・6

シ ス テ ム 工 学(systemsengineering)D2・1

シ ステ ム 再 構 成(systemreconfiguration).C2・8

シ ス テ ム 資 源(systemrecources)C2・5

シ ス テ ム 出 力 要 求(systemoutPutrequire-

ment)Dl・6

シ ステ ム の 分 解(factoring)Al・1

シ ス テ ム の 目 的(systemobjective)A3・3

シ ステ ム 評 価(follow-upandevaluation)..D26

シ ス テ ム 分 析(systemsanalysis)_.Dl4,D3・4

シ ステ ム分 析 者(systemsanalysts)___D4.2

シ ス テ ム 変 数(systemvariables)B1・6

シ ス テ ム ・メ イ ン テ ナ ン ス(SyStemmainte-

nance)'D4・3

シ ス テ ム 有 効 度(systemeffectiveness)._.D1・5

シ ス テ ム ・ラ イ フ サ イ ク ル(systemlifecycle)

シ ス テ ム ・ リ ス タ ー ト

自 然 シ ス テ ム ・モ デ ル

Dl・1,D4・3

(systemrestart)_C2・6

(natural-systemmodel)

B2・4

シ ステ ム 仕 様 書(systemsspecification)_.Dl・6

シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ(systemsapProach)

B2・4,D1・1

シ ス テ ム 生 成(systemgeneration)C2・7

シ ス テ ム 生 成 言 語(systemgene「ation

language) C2・7

シ ス テ ム 設 計(systemsdesign)

A1・3,Bl・6,D1・1,D4・3

シ ス テ ム 設 計 の 型(typeofsystemsdesign)

D2・2

シ ステ ム 代 替…案 の評 価(evaluationof

alternatiVeS)

シ ス テ ム 提 案(systemproposal)

シ ステ ム テ ス ト(systemtest)

シ ステ ム 導 入 の 採 算(auditingsystem

子 孫(descendant)C1・3

実 現 性 検 討(feasibilitystudy)D1・3

実 行 状 態(runningstate)C2・4

実 行 時 ス タ ッ ク(runtimestuck)_C1・8,C44

実 行 待 ち 状 態(readystate)C2・4

実 習 活 動 の リ ー ド(leadingandexercise)-D3・3

実 数 型(realtype)C1・8

実 体 的 シ ス テ ム(physicalsystem)A1・5

自動 評 価 法(automatedevaluationtechniques)

D2・2

自動 記憶 域(automaticstorage)

自動 流 れ 図作 成(automaticflowcharting)

C4・1

D3・4

Dl・3

C4.7

inStallatiOn) D1・5

シ ス テ ム の 機 能 決 定(systemfunction)… ・・D3・4

シ ス テ ム の コ ス ト(costofsystem)D1・5

シ ス テ ム の 寿 命(systemusagelife)D2・6

シ ス テ ム の 初 期 化(systeminitiation)'…'C2'7

シ ス テ ム の 中 断 と 再 開(systemdown,system

restart)C2・7

シ ステ ム の評 価 尺 度(measuresofsystem

performance)

品 切 れ損 失(shortagecost)

支 払 証査(auditofpayment)

シ フ ト制(shifts)

シ ミ ュ レー シ ョ ン(simulation)

A3・3,Cl・10,C2・9,C4・7

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン言 語(simulationlanguage)

B1・6

C4・6

B1・5

A23

D4・5

シ ミュレ ー シ ョ ン実 験 (simulationexperiment)

.Bl.6

D1・5

SIMSCRIPTCl・8

事 務 分 析(officeworkanalysis,jobanalysis)

Dl・3

社 会 一 技 術 モ デ ル(social-technicalmode1)

B2・4
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社 会 心 理 学(socialpsychology)B2・1

社 会 的 環 境(socialenvironment)A2・1

社 会 的 交 換 理 論(socialexchangetheory)

社会的相互作用

写像(mapping)

自由木

従局

(SOCialinteraCtiOn)

(freetree)

(SlaVeStatiOn)

B2・3

B2・3

Cl・l

C1・3

C3・8

集 権 化 ・分 権 化 ・再 集 権 化(centralization,

decentralizationandrecentralization),.B2・4

習 熟 曲 線'(learningcurve)D2・6

重 心(centroid)Cl・3

従 属 局(tributarystation)C3.8

集 団 関 係(9rouPrelation)C3'3

集 団 結 合 型 組 織 と連 結 ピ ン機 能(9roupPattern

oforganizationandlinkingpinfunction)

B2・4

障 害 管 理(failuremanagement)

障 害 対 策(faultcountermeasure)C3・1

使 用 可 能 空 間 リ ス ト(availablelist,available

spacelist)`C1.6,Cl.7

条 件 づ け(conditioning)B2・1

条 件 適 合 モ デ ル(contingencymodel)__.B2・4

使 用 時 間 管 理(timeschedule)D4・5

上 昇 型 設 計(bottom-updesign)C4・8

状 態 遷 移 図(statediagramchart)C4・6

(emotion)B2・1情 動

衝突(col1ision)

情 報

情報 化 保 険

C2・10

C2・6

C1・6

集 団 項 目(9rouPitem)C3・3

終 端 ポ イ ン タ(terminal・pointer,null)__C1・2

集 中 型 ネ ッ トワ ー ク(centralizednetwork)

C3・8

周 辺 装 置(peripheralequipment)C2・3

主 記 憶 装 置(mainstorage)C2・1,C2・2

主 記 憶 割 当 て(storageallocation)C2.5

主 局(masterstation)C3・8

出 力 の 方 法 と 様 式(butPutmethodand

formats)Dl・6

(information)B2・2,C1・1

(insurancefordataprocessing)

A4・2

management)

情 報 ギ ヤ ツプ

情 報 検 索サ ー ビス

serVlce)

情 報 管 理(informationmanagement).._C3・1

情 報 管 理 の 一 元 化(unificationofinformation

A2・5

(informationgap)

(informationretrieval

A3・7

情 報 構 造(informationstructure)

情 報 産 業 の 特 性(characteristicsofcomputer

industry)A4・2

情 報 シ ス テ ム(informationsystem)

D4・6

D2・4

手 動 と 自 動(manualversusautomated)_.Dl4

巡 回 符 号(cyclicredundancycode)C2・9

循 環 リ ス ト(circularlist)Cl3

循 環 連 結(circularlinkage)Cl・2

準 拠 集 団(referencegroup)B2・3

順 次 ア ク セ ス(sequentialaccess)C3.3

順 次 ア ク セ ス 記 憶 装 置(sequentialaccess

storagedevice)C3・2

順 次 表 現(sequentialrepresentation)__C1・6

順 次 割 当 て(sequentialaddressing)C1・6

順 序 木(orderedtree)C1・3

純 手 続 き(pureprocedure)C4・4

順 編 成 フ ァ イ ル(sequentialfile)C3・3

上 位 方 向 互 換 性(up-wardcompatibility)

A1・4,C3・1

情 報 シ ス テ ム 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト(projectfor

informationdevelopment)A3・6

情 報 シ ス テ ム 充 実 の 動 機(triggerofinfor-

mationsystemdevelopment)A3・6

情 報 シ ス テ ム の 改 善(improvinginformation

system)A3.7

情 報 シ ス テ ム の 開 発(developmentofinfor-

mationsystem)A1・5

情 報 シ ス テ ム の 統 合(integratinginformation

system)A3・6

情報 シ ステ ム の役割(roleofinformation

systems)

情 報 処 理 教 育(educationforinformation

processing)

情報 処 理サ ー ビス(informationprocessing

A1・5

A4・5
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service)

情 報 処理 部 門 の特 質(featuresofdatapro・

cessingdivision)

情 報 チャ ネル

情 報 通 信 サー ビス

service)

D4・6

B2・6

(informationchannel)._...A3・1

(teleCOmmUniCatiOn

情 報 提 供 サー ビ ス(informationservice)

人 事情 報 シ ステ ム(employeeinformation

system)

新 シ ステ ム の評価(evaluatinghewsystem)

A3・2

D4・6

D4・6

情 報 の 安 全 性(infomationsecurity).__C2.g

情 報 の 隠 蔽(informationhiding)C4・8

情 報 の 価 値(valueofinformation)D1'5

情 報 の 機 密 性(informationconfidential)

情 報 の プ ライ バシ ー(informationprivacy)

C2・9

情 報 表 示(informationdisplay)

情 報 分 析(informationanalysis)

情 報 要 求(informationneeds)

情 報 要 求 の パ タ ー ン(Patternofinformation

A3・1

C2.9

B2・2

D1.l

Al・5

(informationcontext)

情 報 量 の 増 大(increaseofinformation

進捗報告

振幅変調

信用現度

信用取引

信頼性(reliability)

(progressreporting)

(amplitudemodulation)

(creditlimit)

(saleoncredit)

A3・6

D4・l

C36

A2・3

A2・3

信頼度機能ダイヤグラム

diagram)

心理 学

C2・9,D2・5

(reliabilityfunction

C2・9

心理学と情報処理

needs)

情 報 量 Cl・1

volume)

将 来 予 測(prediction)

省 略 時解 釈(defaultinterpretation)

使 用 料金 の 設 定(pricing)

職 務 内 容 の 質 的 変化(implicationforthe

workforce)

A3・7

D3・4

C4・l

D4・5

除算法

初適合

ジョブ

ジョ

(dividingmethod)

(firstfit)

)bOO

ン

心理学の歴史

心理測定

森林(forest)

(psychology)B2・1

B2・l

B2・1

(psychologicalmeasurement)_B2.2

Cl.3

〔ス 〕

スー パ ー バ イ ザ ー(supervisors)

推 定(estimation)

数(number)

D4・2

B1・l

Cl・1

A4・3

C3・3

C1・7

C2・4

数 学 的 計 画 法(mathematicalprogrammin9)

Bl・3

スカ ラ型

スキ ー マ

図形(picture)

(scalartype)

(schema)

ス ケ ジ ュ ー ラ ー(scheduler)

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(scheduling)

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・ リス ト(schedulinglist)

C1・10

C1'8

C3・5

C1・5

D4・2

D4・1

ブ ・'ヨ ッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

(jobshopscheduling)B1・2

ジ ョブ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(jobscheduling)

C2・4

ジ ョ ブ.ス テ ッ プ(jobstep)C2・4

ジ ョブ 制 御 言 語(jobcontrollanguage)-C2・4

シ リ ン ダ(cylinder)C3・2

事 例 紹 介 の や り方(caseP「esentation)… ・・B2'6

人 為 変 数(a「tificialva「iable)B1:3

信 号 処 理(signalprocessing)C2.2

図 式 化(graphicrepresentation)D2・1

ス タ ッ ク(stack)Cl・2,Cl'6,C1・10

ス タ ッ ク ・ポ イ ン タ(stackpointer)Cl・2

ス タ ン ド ・ア ロ ー ン(standalone)C2・7

ス ナ ッ プ ・ シ ョ ッ ト(snapshot)__.C4・7,D2・5

SNOBOLCI・5,Cl・8,Cl・10.

ス プ ー リ ン グ(spoolipg)C2・4

SLIPC1・5

ス ル ー プ ッ ト(throughput)..C2・5,C2・10,C3・9

ス ワ ッ ピ ン グ(swapping)C2・5
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〔セ 〕

正 規 分 布(normaldistribution)

制 御 記 憶(controlstorage)

制 御 局(controlstation)

制 御 ブ ロ ッ ク(controlblock)

整 合 寸 法(adjustabledimension)

整 合 配 列(adjustablea「 「ay)

生 産 企 業 の 組 織

生産計画と管理

生産システム

B1・1

C2・2

C3.8

C2.5

CL8

C1・8

A2・2

A2・2

A2・2

生 産 シ ス テ ム の 一 般 記 述 モ デ ル(generalizedde'

scriptivemodelofproductionsystem)..A2・2

生 産 シ ス テ ム の 設 計(designofproduction

system)A2・2

生 産 情 報 シス テ ム(productioninformation

system)

生産 性

生 産 設計

A2・2,A3・2

(productivity)A3・7

(productiondesign)A2・2

精 神 分 析(学)(Psychoanalysis)B2・1

整 数 型(integertype)C1・8

整 数 計 画 法(intege「P「09「ammin9)B1'3

成 長 曲 線(growthcurve)D2・6

静 的 記 憶(staticstorage)C4.1

静 的 な 資 源 割 当 て(staticresourceallocation)

C2・5

静 的 変 数(staticvariable)Cl.8

静 的 割 当 て(staticallocation)C1・8

性 能 計 測(performancemeasurement).,..D4・4

性 能 表(propertylist)1D2・2

性 能 評 価(Performanceevaluation)D4'4

性 能 目 標(performanceobjective)C2・5

性 能 予 測(performanceprediction)..__D4・4

政 府 に よ る 保 護 ・育 成 策(Politicalenvi「on"

ment)A4・2

制 約(constraint)

精 練(refinement)

セ グ メ ン ト ・テ ー ブ ル(segmenttable)..C1.10

(designspecification)

接 続(.文 字 列 の)(concatenation)

絶 対 ア ド レ ス付 け(absoluteadd「essin9)…C1'8

設 置 手 順(installationprocedure)D4・4

設 置 テk卜(installationtest)C4・7

セ ッ トカ バ リ ン グ問 題(setcoveringProblem)

Bl・3

節(node)

設 計仕 様書

C1・3

C4・6

C1・2

設 備 計 画(equipmentplanning)1)2・2

設 備 整 備(equiPmentacquisition)D4・4

設 備 能 力 配 分(equipmentallocation)__D2・2

設 備 問 題(facilityallocationproblem)_.B1・3

セ マ フ ォ(semaphore)C2・4,C4・5

線 形 記 憶 に よ る 文 字 列 表 現(characterstring

representationbylinearmemory)._..。C1・10

線 形 計 画 法(linearprogramming)B1.3

線 形 構 造(linearstructure)C3・3

線 形 リス ト(linearlist)C1・2

宣 言(declaration)C1・8

潜 在 価 格(shadowprice)Bl・3

戦 術 レ ベ ル(tacticallevel)A1・4

前 進 ポ イ ン タ(forwardpointer)C1・2

セ ン タ運 営(comPute「cente「management)

D4・1

選 択 分 類 法(selectionsort)

選 択 チ ャ ネ ル(selectorchannel)

全 ダ ン プ(postmortemdump)

前 置 プ ロ セ ッサ(front-endprocessor)

C1・9

C2・3

C4・7

Bl・3,D1・4

セ キ ュ リテ ィ と イ ン テ グ リテ ィ(security
,

C4・8

inte9「ity)D3・4

セ ク シ ョ ナ リ ズム(sectionalism)A2・5

セ グ メ ンテ ー シ ョ ン(segmentation) .C2・5,C4・3

C2・2,C2・6

前 置 法(preorder)C1・3

全 二 重 通 信 方 式(full-duPlexcommunication)

C3・6

専 門化 の 進 展(increasedspecialization)_.D4・1

専 用 言 語 方 式(independentlanguagesystem,

selfcontainedlanguage)C3.5,C3・10

戦 略 的 経 営 計 画(st「ategicco「Po「atePlannin9)

A3・4

戦 略 的 事 業 単 位(st「ategicbusinessunit)一'A3'4

戦 略 レ ベ ル(strategiclevel)A1・4
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D2・1

〔ソ 〕

総 合 判 断(syntheticdecision)D2・6.

操 作 特 性(characteristicsofcontrolaction)

B2・2

ソ フ ト ウ ェ ア ・シ ス テ ム(softwaresystem)

C2・1

ソ フ トウ ェ ア 調 達(softwareprocurement)

D4・4

双 対定 理(dualitytheorem)

挿 入(リ ス ト要 素 の)(insertion)

挿 入 分類 法(insertionsort)

挿 入 法

Bl.3

Cl.2

C1・9

C1・3

C1・8

ソ フ ト ウ ェ ア の 信 頼 性(softwarereliability)

C2・9

(inorder)

相 対 ア ド レ ス

添 字(subscript)

属 性(attribute)

即 値 ア ド レ ス付 け

(relativeaddressing)

ソフ ト ウ ェ ア の 選 択(softwareselection)..D2・2

ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ(softwarepackage)

D4・6

C1・4,C1・8

D2・4

(immediateaddressing)

C1・6

疎 結 合 シ ス テ ム(loosely-coupledsystem)

ソ シ オ グ ラ ム(sociogram)

ソ シ オ メ ト リ ー(sociometry)

組 織 開 発(organizationdevelopment)_

組 織 間 の 連 け い(organizationalco-operation)

A2・1

C2・8

B2・3

B2・3

B2・5

組 織 ス ト レ ス(organizationalstress)B2・4

組 織 風 土(organizationalclimate)B2・4

組 織 内 の 位 置(locationintheo「9anization)

D4・1

組 織 の 役 割(organizationalbehavioreffects)

D1・2

組 織 の コ ンフ リ ク ト (conflictintheorgan1・

B2・4

〔タ 〕

タ ー ン ア ラ ウ ド時 間(turnaroundtime)一 －C2・10

待 機 状 態(waitstate)C2・4

待 機 方 式(duplex)D4・5

対 称 行 列 の 割 当 て(allocationforsymmetric

matrix)C1・4

対 称 形 シ ス テ ム(symmetricsystemorhomo-

geneoussystem)C2・8

対 人 関 係(inte「Pe「sonal「elations)B2'3

代 数 式(algebraicformula)Cl・3

大 数 の 法 則(lawoflargenumber)B1・1

体 制 化(organization)B2・1

代 替 案(alternatives)Al・3,B16,D1・4

態 度(attitude)B2・3

zation)

態 度 測定 法(attitudetest)

態 度 変 容(attitudechange)

退 避/回 復(レ ジ ス タ類 の)

B2・3

B2・3

(save-restore)

C4・4

組 織 の成 長 一 進化 と改 革 の螺旋 的過 程

(evolutionandrevolutionasorganizations

9「ow).B2・4

(o「9anizationaleffectiveness)

B2・4

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム(timesharing

system)C2・7.C3・8

組織の有効性

組 織 へ の 影 響(impactonorganization)_A4・3

組織 変 革(organizationchange)B2・5

C1・3祖 先(ancestor)

疎 な行列 (sparSematrix)

疎 な 行 列 の リス ト表 現(linkedrepresen・

tationofsparsematrix)

ソフ ト ウェ ア 工 学(sogtwareengineerin9)

C1・4

C1・4

タイ ム シェ ア リ ン グ処理(timesharing

processing) C2・4

多 階 層 組 織 と 文 鎮 組 織(tallorganizationand

flatorganization)B2・4

高 さ(木 の)(height)C1・3

多 次 元 処 理 シ ス テ ム(multi-dimensionalpro-

cessingsystem)C2・7

多 次 元 配 列(multi-dimensionalarray)

C1・4,C1'8

多重 索 引(multi-index) C3・4
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多 重 タ ス ク(multitask)C4・5

多 重 チ ャ ネ ル(multiplexorchannel).__lC2・3

多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ(multiProgrammin9)

A4・1

多 重 リ ス ト(multilist)C3・3,C3・4

多 重 連 結 構 造(multilinkedstructure)__C1・6

異 質 の フ ィ ー ル ドセ 節 を 持 つ 一

(multilinkedstructurewithheterogeneous

fieldsand/orn6des)C1・5

タ ス ク制 御 ブ ロ ッ ク(taskcontrolblock)

C1・10

TAG Dl・6

D2・6

B2・4

C3・7

D4・5

C4・8

逐 次 型 割 当 て(sequentialallocation)・ ・… ・・,C1・4

逐 次 再 使 用 可 能(seriallyreusable)C44

逐 次 探 索 法(sequentialsearch)C1.9

知 能(intelligence)B2・1,B2・2

知 能 端 末(intelligenttermina1)C2'3

チ ャ ネ ル ・プ ロ グ ラ ム(channelprogram)

C2・3

達成率

縦割関係構造

他人使用

単一方式

段階的精練

短期日程計画

単向通信方式

(achievement)

(usebyotherpersons)

(simplex)

(stepwiserefinement)

(shorttermscheduling)._A2・2

(simplexcommunicatiOn)

C3・6

探 索木(searchtree)

探 索 法 の効 率

長 兄

調 達 期 間

頂 点(vertex)

直営

中 央 二 乗 法(meansquaremethod)'C3'3

抽 象 化(abstraction)C4・8

抽 象 デ ー タ 型(abstractdatatype)._C1・8,C4・8

中 心 極 限 定 理(centrallimittheorem)・ …..B1'1

超 感 覚 的 知 覚(extrasensoryPercePtion)・ 、B2・1

長 期 計 画(long-rangeplanning)......A34,D4・3

長 期 計 画 立 案(long-rangeplanning)D4・1

長 期 展 望(longrangeforecasting)D2・6

(heir)C1・3

(leadtime) Bl・5

Cl・3

Cl・10

methods)

単純 リス ト

単純 連 結

断 続 生 産

(efficiencyofsearching

(simplelist)

(singlelinkage)

(intermittentproductionsystem)

A2・2

Cl・9

C3・3

C1・2

単 体 制 定 基 準(simplexcriterion)BI・3

単 体 表(simplextableau)B1・3

単 体 法(simplexmethod)Bl・3

ダ ン プ(memorydump)D2・5

断 片 化(fragmentation)C2・5

端 末 装 置(terminaldevice,terminalequip-

ment)C2・3,C3・6

〔チ 〕

チ ー ム の 統 制(controlofateam) D3・2

チ ェ イ ン 構 造(chainst「uctu「e)

チ ェ ッ ク

Cl・10

・ポ イ ン ト(checkpoint) _C2・6.C2'9

(publictelecommunicationequipment)

直 接 ア ク セ ス(randomaccess)

直 接 ア ク セ ス 記 憶 装 置(directaccesssto「age

device)C3・2

C3・7

C3・3

直 接 ア ド レ ス付 け(directaddressing)_..・-Cl・6

直 接 効 果 と 間 接 効 果(directandindirect

benefit)

直 接 編 成 フ ァイ ル(directfile)

直 通 接 続(poillt-to-pointlink)

ち り集 め(garbagecollection)Cl・6,C1・7

〔ツ 〕

追 加(リ ス ト要 素 の)(addition)C1・2

通 信 回 線(communicationline)C36

通 信 関 係 専 門 家(telecommunication

sPecialist)D4・2

通 知(イ ベ ン トの)(post)

つ な き木(threadedtree)

Dl・5

C3・3

C3・8

通 信 制 御 装 置(communicationcont「olle「,

communicationcontrolunit)__C2・3,C3・6

C4・5

C1.3

知 覚(perception)

知 覚 の文 脈 (perceptionalcOntext)

B2.l

B2・1
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〔テ〕

デ ー タ(data)Cl・1

デ ー タ イ ン プ ッ ト(datainput)A3・2

デ ー タ ・エ ン ト リ ・サ ー ビ ス(dataentry

se「vlce)D4・6

デ ー タ 型(datatyPe)C1・8,C4・8

デ ー タ 管 理(d・t・m・n・9・m・nt)D4'5

デ ー タ管 理 者(dataadministrator)D2・4

デ ー タ記 述 言 語(DDL;datadescriPtion

language)C3・5,D2・4

デ ー タ構 造(datastructure)_.C2・4,C3・3,C4.1

デ ー タ項 目(dataitem)C3・3

デ ー タ サ ブ ラ ン ゲ ー ジ(datasublanguage)

D2・4

デ ー タ ベ ー ス管 理(databasemanagement)

D4・3

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム(DBMS;database

managementsystem)C2・4,C3・5,D2・4

デ ー タ ベ ー ス 管 理 者(databaseadministrator)

C3・10,D4・2

デ ー タ ベ ー ス'シ ス テ ム(databasesystem)

C340

デ ー タ ベ ー ス/デ ー タ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(DB/DC) C3・1

デ ー タ収 集 シ ス テ ム(datagatheringsystem)

C3・8

デ ー タ操 作言 語

language)

(DML;datamanipulation

デ ー タ ・チ ェ イ ニ ン グ

C3・5,D2・4

(datachaining)

C2・3

デ ー タ つ き 木(labeledtree)Cl・3

デ ー タ つ き2進 木(labeledbinarytree)..-Cl・3

デ ー タ 定 義(datadefinition)C3・5

デ ー タ伝 送 回 線(datat「ansmissionci「cuit)

C3・6

デ ー タ ベ ー ス と そ の 構 造(databasestructure)

A3・5

デ ー タ ベ ー ス の 正 確 性 と機 密 ・保 護

(databaseaccuracyandsecurity)A4・4

デ_タ ベ ー ス ・マ シ ン(databasemachine)

C2.2

デ ー タ リ ン ク(datalink)C3・8

テ ー ブ ル 駆 動 型 プ ロ グ ラ ム(tabledriving

(theme)'

(proposal)

TSS(timesharingsystem)

定 期 発 注 方 式(periodicreorderingmethod)

B1・5

program)

テ ーマ

提 案 書

C4・4

D3・1

D2・2

D4・1

デ ー タ独 立(dataindependence)D2・4

デ ー タ入 力(dataentry)B2・2

デ ー タ の 型(datatype)Cl.1

デ ー タ の 完 全 性(dataintegrity)C2・4

デ ー タの 機 密(privacyofdata)D2・4

デ ー タ の 互 換 性(datacompatibility)._.C2・10

デ ー タ の 生 成(datageneration)C3.5

デ ー タ の 抽 象 化(dataabstraction)Cl・8

デ ー タ の 独 立 性(dataindependency)

C2・4,C3・5,C3・10

デ ー タ の保 護(protectionofdata)D2・4

デ ー タバ ン ク(databank)A3・3

デ ー タ 分 配 シ ス テ ム(datadispatchingsystem)

C3・8

定 期 保 守(scheduledmaintenance,routine

maintenance)D4・5

デ ィ ス パ ッチ ン グ(dispatching)__A2・2,C2・4

デ ィ ス プ レ イ(display)C1・8

定 性 的 評 価(qualitativeevaluation)

D1・5,D3・4

TDMS C1・10

DB/DC(database/datacommunication)

C3・10,D2・4

t分 布(t-distribution)

定 量 的 評 価(quantitativeevaluation)

Bl・1

テ イル(tail)

Dl・5,D3・4

C1・2

デ ィ レク ト リ管 理(directorymanagement)

C3・5

デ ー タ ベ ー ス(database)__C2・4,C3・1,D2・4

デ キ ュ ー(dequeue)C1・2,Cl・6

テ ク ニ カ ル ・ス キ ル(technicalskill)D3・2
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テ ク ノ ロ ジ ー ・ア セ ス メ ン ト(technology'

assessment)

一"、 、"

gridchart)

一"、 、" _

一 、 、 、"

出 次 数

テ ス ト(test)

テ ス ト ・ケ ー ス

ア ン ン ヨ ン ・ グ リ ッ ド ・チ ャ ー ト(decision

D2・1

ベ

ア ソ ン ヨン ァ ー フ ル

ア ン ン ヨ ン ル ー ム

(out-degree)

(decisiontable)

(decisionroom)

(testcase)

テ ス ト ・ア ー タ 自動 生 成(testdatagenerator)

C4・6

D1・3

A3・5

C1・5

C4・7

C4・7

手 糸売き(procedure)

デ ッ ド ロ ッ ク

デ バ ッ グ

program)

(deadlock)

(debug,debugging)C4・7,D2・5

ア バ ッ グ支 援 プ ロ グ ラ ム(debuggingsupPort

デ バ ッ グ 文 組 込 み(built-indebug)

デ バ ッ グ ・モ ー ド(debugmode)

デ ブ ロ ッ キ ン グ(deblocking)

デ マ ン ド処 理(demandprocessing)

デ マ ン ド方 式(demandpaging)

テ ユ ア ル ・シ ス テ ム(dualsystem)

デ ュ プ レ ッ ク ス ・シ ス テ ム(deplexsystem)

C4・7

C4・1

C2.5

C2.4

D25

C4・7

C2.5

D4・5

C2・5

C3・6

C3・6

電 気 回 路(electriccircuit)C1.5

電 源(electricpowersource)D4・4

電 子 計 算 機 シ ス テ ム安 全 対 策 基 準(computer

systemsecuritystandard)A4・4

転 送 制 御(transmissioncontrol)C2・6

伝 送 制 御(transmissioncontrol)C3・8

伝 送 制 御 手 順(transmissioncont「01

procedure)C2・6,C3・8

伝 送 制 御 符 号(transmissioncha「acte「)

C3・8

伝 達 制 御(transmissioncontrol)

テ ン プ レー ト(template)

〔 ト〕

ドー プ ●ベ ク トル(dopevector)

問 合 せ/応 答 型 シ ス テ ム(inqui「y/answe「

system)

∠
0

8

3

1

C

C

C1・8

C3・8

問 合 せ 処 理(queryProcessing)C3・5

同 期(synchronization)C36

同 義 語(synonym)C3・3

同 期 式(synchronous)C36

動 機 づ け(motivation)B2・'1

統 合 型 エ ミュ レ ー タ(integratedemulator)

C2'10

統 合(調 整)の 仕 組B2・4

到 着 間 隔 の分 布(distributionofinter-arrival

time)Bl.4

動 的 計 画 法(dynamicProgrammin9)B1・3

動 的 現 象(dynamicphenomena)B1・6

動 的 再 配 置(dynamicrelocation)C4・3

動 的 な 資 源 割 当 て(dynamicresource

allocation)C2・5

動 的 ネ ス テ ィ ン グ(dynamicnestin9)… ・…,C4'4

動 的 変 数(dynamicvariable)C1◆8

動 的 リ ン ク(dynamiclink)C4・3

動 的 割 当 て(dynamicaUocation)C1・7

投 入 産 出 分 析(inPut-outPutanalysis)一 ■.._A4・5

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン.(documentation)。.D4・3

特 定 通 信 回 線(P「ivateline)C3'7

度 数 分 布(frequencydistribution)B1・1

ト ッ プ(ス タ ッ フ の)(top)C1・2

ト ッ プ ダ ウ ン設 計(toP'downdesign)__D4'3

ドメ イ ン(domain)C2.9

ド ラ イ バ(driver)C26

トラ ッ ク(truck)C3・2

トラ フ ィ ッ ク密 度(trafficintensity)B1・4

ト ラ ン ケ ー シ ョ ン 法(truncationmethod)..C3・3

ト レー ス(trace)C4・7

ト レ ー ド ・オ フ(tradeoff)

〔ナ 〕

内 生 事 象(endegenousevent)

内 生 変 数(endegenousvariables)

内 部 記 憶 装 置(internalstorage)

内 部 牽 制(internalcontro1)

内 部 構 造(internalstructure)

内 部 組 織(internalorganization)

内 部 断 片 化(internalfragmentation)

D2・1

B1・6

Bl.6

C2.2

A2・5

C1・2

D4・1

C1・7
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内 部 分 類 法(internalsort)C1・9

内 容 に よ る ア ド レス 付(contentaddressin9)

Cl・6

流 れ 図(flowchart)C1・5,C4・6,D2・3

ナ ッ プ ザ ッ ク問 題(knapsackproblem)_..B1・3

名 前(name)C1・1

名 前 換 え(callbyname)C4・2

名 前 の 有 効 範 囲(scopeofname)C4・1

〔二 〕

二 次 局(secondarystation)C3・8

2次 計 画 法(quadraticprogramming)_..Bl・3

二 重 化 方 式(dual)D4・5

2進 木(binarytree)Cl・3

2線 式 回 路(two-wirecircuit)C3・6

日程 計 画(scheduling)D2・5

日本 的 経 営(Japanesewayofmanagement)

B2・4

入 出 カ イ ン タフ エー ス

interaction)

認 知 モ デ ル(cognitivemodel)

〔ネ 〕

ネ ス ト型 仮 想 機 械(nestedvirtualmachines)

C4・8

B2・2

B2・4

ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ(network

architecture)

ネ ッ ト ワ ー ク 型DMS(networktypedata

managementSyStem)

ネ ッ ト ワ ー ク 計 画 法(networkProgrammin9)

C2・3

C3・5

Bl・3

(input-outputinter-

C2・3

ネ ッ トワ ー ク 構 造(networkstructure)

ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム(networksystem)

face)

入 出 力 コマ ン ド(inPut-outPutcommand)

C2・3

入 出 力 ス ケ シ ュ ー リ ン グ(1/Oscheduling)

C2・5

入 出 力 制 御(input-outputcontroDC3・6

入 出 力制 御 装 置(inputDutputcontrolunit)

C2・3

入 出 力 装 置(inputDutputdevice)...C2・3,C3・6

入 出 力 チ ャ ネ ル(input-outputchannel)_C2・3

入 出 力 負 荷 平 衡(1/Oloadbalancing)C2・5

入 出 力 割 込 み(input-outputinterrupt)._C2・5

入 力 処 理 要 員(dataentrypersonnel)._...D4・2

入 力 デ ー タ作 成(dataentrymanagement)

D4・1

入 力 デ ー タ の チ ェ ッ ク(inputdatacheck)

C2・9

人 間 一機 械 系(man-machinesystem)...._B2・2

人 間 工 学(humanengineering)B2・2

人 間 的 問 題(humanfactorsindataprocessing

field)B2・6

ネ ッ ト ワ ー ク 分 析(networkanalysis)

〔ノ 〕

登 り 方(木 の)(traversalmethod)

〔ハ 〕

葉(leaf,terminalnode)

パ ー ソ ナ リ テ ィ(personality)

バ ーーーチ ャ ル ・ コー ル(virtualcall)

PERT(ProgramEvaluationandReview

Cl・6,C3・3

C2・3,C2・7

Dl・3

C1・3

人 間 と コ ン ピュー タの 相 互 間.題(man-machine

Technique)

PERT/COST

ハ_ド ウ ェ ア ・シ ス テ ム(hardwaresystem)

.・一 ド ウ ェ ア の選 択(hardwareselection)

ハ ー ド ウ ェ ア の 発 注(hardwarepurchase)

パ ー マ ネ ン ト ・バ ー チ ャ ル ・サ ー キ ッ ト

(permanentvirtualcircuit)

HIPO

HIPOチ ャ ー ト(HIPOchart)

配 線 論 理(wiredlogic)

排 他 制 御(exclusivecont「ol)

バ イ ト(byte)

Dl・6,D4・3

3

4

η

1

2

2

C

B

C

2

2

4

1

1

2

B

B

C
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2

2

2

D

D

η

6

2

5

」

3

4

2

4

1

D

C

C

C

C
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配 列(array)Cl・4,Cl・8

配 列 要 素(arrayelement)C1・8

配 列 要 素 の ア ド レ ス 計 算(addresscomputation

ofanarrayelement)C1・8

・・イ レ ベ ル ・デ ー タ リ ン ク制 御 手 順(high

leveldatalinkcontrolprocedure)C3・8

パ ケ ッ ト交 換(packetswitching)C3・7

パ ケ ッ ト ・プ ロ ト コ ル(packetprotocol)

C3・7

バ ケ ッ ト分割 法(bucketpartition)

PASCAL

パ タ ー ン照 合

パ タ ー ン認 識

ノRック(pack)

ハ ッシ ュ表

ハ ッシ ュ法

ハ ッシ ン グ関数

バ ッチ処 理

バ ッチ処 理 方式

発 注 点

発注 点 方式

発 注 費

バ ツフ ア

バ ッフ ァ リング

バ デ ィ ・シ ステ ム

(patternmatch)

(patternreCOgnitiOn)

C3・3

Cl・8

Cl・10

B2・1

Cl.6

(hashtable).._Cl・1,C1・6,C1・10

(hashing)C1・9

(hashingfunction)C1・6

(batchprocessing)_....C2・4,D4・5

(batchpfocessing)A4・1

(reorderingpoint)B1・5

(reorderingpointmethod)._B16

(orderingcost)B1・5

(buffer)C2・5

(buffering)C3・6

(buddysystem)Cl・7

パ フ ォ ー マ ン ス 尺 度(performancemeasures)

Bl.6

汎 用 デ ー タ管 理 シ ス テ ム(9eneralizeddata

managementsystem)C3・5

汎 用 と専 用(generalizedversustailored)...Dl・4

〔ヒ 〕

PL/lC1.8

BPS(bitpersecond)C3・6

PPBS(planning,programming,andbudgeting

system)

ヒ ー ブ。(heap)

A4・5,D1・4

Cl・10

P命 令(Pつperation)C4・5

非 公 式 シ ス テ ム(informalmodel)Al・2

ビ ジ ネ ス ・ゲ ー ム(businessgame)_D3・1,D3・2

被 制 御 記 憶(controlledstorage)C4・1

非 線 形 計 画 法(nonlinearprogramming)_B!・3

非 対 称 形 シ ス テ ム(asymmet「icsystemo「

heterogeneoussystem)C2・8

(bit)Cl・1ビ ッ ト

ビ ッ ト型(bittype)

ビ ッ ト列(bitstring)

非 定 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン (non-programmed

Cl・8

C1・8

innovation)

非 手 続 き型 言語

B2・5

パ ラ メ タ の 受 授(Parameterpassing)...._C1・8

パ ラ メ タ ・ リ ス ト(Parameterlist)C4・2

バ ラ ン ス 型 分 類 法(balancedso「t)C1'9

パ ワ ー エ リー ト(Powerelite)B2・5

番 地 取 り(callbyreferenceあ る い はcall

byaddress)D4・2

半 導 体 記 憶 素 子(semiconductorstorage

element)

(nonproceduallanguage)

非 同 期 式(asynchronous)

非 同 期 制 御(asynchronouscontrol)

ピボ ッ ト演 算(pivotoperatlon)

ヒ ュ ー マ ン ・ス キ ル(humanskill)

ヒ ュ ー マ ン ・フ ァ ク タ ー(humanfactors)

C4・6

C3・6

C45

B1・3

D3・2

B2・2

C2.2

半 重通 信 方式(half・duplexcommunication)

販 売 業 務(functionsinmarketing)

販 売 シ ス テ ム(marketingsystem)

販 売 情 報 シ ス テ ム

C36

A2・4

A2.4

(salesinformationsystem)

A3・2

ビュー ロク ラ シイ的 組 織(bureaucratic

organization) B2・4

表(table)

費用

費用 管 理

(costofinformation)

C1・4,Cl・8

A3・7

(COStCOntrOl)

費 用 効 果 分 析

cost-benefitanalysis)

費 用 分 析(costanalysis)

費 用 見 積(COSteStimating)

評 価(evaluation)

D2・5

(costeffectiveanalysis,

Al・3,D1・5

Dl.5

評 価 基 準(Criteria,CriteriOn)

D2・2

Dl・4

Al・3,D1.5
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評 価 手 続(evaluationP「ocedu「e)

標 準 イヒ(standardization)

D2・2

標準原価

標準手続

標準問題

品質管理

フ ァイ ル

C2・1,D2・1,D2・5,D4・3

(standardcost)Al・6

(standardprocedure)

(benchmarkproblem)

(qUalityCOntrOl)

〔フ 〕

(file)

D2・3

C2・10

D2・5

負 荷 分 担

符 号 体 系

復 旧(recovery)

プ ッシ ュ ダ ウ ン

物 的 流通 シ ス テ ム

物 理 構 造

(loadsharing)

(codesystem)

D4・5

C2・10

C2・6

(pushdown)

(logistiCS)

(physicalstructure)

Cl・2

A2・2

C1・1,Cl・2,C3・3

物 理 デ ー タ構 造(Physicaldatastructure)

D2・4

フ ァ イ ル 管 理(filemanagement)

フ ァ イ ル 構 造(filestructure)

フ ァ イ ル 制 御 ブ ロ ッ ク(filecontrolblock)

Cl.10

C1・1,C2・4,C3・3

C3・l

C3・1

フ ァ イ ル 設 計(filedesign)D3・4

フ ァ イ ル 操 作(filemanipulation)C3・1

フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ (filedirectory)

C1・10,C3・3

物 理 入 出 力(physicalinputっutput,PIO)・ ・C2・5

物 理 レ コ ー ド(physicalrecord)… …C2・4・C2・5

浮 動 小 数 点 表 現(fl・ ・ti・gP・i・t・ep・e・ent・ti・ ・)

C1・1

負 の エ ン ト ロ ピ ー(negativeentropy)_._Al・1

部 分 木(subtree)

部 分 語(part-word)

部 分語 の ア ドレ ス付 け

Cl・3

Cl・6

(part-wordaddressing)

Cl・6

フ ァ イ ル の 移 行(filemigration)C2・10

フ ァ イ ル の 障 害(filefailure)C2・9

フ ァ イ ル の 割 当(fileassignment)C2・5

フ ァ イ ル 編 成(fileorganization)._C2・4,C3・4

フ ァ イ ル 容 量(filecapacity)C3・4

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト(facilities

management)D4・1,D4・3

フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス

(facilitiesmanagementservice)D4・6

フ ィー ジ ビ リ テ ィ ス タ デ ィ(feasibilitystudy)

A3・6

ブ イー ドバ ッ ク(feedback)Al・1

ブ イ ー ドバ ッ ク ・コ ン ト ロ ー ル(feedback

(field)

フ ィ ー ル ド ・リ サ ー チ(fieldresearch)_

VA(valueanalysis)

フ ィ ジ カ ル 設 計(physicaldesign)_D1・1,D3・4

フ ィ ボ ナ ッチ ・シ ス テ ム(Fibanaccisystem)

Cl・7

A3・l

C3・3

D3.1

D1・5

部 分 範 囲 型(subrangetyPe)C1・7

部 分 文 字 列(substring)Cl・2,Cl・8

不 平 衝 型 手 順(unbalancedclassesofpro-

cedure)C3・8

プ ラ イ バ シ ー 保 護(privacyprotection)....C4・4

フ レー ム 構 成(framestructure)C3・8

プ レ ッ ク ス(plex)C1・5,Cl・10

フ ロ ー グ ラ フ(flowgraph)A1・2

プ ロ グ ラ ム(program)C1・5

プ ロ グ ラ ム ・セ グ メ ン ト(P「09「amsegment)

C4・3

control)

ブ イ ー ル ド

V命 令(Vつperation)

FORTRAN

深 さ(depth)

C4・5

Cl.8

Cl.2

フ。ロ グ ラ ム ・テ ス ト(Programtest)

プ ロ グ ラ ム の 機 能(function)

プ ロ グ ラ ム の 構 造(structure)

プ ロ グ ラ ム の 自 動 検 証(automaticverifi－

D2・5

D2・3

D2・3

cation)

プ ロ グ ラ ム の 性 能(pe「fo「mance)

プ ロ グ ラ ム 変 換(programconversion)_,C2・10

プ ・ グ ラ ム 例 外(programexception)一 一..・・C2・9

プ ロ ジ ェ ク ト管 理(projectmanagement,

prqjectcontrol)Dl・2

プ ロ ジ ェ ク ト計 画(management)D2・1

プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 編 成(organizing

C4.7

D2・3
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projectteams)

th、"

management)

ひ

フ ロセ ス

フ ロ ン ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト(project

D4・1

(process)

D4・3

分類(sort) C3・3

C2・4,C2・6

プ ロセ ス管理 プ ロ グラ ム(processmanage－

mentprogram)

プ ロセ ス制 御 ブ ロ ック(processcontrOl

block)

C2・4

　

7ロ セ ス設 計

プ ロセ スの 同期

C2・4

(processdesign)D3・4

(processsynchronization)

ブ ロ ッ キ ン グ(blocking)'

ブ ロ ッ ク(block)C1・1,C3・3

ブ ロ ッ ク構 造(blockstructure)C4・1

ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム(blockdiagram)_Al・2

プ ロ シ ク 多 重 チ ャ ネ ル(block-multiPlexor

channel)C2・3

C2・4

C2・5

分類 法 の効 率(efficiencyofsortingmethod)

ペ ー ジ(page)

プロトコル

文化的文脈

分化 と統合

(protocol)

(CUItUralCOnteXt)

(differentiationandintegration)

B2・4

C2・3

B2・4

〔へ 〕

C1・9

ペ ー ジ ・テ ー ブ ル

ペ ー ジ ン グ(?aging)

ベ ー ス ・ア ドレス

平 均 使 用 率

平 均 値 の 法則

平 均 到 着率

併 合(merge)

(pagetable)

C3・3

C1・10

(baseaddress)'

(averageutilizationrate)

(Little'sformula)

(aVeragearriValrate)

平 衡 型 手順 クラ ス(balancedclassesof

procedure)

並行 型 プロセ ス

平 衡 木

併 合 分 類 法

平 衡 有 向 グラ フ

C2・5

C1・8

C3・9

B1・4

C3・9

C3.3

C3'8

(concurrentprocess)_....C4・5

(balancedtree)

(mergesort)

(balanceddirectedgraph)

C1.3

C1・9

分 枝 限 定 法(branchandboundmethod)..B1・3

分 岐 接 続(multidroplink)C3・8

分 岐 装 置(branchunit)C3・6

分 岐 ノ ー ド(branchnode)C1・3

分 散 型 デ ー タ ベ ー ス(distributeddatabase)

C3・10

分散 型 ネ ッ トワ ー ク(distributednetwork)

C3・8

分 散 記 憶(scatterstorage)Cl・6

分 散 処 理(distributedprocessing)C2・7

分 散 と集 中(disaggregationversusa99re"

gation,decentralizedversuscentralized)

D1・4

(documentation)D2・1,D1・2

(analysistools,techniquesfor

C1・5

併 列 処 理(parallelprocessing)._.C2・2,C2・4

ヘ ッ ド(線 形 リ ス ト,キ ュ ー の)(head)..C1・2

ペ ト リ ・ネ ッ ト(Petrinet)C2・4

辺(edge)

変革推進者

変革への抵抗

変化への対応

変換(conversion)

変数の有効範囲

変調(modulation)

変調速度

変調装置(MODEM)

(changeagent)

(resistancetochange)

(adaptizing)

(scopeofvariables)

(modulationrate)

〔ホ〕

C1・3

B2・5

B2・5

A3・4

C1・1

C1・8

C3・6

C3・6 .

C3・6

文書 化

分析 手 法

analysis) D1・3

分 析 と 設 計 の 反 復 性(theiterativenatureof

theanalysisdesignprocess)D2・2

分 析 と総 合(analysisandsynthesis)Dl◆3

分 配 分 類 法(distributionsort)C1・9

ボ ー(baud) C3.6

ポ ー トフ ォ リ オ 戦 略(portfoliostrategy).-A3・6

ポ ー ラ ン ド記 法(Polishnotation)C1・3

ポ ー リ ン グ(polling)C3・8

ポ ア ソ ン 分 布(Poissondistribution)C3・9

ポ イ ン タ(Pointer)C1・1,C1・6,C3・3

ポ イ ン タ型(Pointertype)C1・8
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報 告 制 度(rePortingsystem)A2・5

保 管 費(holdingcost)BL5

母 集 団(Population)Bl・1

補 助 記 憶 装 置(auxiliarymemory,auxiliary

storage,secondarystorage)C1・2,C2・2

補 数(・ ・mplement)..Cl・1

ホ ス ト言 語 方 式(hostlanguagesystem)-C3・10

保 守 料(maintenancefee)D4'4

保 全 性(inte9「ity)D2・2

保 存 則(conservationlaw)B1・4

ポ ッ プ ア ッ プ。(POPUP)C1'2

ボ トム(bottom)Cl・2

保 護(protection)C2・5,C2・9

ポ ラ チ ェ 。 ク_ヒ ン チ ン の 公 式(P・llaczek-

Khinchine'sformula)B1・4

翻 訳 時 機 能(compile-time-compilation)_C4・1

〔マ 〕

マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム(microprogram)C2・2

前 処 理 ル ー チ ン(Pre-Processor)C4・1

マ ク ロ機 能(macrofunction)C4・1

マ ク ロ ・プ ロ セ ッ サ(macroprocessor)◇_.C2・4

マ ジ ッ ク ・ リ ス ト(magiclist)C1・2

マ ス タ_プ ロ ダ ク シ ョ ン ス ケ ジ ュ ー ル …A2・2

待 ち(イ ベ ン トの)(wait)'C4・5

待 ち 行 列(queue)C3・9

待 ち 行 列 モ デ ル(queuingmodel)C2・10

待 ち行 列 理 論(queuingtheory)C3・9

マ ッ ピ ン グ(mapping)D2・4

マ ネ ー ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル(manage-

mentcont「ol)B2・4

マ ネ ー ジ リ ア ル ・グ リ ッ ド(managerialgrid)

B2・3

マ ルチ ポ ー ト(multiport)

丸 め(round)

マ ン ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(manscheduling)

C2・8

Cl'1

B1・2

満 足 度(satisfaction)A3・7

マ ン ー マ シ ン ・イ ン タ フ ェL-一ス(man-machine

interface)A3・5,B2・2

〔ミ 〕

ミ シ ン グ ・ペ ー ジ ・フ ォ ー ル ト(missingPage

fault)

見 出 し付 探 索(indexedsearch)

密 結 合 シ ス テ ム(tightly℃oupledsystem)..C2.8

ミ ドル マ ネ ジ メ ン ト(middlemanagement)

A3・3

C2・5

Cl・9

〔ム 〕

無 利 子 債 務(P・ ・si・・d・bt)A2・3「

〔メ 〕

メ ー ル ボ ッ ク ス(mailbox)C2・8

命 令 ミ ッ ク ス(instructionmix)C2・10

メ ッ セ ー ジ ・キ ュ ー(messagequeue)C2・6

メ ッ セ ー ジ 交 換 シ ス テ ム(messageswitching

system)C3・8

メ ッ セ ー ジ 交 換 装 置(messageexchanger)..C2・3

メ ッセ ー ジ制 御(messagecontrol)C2・6

面接(interview) Dl・3

〔モ 〕

網 状 ネ ッ トワ ー ク(network)C3・8

目 的(objective)A1・3・D14

文 字 型(charactertype)C1.8

モ ジ ュ ー ル 化(rnodulation,modularity・

designmodulation)C4・8,D2・3,D2・5

モ ジ ュ ー ル 単体 テ ス ト(moduleunittest)

C4.7

モ ジ ュ ー ル の 強 度(modulestrength)D2・3

モ ジ ュ ー ル の 結 合(modulecouPlin9)・ … …D2'3

文 字 列(string)C1・2,C1・8

文 字 列 型(stringtype)C1・8

文 字 列 照 合(matching)C12

文 字 列 操 作(charactersstringmaniPulation)

C1・10

文 字 列 編 集(textediting)C1.2

モ デ ル(mode1)A1・2,A3・3

モ デ ル 化(rnodelbuilding)Bl・6,D1・3

モ デ ル ・パ ラ メ タ(modelparameter)_...B1・6
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モ ニ タ リ ン グ(monitoring)C2・10

問 題 仕 様 書(ProblemsPecification)C4'6

問 題 の 定 義(definitionofaproblern).一_D34

〔ユ 〕

有 向 木(orientedtree)C1・3

有 向 グ ラ フ(directedgraph)C1・5

優 先 権 の あ る 待 ち 行 列(priorityqueue)…B1・4

優 先 順 位 待 ち 行 列(priorityqueue)__..C1・10

有 線 電 気 通 信 法(wiretelecommunication

Iaw)C3・7

technique)

要素

要望(needs)

〔リ 〕

リー ダ ー シ ッ プ(leadership)B2・3.D4・2

リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム(realtimesystem)

C3・8

リア ル タイ ム ・シ ステ ム開 発(develoPmentof

realtimeSyStem)

リ ア ル タ イ ム 処 理 (realtimeprocessing)

A3・2

A3・5,D4・5

輸 送 問 題(transportationProblem)B1'3

輸 送 路(transportationnetwork)C1・5

〔 ヨ 〕

要 員 管 理(managingpersonnel,managing

computerpersonnel)Dl・2,D4・2

要 員 の 能 力(personnelIevel)D4・2

要 員 の 分 類(classificationofpersonnel)…D4・2

要 員 の ロ ー テ ー シ ョ ンOobrotation)… …D4'2

要 求 仕 様 技 術(「equi「ementssPecification

Dl.6

(element)

横割関係構造

予算管理

予算統制

予測

欲求(need)

呼び出 し手順

予備調査

予防保全

(budgetcontro1)

(budgetarycontrol)

(forecasting)

(CallingSeqUenCe)

(P「elimina「yinvestigation)__.D1・3

:PM(preventivemaintenance)

D2'5

C1・4

Dl・4

B2・4

A2・1

A2・5

D1・3

B2・1

C4・2

〔ラ 〕

ラ イ ブ ラ リ ア ン(librarians)D4・2

ラ イ ン ・バ ラ ン ス(line-balancing)A2・2

ラ ン ダ マ イ ジ ン グ(randomizing)C3・3

ラ ン ダ ム 化 技 法(randomizetechnique)・ ・C1・10

リア ル タイ ム処 理 方式(realtimeprocessing)

離 散 分 布

リス ト(list)

(discretedistribution)

A4・1

Bl・1

C1・8

リ ス ト に よ る 文 字 列 表 現(cha「acte「st「ing

representationbylists)C1・10

リ ス ト処 理(listprocessing)C4・1

リ ス ト表 現(listrepresentation)C3・3

リ ス ト要 素(listelement)C1・8

LIST(Listprocessor)C1・3,Cl・8,C1・10

LISP15C1'5

リモ ー ト処 理(remoteprocessing)C2・7

リモ ー ト ・ バ ッ チ(remotebatch)C2・4

リモ ー ト ・バ ッチ ・シ ス テ ム(remotebatch

system) C3・8

リ モ ー ト ・ メ イ ン テ ナ ン ス(remotemainte'

(accounting)'

利 用 者 マ ニ ュ ア ル(use「'smanual)

両 方 向2進 木(two-waybinarytree)・ …-Cl・3

両 方 向 リ ス ト(two・waylist)C1・2

・両 方 向 連 結(doublelinkage)C1.2

リ レ ー シ ョナ ル ・モ デ ル(relationalmodel)

D2・4

nance)

料 金 計 算

C2・9

C2・4

C4・6

理 論 と実 際(theoryandpractice)D3・3

リ ン グ 構 造(ringstructure)C1・5,C3・3

リ ン グ 保 護(ringprotection)C2・9

リ ン ケ ー ジ ・エ デ ィ タ(linkageeditor)・ …C2・4

リ ン ケ ー ジ ・フ ォ ル ト(linkagefault).・._C4・3

輪 講 の や り方(readingassignment)B26

隣 接 未 使 用 空 間(adjacentfreesPace) .._・C1・7
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ル ー プ(loop,cycle)

〔ル〕

Cl・5

レイ ア ウ ト

例 外事 項

例 外管 理

レ コー ド

レ スポ ン ス

〔レ〕

列方向の割当て

レベル(ノ ードの)

連係編集プログラム

連結グラフ

連結割当て

連想記憶

連想記憶装置

連想三つ組

連続生産

A2・2

(exception)A2・5

(managementbyexception)_..A3・1

(record)Cl・1,C1・8,C3・3

(response)C3・8

(column-wiseallocation).Cl・4

(1evel)C1・3

(linkageeditor)C4・2

(connectedgraph)C1・5

(linkedallocation)Cl'6

(associativememory).C1・6

(associativestorage)C2・2

(associativetriple)Cl・10

(continuousproductionsystem)

A2・2

(continuOusdistribution) B1・l

D4・1

路(path)

ロ ー ダ(loader)

ロ ー デ ィ ン グ

〔ロ 〕

(loading)

ロ ー ド ・モ ジ ュ ー ル(10admodule)

ロ_ル.プ レイ ン グ(roleplaying)

ロ ジ カ ル 設 計(10gicalsystemdesign)… … ・

ロジ カル と ブ イ ジ カ ル 設 計 の 差 異(distinction

oflogicaldesignfromphysicalde『ign)・ ・

ロ ッ ク(lock)

論理(logic)

論理型

論理空間

論理構造

連続分布

レンタル費 (rentalCOStS)

Cl・5

C2・4

C4・3

C2・4

D3・1

D1・1

(logicaltype,Booleantype)

(logicalspace)

D1・6

C2・4

C1・1.

C1・8

C2・5

(lOgiCalStrUCtUre)

論 理 デ ー タ 構 造(logicaldatastructure)

論 理 的 シ ステ ム(logicalsystem)A1・5

論 理 入 出 力(logicalinput-output,LIO)_.C2・5

論 理 レ コー ド(logicalrecord)C2・4,C2・5

〔ワ 〕

C1.1,C1.2,C3.3

_D2.4

ワ ー キ ン グ ・セ ッ ト(workingset)

割 当 て(allocation)

割 当 問題(assignmentproblem)

割 込み 処 理(interruptprocessing)

C2・5

℃14

Bl・3

C4・1
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本書は,日 本 自転車振興会の機械工業振興資金 による

補助金の交付 を受けて実施 した 「昭和53年 度情報処理

教育に関す る調査研究等補助事業」 の一環 として作 成 し

た ものです。
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最後にあ る日付が あなたの返却期限です。

遅れ ない ように期限 内に返却 しま しょう。・

続 いて借 りたい ときは届 け出て ください。

返却期限票 MARUZEN/
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